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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……私たちは東京を侵略することをここに宣言いたします」

　街まち中なかのビジョンには金髪の女性が映っていた。

「人間の皆さん初めまして。私は魔界の魔法使いです。そして我が主あるじは魔界の王であります。王は世界を支配するにあたり、この東京を拠点とするお考えです。しかし、私たちは無む駄だな戦いは望みません。ですから、東京を明け渡していただきたいのです」

　ビジョンの彼女は人間とは思えないほどに端たん正せいだった。キラキラと光る金髪に真っ白な肌はだ、瞳ひとみの色は透き通るような青だった。

「東京を明け渡さずに戦いを選せん択たくしてもよいでしょう。しかし、私たち魔界の者たちには古いにしえの武器しか通じません。鉄の剣つるぎを以もつて私たちに挑まねばなりません。人間のあなた方にそんな勇気がありますか？」

　街を歩いていた人々は立ち止まりじっとビジョンに視線を向けていた。

「魔界の王に立ち向かう勇気があるのなら剣を持つがいいでしょう。そして、戦いの場はこの東京となります。東京というチェス盤の上で人間と魔王の戦いが行われるのです。しかし、人間たちが徒党を組もうとも、魔界の王へのチェックメイトは容易ではないでしょう。王を守る私たち四し天てん王のうを倒さねば、魔界へのゲートは開かないからです」

　ビジョンの映像は暗くなっていく。

「……皆さんはどうしますか？　できることは二つです。侵略を受け入れるか、それとも剣を取って戦うか。東京をあきらめる気がないのであれば……戦争です」





　開催期間・七月一日～三十一日午後九時

　開催場所・東京
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タクティクス東京制作委員会
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「私、思うんだけど」

　前まえ田だの目の前で姪めいっ子の愛あい理りが立っていた。

「普通はさあ、子供を楽しませようとか考えるはずでしょ。でも、お兄ちゃんってそれがないよね。結構シビアな弾道で打ってくるし、小学生相手にポイント取って本気で喜ぶしさあ」

　愛理はバドミントンのラケットを握りながらしかめっ面つらをしている。

　日曜日の夕方だった。前田は愛理とふたりで近所の公園に来ていた。ぼんやりと家でテレビを見ていたのだが、バドミントンをしようと愛理に誘さそわれたのだった。

「学校で流は行やってるから、練習相手になってくれって言ったのは愛理だろ」

　前田は汗をぬぐった。七月になったばかりの東京は蒸むし暑かった。夕方の空は赤く染まっている。少し広めの児童公園は、数人の子供が携帯ゲーム機を持って集まっているだけで閑かん散さんとしていた。

「私は夕飯後のちょっとした運動のつもりだったの。でも、お兄ちゃんってさあ、こんな遊びにきっちりとしたルールを決めようとするよね。ラインを引いたり滞たい空くう時間が三秒以上だとかはまだわかるの。でも芸術点とかゴールデンシャトル方式とかよくわからない」

「ルールを作るのは当然だろ。それに芸術点とかはハンデだよ。可か愛わいく喜んだり悔くやしがったりしたら点数をやるっていう俺おれなりのサービスだ。じゃないと勝負にならないだろ」

「違うの、勝負をしたかったんじゃないの。明日から学校だし、たまには休日の夕方に、テレビを消してお兄ちゃんとでも遊んでやろうか、みたいなことを思ってたの。だから、山なりの弾道でシャトルをのんびりと打ち合いたかっただけだった」

「あーあ、だったら最初から言えばいいのにな。女って気に入らないと後から文句を言うんだよな。あの時間は無む駄だだった的にさあ。姉ちゃんもそうだったもん」

　前田はドスンとベンチに座った。遠くから救急車のサイレンが聞こえ、それに反応した周辺の犬たちが遠とお吠ぼえを始めた。

「お兄ちゃんは、すぐ女って、とか言うよね」

　愛理はラケットを置き水道で手を洗っている。

「姉ちゃんは二十代のとき高校の同級生とつきあってたけど、五年ぐらいで別れたんだ。姉ちゃんから別れようといった割には、私の二十代の時間を返してよ、とか泣き叫んで慰い謝しや料を請せい求きゆうしたという最悪パターンがあったからな」

「そういうこと言ってると、またママに怒られるんだから」

　前田は結婚した姉の家に住んでいるのだ。前田にとっての義理の兄は単身赴ふ任にんで海外に行っているため、現在は姉と前田と愛理の三人暮らしのようなものだった。

「だから、俺おれは愛あい理りにママのようになってほしくないんだよ。愛理も幼稚園ぐらいのときは、俺のくだらないギャグでキャッキャ笑ってくれたよな。ああ、あんときの愛理は可か愛わいかったよなー。でも今なんかちょっとでも下ネタを言うと、すげえ冷たい視線を向けてくるだろ。あの視線、昔の姉ちゃんに似てるんだよ。どんどん似ていくんだよな」

「なに言ってるのよ、お兄ちゃんは」

　愛理はハンカチで手をぬぐいながら、ハアっと大きなため息を吐ついた。

「なんていうか、愛理に姉ちゃんのような波は瀾らん万ばん丈じようの生き方をまねてもらいたくないっていうか。姉ちゃんが結婚したときは、俺もうちの親もすっげえ旦だん那なさんに同情したんだよな。愛理はちゃんとみんなから祝福されるような結婚をしてもらいたいよ」

「雪ゆき村むら君みたいな優やさしい人と結婚するから大丈夫よ」

「そんなことになったら、雪村を殺すけどな」

「そういえば、雪村君は最近お家うちに遊びに来ないよね」

　愛理は少し寂しそうな表情を見せた。確かに以前の雪村は、よく前まえ田だの部屋に遊びに来ていた。しかし、それはスフィア関連の問題があったからだ。現在は学校のサークルで一緒に活動しているので、必然的に部屋に来る回数は減っていた。

　あの出来事から一ヶ月以上が経過していたが、前田の生活はほとんど変化がなかった。スフィアにおける前田の根本的な問題は解決されてはいなかったが、それでも現状を受け入れていた。あれからスフィアにはログインしていなかった。

「戻る？　お兄ちゃんの好きな、大おお江えアナウンサーが出る番組が始まっちゃうよ」

　愛理がラケットとシャトルを持って歩み寄ってきた。

「それより喉のどが渇かわいたから冷たいコーヒー買ってきてくれよ。まだ今日はコーヒーおごってもらってないぞ」

　前田が言うと、愛理は首をすくめながらも缶コーヒーを買いに公園から出ていった。前田は愛理から視線を外し空を見た。穏おだやかな夕焼けだった。様々な色の入り交じった複雑で奥行きのある空だ。

　──あれからどうなっているのだろうか。

　前田はスフィアのことを考えた。スフィアは今でも正常に稼か動どうしている。東京のデータをデジタル処理し、都民の生活をフォローしているのだ。しかし、副次的に生みだされたあの仮想世界はどうなっているのか。彼女を奪うばったもうひとつの東京は……。

　前田の所属するサークル・３Ｓは現在でも活動を続けている。何をやるというわけでもないが、放課後は部室に集まっていた。お茶を飲みながらメンバーで今後の活動についてや、日常の出来事を話したりするだけの、のんびりとした時間だった。

　ただ、サークル部長である青あお原ばら遙花はるかは少しだけ焦あせっているようだった。それは迫るタイムリミットが理由だ。サークルの仮活動期間である三ヶ月。その期限が迫りつつも、前田たち３Ｓはなんの活動実績も残せていない。時間的にはまだ余裕があるのだが、夏休み明けと同時に活動実績を提示せねばならないことを考えると活動期間は少ない。

　新規サークル設立には厳格なルールが存在し、このままでは正式登録が認められない可能性が出てきたのだ。閉鎖された東京スフィアの仮想空間に侵入し、失われたはずの遙花はるかを取り戻すべく活動しました、などと言えるわけがなかった。

　前まえ田だが空に視線を向け考え込んでいると、ベンチにコツンと缶コーヒーが置かれた。

「あれ、早かったな……ん？」

　前田は横を向いて目を見張った。横に立っていたのは愛あい理りではなかった。

「ど、どうした、高たか橋はし？」

　ベンチの脇わきに突っ立っていたのは高橋悠ゆ羽う美みだった。日曜日なのにセーラー服姿で、髪を後ろにまとめている。眼鏡めがねが薄い夕日を反射して瞳ひとみはよく見えなかった。あの件以来、彼女とプライベートで会うことなどなかったのだが。

「学校に行ってきたのか？」

　前田が聞くと、悠羽美はこくんとうなずいた。

「……期末テスト、受けてきたの」

「期末テストって明日からじゃなかったか？」

「理由があって、先にまとめて受けてきた」

　悠羽美は前田の視線を避けるように公園を見つめている。

「理由って？　明日のサークルで話せないことか？」

　悠羽美は小さく首を振った。

「……しばらくサークルも休む」

「ん、なんで、何かあったのかよ」

　驚おどろいた前田が立ちあがると、悠羽美は紙片を差しだした。

「これ、頼まれてた期末テストのカンニングペーパー」

「おい、問題見てきたんなら、直接解答教えろよ」

「それはフェアじゃない、から」

「なあ、どうしたんだよ。ちょっと変だぞ」

　前田が悠羽美の手を取ると、立ち去りかけていた悠羽美はこちらを向き瞳を瞬まばたいた。

「……東京をあきらめないで」

「ちょ、ちょっと待てよ」

「さようなら」

　それだけ言うと、悠羽美はすっと前田の手を離して公園から出ていった。

「東京をあきらめるな？」

　前田がぽかんとしているうちに、悠羽美の姿は視界から消えていた。もともと何を考えているかわからないタイプだったが、言葉の意味はまったく理解できなかった。

　サークルから離脱するということだろうか。悠ゆ羽う美みがサークルに入部したのは、ストライカーとしてのけじめをつけるためだけであり、その目的はすでに達したのかもしれない。あれから、サークル活動は停てい滞たいしたままなのだ。放課後に彼女も部室に来てはいたが、静かに遙花はるかの話に相づちを打っているだけだった。

　──東京をあきらめるな。

「あれ、なんで缶コーヒーがあるの？」

　振り返ると、自動販売機で缶コーヒーを買ってきた愛あい理りがきょとんと立っていた。




　　　　＊




「──青あお原ばら遙花です。二年七組、３Ｓの部長です」

　青原遙花の表情には憂うれいが含まれていた。

「夏が始まりました。七夕たなばたは晴天の予報で織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしが一年ぶりに再会し、花か壇だんにはマリーゴールドやノウゼンカズラが花を咲かせています。しかし、今年の東京の夏は悲観的です」

　視線を下げていた遙花が正面を向いた。

「……そうです、東京への侵略が始まったのです。私たちの選せん択たくは多くはありません。しかし、私たち３Ｓはできることをやるつもりです」

　窓から風が吹き込み遙花の髪を少しだけ揺らした。湿り気を含んだ夏の匂においがした。

「異世界からの侵略者は、まず東京に目を付けたようです。私たちが沈ちん黙もくすれば、一ヶ月後には東京は魔物の手に落ちます。抵抗し戦えば甚じん大だいな被害が出ることでしょう。しかし、私たちは決して東京をあきらめません」

　──東京をあきらめません。前まえ田だはそんな言葉に遙花を凝ぎよう視しする。前田の視線に気づいた彼女はどきりとした様子で顔を赤らめた。

「……はい、オッケーです」

　ビデオカメラを持っていた雪ゆき村むらが合図した。

「こ、こんな感じでよかったかな？」

「導入としてはいいんじゃないですかね」

　月曜日の放課後、３Ｓの部室の光景だった。

「東京侵略ねえ……」

　前田は開いた窓枠に腰掛けやりとりを見ていた。部室には三人がいる。サークル副部長の繭まゆ子こは欠席していた。彼女は何かと忙しい三年生であり、生徒会役員もやっているのでサークルの出席率は低いのだ。

「……前田君、馬ば鹿かにしてるでしょ」

　遙花はるかは、怒りつつも少しだけ恥はずかしげな表情をしている。

「いや、そんなことないけど、なんていうかファンタジーすぎるっていうか」

「でも、私たちサークルの命運はそれにかかってるんだよ。東京侵略のＸゲーム」

　Ｘゲーム。Extreme gameの略であり、スフィア主しゆ催さいのイベントのことである。東京スフィアの最盛期には多数のストライカーが活躍し、そのストライカーを利用したバトルイベント、つまりＸゲームが開催されていた。

　そして今回、スフィア崩ほう壊かい後に初めてＸゲームが立ちあがったのだ。

「Ｘゲームっていうのはね、基本的には戦う女の子、つまりストライカーのバトルイベントだったの。でも、ただ戦うだけじゃ面白くないでしょ。だから徐々にバトルフィールドを改造したり、特殊なルールを作ったり、一般ユーザーも参加できたりと工夫されていったの」

　遙花はメモ帳を開いて説明を始めた。その横で雪ゆき村むらはコーヒーを入れている。スフィアについてサークル内で一番詳しいのは遙花ということになっている。

「基本的にスフィアの仮想世界を利用して、バトルパフォーマンスを見せたの。そんなゲームに、徐々にスポンサーもついて発展していった。例えば空手からK-1が生まれたようにね」

「それで、今回は一般ユーザーも参加できるゲームなんですか」

　雪村が前まえ田だと遙花にマグカップを渡した。雪村もゲームのことは先ほど聞いたばかりなのだ。Ｘゲームが開催されることすら、前田も雪村も知らなかった。

「東京スフィアはずっと閉鎖されていたでしょ。でも、再生計画が進んでいるんだって。だから、今回はＸゲームの参加者の範囲を広げたの。昨日ルールが公開されたんだけど、仮想世界だけじゃなく現実のマップも使ってのゲームらしいの」

　東京侵略というのはＸゲームの設定なのだ。そして、参加者はストライカーだけでなく一般人にも枠が広がっている。スフィア再生の大イベントらしい。

「３Ｓで参加をするつもりなのか？」

　前田はコーヒーを飲みながら聞いた。

「うん。もうこれしかチャンスがないと思うんだ。だって、このまま夏休みになったら、３Ｓができてから三ヶ月が経たっちゃう。いろいろ活動したけど、生徒会に報告できるほどの実績を残せていないじゃん。このままだと仮活動から正式活動に昇格できなくなる」

　遙花はこのイベントにサークルで参加をし、ホームページを作って経過を掲載しようということらしい。先ほどのビデオ撮影もその一環なのだ。

「遙花ちゃんは、やっぱりこのサークルの活動を続けたいの？　なんで？」

　前田の言葉に、遙花ははにかんだように笑った。

「だって、せっかく……。なんていうか、みんなで続けたいっていうか、やっぱり私にとってこのサークルは大切だから。あと、東京スフィアはただのオンラインゲームじゃなくって、社会に役立っているシステムだってことを、ゲームを通じて表現するの」

「それで、東京侵略っていうわけか」

　前まえ田だは考え込んだ。やはり、遙花はるかはスフィアに興味を持ち続けていたのだ。

「東京を侵略するのは僕らじゃないようですよ」

　雪ゆき村むらがノートパソコンを指さした。画面を見ると、スフィア委員会のホームページが表示されていた。スフィアの仮想空間は基本的に誰だれのものでもないので、このようなイベントなどは制作委員会が立ちあがるらしい。

「……東京に攻めてくる魔界の神々たち、か。ベタだな」

「結構前から宣伝されてましたけど、本格的には今度の土日から始まるみたいですね。期間は七月の一ヶ月間。東京都内で行われ、一般ユーザーの参加型としたのは、スフィア再生にあたって新規ユーザーを取り込みたい、との思おも惑わくがあるようですね」

　今回のＸゲームは、基本的に現実の東京で行われるようだ。さすがに東京スフィアの仮想世界に安易にログインさせるわけにはいかないのだろう。仮想世界は再生されているとはいえ、未いまだに危険は残っているからだ。

「魔界の四し天てん王のうと魔王を倒し東京を守ろう。魔王を倒すにはいくつかの方法があります、か」

　ざっと設定を読んでみると、東京スフィアの仮想世界は魔界と設定されているようだ。そして、魔王が地球侵略にあたり最初の拠点として侵略しようとしているのが東京らしい。魔王は部下である四天王を東京に送り込んだようだ。

「この一週間はスフィアイベントが東京の各地であるみたいね。希望者は東京スフィアへログインができるみたいなの。そして、四天王役のストライカーとバトルできるんだって」

「え、まさか遙花ちゃん……」

　前田はどきりとして遙花を見た。

「え、やらないよ。だって、遊びでも戦うなんてちょっと嫌いやだし、恥はずかしい」

　遙花は焦あせったように両手を振った。

「そうだよね。遙花ちゃんは平和主義だもんな」

　前田はホームページを見つめながら考え込んだ。もしかしたら、スフィアの関係者はストライカーを募っているのではないだろうか。イベントを立ちあげ、優秀な潜在能力のある女の子を見つけスカウトするつもりなのでは？

「なあ雪村、繭まゆ子こさんはなんか言ってたか？」

「いえ、特には」

　繭子は東京スフィアに深く関かかわっている人間だ。今回のイベントでも発案や実行に絡からんでいるはずだが、相変わらず前田たちには何も情報をよこさなかった。

「繭子さんは受験とか忙しいからあまり頼っちゃ駄だ目めだよ。悠ゆ羽う美みちゃんも親しん戚せきに不幸があったとかでしばらく学校を休むみたい。だから、参加は迷っているんだ」

　前田は昨日の悠羽美を思いだした。彼女の態度は何か妙だったが、その言動に思い当たることがある。東京をあきらめるな、と。もしかしたら、ストライカーとしてスフィアのイベントを手伝っているのかもしれない。

「先せん輩ぱい、これ見てください」

　ホームページをザッピングするように見ていた雪ゆき村むらがこちらを向いた。

「東京侵略の魔界の四し天てん王のうか。スフィアの仮想世界での画像だな」

　それは四天王というキャラクターの紹介ページだった。四天王役の四人が並んで立っている画像だったが、明らかに前まえ田だが見たことのある人物が混ざっていた。

「ふーん、これが魔界の四天王なんだ。みんな綺き麗れいだね。あれ、この子ってさあ……」

　遙花はるかが首を傾かしげて指さしたのは、四天王のビショップだった。キラキラ光るドレスに身を包んだ彼女は、他ほかの三人とは違ってアンドロイドだった。真っ白な肌はだと美しい金髪にブルーアイ。

「……エオリア？　でも、アンドロイドはみんな同じような感じだからな。仮想世界での画像だから微妙に修正がかかってるだろうし」

　繭まゆ子こが所有するアンドロイドのエオリアに似ていたのだ。このイベントに繭子が関かかわっていれば、エオリアが敵役をやってもおかしくはない。

「エオリアちゃんの写しやメは持っていたんだけどな」

　遙花はパソコンから離れて自分の鞄かばんを調べている。その隙すきに前田は四天王を確認する。他の三人は人間のようだ。四天王はビショップ、ダークナイト、サジタリウス、ヘルホースと呼ばれる四人で構成されている。まず前田の目にとまったのは真まっ赤かな弓を持ったサジタリウスだった。服装は赤を基調としたゴスロリコスチュームを着ている。頭にも大きな赤いリボンが結わえてあった。

「鳳ほう堂どう館かんの白は生きていたんですね」

　雪村が小さくつぶやいた。長い黒髪と閉じられたままの瞳ひとみ。彼女は白しら樺かばだった。前回のハルカ保護計画に参加したストライカーのひとりだ。

「隣となりのヘルホースは知ってるか？」

　雪村は首を振った。ヘルホース役のスレンダーな女性に見覚えはなかった。槍やりを持った彼女は、ビキニのような露ろ出しゆつの激しいコスチュームを着ている。

　前田は再びビショップに視線を向ける。シースルーのドレス姿は体のラインを露出させ、とても色っぽく見えてしまう。アンドロイドにセクシャルを感じてしまうのは異常な性せい癖へきなのだろうか。

「先輩、これはやっぱり……」

　雪村が指さしたのはシルバーに光る鎧よろい姿すがたのダークナイトだった。小柄な彼女にはアンバランスなほどの大きな剣を持ち、剣先を地面に突き立てるようにして立っている。マスクをしているので顔は窺うかがえなかったが、赤く光る瞳と銀髪が確認できた。

「……確かにあいつの可能性があるな」

　銀髪とレッドアイという特殊なアバターを持っているのは限られている。スフィア崩ほう壊かい後にストライカーが不足しているので、こうしたイベントに狩かりだされたという可能性があった。

「だから学校を休んでんのかな。それにしても、イベントの花形ともいえるキャラクターを任されるなんて、そこまで人材不足なのか」

「いや、非公式ながらストライカーの女王とも呼ばれたマドカを撃げき墜ついしてますからね。東京スフィアがこのまま再生していったら、彼女はアイドルストライカーになっていくかもしれませんよ」

「えー、あの無愛想なやつが？　にしても、イベント側で参加するなら、ちゃんとそう言えばよかったんだよな」

　前まえ田だは昨日の悠ゆ羽う美みの態度を思いだした。もしかしたら、彼女はサークルを辞める気なのではないだろうか。だからこそ、あのような意味深な態度を取ったのだ。お遊びのこのサークルを捨て、東京スフィアのトップストライカーの道を選んだとしたら……。

「なあ雪ゆき村むら、ちょっと俺おれらで様子を見に行くか」

「そうですね。サークルで活動する前に、ちょっと下調べしておいたほうがいいでしょう。遙花はるかさんが動いてからじゃ遅いですからね」

「え、呼んだ？」

　鞄かばんを調べていた遙花が歩み寄ってきた。

「いえ、ホームページを見て議論してただけですよ」

　雪村は平然とホームページをクリックした。

「ほら、やっぱりエオリアちゃんだよ。そっくりだもん」

　遙花は携帯電話のエオリアの写真を開いて見せた。遙花の携帯電話はビジネスマンが使うようなスマートフォンであり、待ち受け画面は３Ｓのメンバーの画像だった。

「でも遙花ちゃん、そっくりって言っても、型番号が同じだとそのまんまだから……」

　そのとき、ホームページで動画が開かれた。それは魔界の四し天てん王のうのひとり、ビショップからのメッセージだった。金髪のアンドロイドが口を開いた。

『人間の皆さん初めまして。私は魔界の魔法使いです……』

「……エオリアだ」

　前田は動画を凝ぎよう視しした。これほど人間らしく喋しやべれるアンドロイドはエオリアしかいない。動画ではエオリアが東京侵略の宣言を続けている。

『……皆さんはどうしますか？　できることは二つです。侵略を受け入れるか、それとも剣を取って戦うか。東京をあきらめる気がないのであれば……戦争です』

　動画は微笑ほほえむエオリアのバストショットで停止した。
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「調べたところ、この一週間はオープニングイベント期間で、残りの三週間が本番みたいですね。オープニングイベントは、四し天てん王のう役のストライカーとエオリアが東京でゲームの宣伝をするみたいです」

　雪ゆき村むらが印刷したプリントを見ながら言った。火曜日の放課後、前まえ田だと雪村は隣となり町まちの高こう円えん寺じに来ていた。前田の足あし下もとにはダックスフントがしっぽを振りながらじゃれついている。ここはドッグカフェの店内だった。

「先せん輩ぱいって、意外に動物好きですよね」

「近所の犬は、みんな俺おれと散歩したがるんだぜ」

　今日のサークルは中止だった。悠ゆ羽う美みも学校に来ておらず、前田も所用を匂におわしたからだ。３Ｓの規則として、二分の一以下のメンバーしか集まらなかった場合は中止となるのだ。

「オープニングイベントは、東京スフィアにログインして、四天王役のストライカーとバトルすることができるようです。バトルイベントは昨日から始まっていますね」

「もしもそれで参加者が勝ったらどうなるんだ？」

「まずないでしょうが、その場合はゲームラインどおり四天王を撃破したことになるようです」

　前田は横で丸くなってる犬を撫なでながらプリントを見た。

　タクティクス東京の内容はざっとこうだった。設定として、魔界の王が世界を支配するために、まず東京に狙ねらいを定めたらしい。魔王は部下である四天王を東京に向かわせた。四天王は東京を調査しながら各おの々おのの拠点を探しているようだ。

　今週の一週間は、四天王が拠点を探しに東京の各所に出没するという設定らしい。その後、まだ発表はされていないが、四天王たちが拠点を見つけて陣取るようだ。本格的なゲームはそこから始まり、三週間の期間が設けられる。つまりこの一週間はデモ期間のようなものであり、後の三週間が本番なのだ。

　タクティクス東京のゲーム期間は七月の合計一ヶ月となり、その一ヶ月の間に魔王を倒さなければ東京は魔界に侵略されることとなる。

　ちなみにゲームエリアは東京都内となるようだ。それはゲームにスフィアシステムを利用するかららしい。システムをどのように利用してゲームが行われるかはまだ発表されていない。

「スフィア関係者の繭まゆ子こさんに聞くのが一番早いんだろうけどな」

「繭子さんが簡単に教えてくれるわけないですからね」

　今回のゲームにも繭子は深く関かかわっているはずだ。前回の件もあり、繭子はスフィア再生のキーマンの地位を手に入れている。ただし、サークルにも数回ほど顔を出したがイベントのことは口にしなかった。

「プレイヤーサイドは、魔王を討とう伐ばつすれば勝利か」

　一ヶ月以内に魔王討伐を成功させることが勝利条件と書いてある。ただし、魔王は東京にはいない。理由があって魔界に引きこもったままである。

「四し天てん王のうをすべて倒すと、魔界へのゲートが開くようです。そして、魔界に攻め込み魔王の討伐をします。ただし、魔王討伐には条件があるようです」

　雪ゆき村むらがレポート用紙をめくり前まえ田だに見せた。魔王を倒すには、聖なる武器で魔王の心臓を突き刺すこととある。聖なる武器とは四天王を倒すと手に入れられるものだ。

「仮想世界でのバトルに勝つと聖なる武器が手に入るみたいですね。つまり、魔王への挑戦チケットのようなものでしょう。でも、あのメンバーが負けるわけないですよ。有能なストライカーを選抜したようですし、エオリアなんて仮想世界がホームタウンですからね」

「いや、わからないぞ」

「バトルの参加資格は二十代以下の女性に限る、ですからね。明らかに次世代ストライカーの確保ですよ。少しでもポテンシャルの高さを見せたら、すぐにスカウトされるでしょう……」

「静かに」

　前田は雪村を制して、大きなガラス窓から外を確認した。真っ白なブラウスにチェックのスカートの集団が道を歩いている。坂の上に学校があるのだ。中等部と高等部が一緒のミッション系だ。

「あいつは確か高校一年生だったな」

　前田は下校する女子たちの列をじっと凝ぎよう視しする。

「ちょっと不審者っぽいですね」

　雪村は店員の視線を気にしながらも外を見る。ここに来た目的はひとつだ。オープニングイベントで使える駒こまの確保。

「……いた。たぶんあれだ」

　前田はガラス窓を覗のぞき込みながら指をさした。坂を下ってくる女子学生の姿が見える。集団で談笑しながら歩いている。このようなミッション系の学校はこうして集団で駅まで歩いて行くのだ。当然、下校途中の寄り道は不可となっている。

「あれですかね？」

「髪を下ろしているからちょっとわかりにくいけどな。女子の判別は顔や髪型じゃなくて、焦点を合わせずに全体をぼやっと見るようにするんだ。女は化粧をしたり髪型をくるくる変えるから、雰ふん囲い気きで判別するのが正しい……って姉ちゃんが言ってたよ」

　同時に女子生徒たちの歓声が聞こえた。ドッグカフェの外に繋つながれている犬が彼女たちの興味を惹ひいたようだ。こうしてこの場所で集団の列が乱れることも調査済みだ。

　前田は素早く店を出ていき目標の人物を探す。混乱する場の中で、ひとりぼんやりしていた彼女を見つけると、手を取り強引にカフェの中に引っ張り込んだ。

「きゃっ、なに？」

　驚おどろく彼女を、前まえ田だはソファに投げるように座らせた。

「あの、ちょっと何ですか……」

　チェックのスカートの彼女はオドオドと下を向いている。

「あ、あの、ナンパとかこんなことされたら困ります。男の子と一緒にいるところなんて見られたら、先生に怒られてしまいますから」

「猫被かぶってるんじゃねえよ」

「猫？　ここは犬しかいない……って前田君」

　こちらを向いた彼女が驚いた表情になった。

「ちょっとどういうこと？　プライベートで会うのはちょっと困ります。でも、そんなに私に会いたかったなら酌しやく量りようの余地はあるけど……」

「ストライカーの茉ま莉りに用があって来たんだよ」

　前田はソファにちょこんと座る彼女に言った。
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　不知火しらぬい茉莉。グロリア所属ストライカー。

　グロリアとはストライカーが所属するチームのうちの一つだ。東京スフィア最盛期には多数のストライカーが出現したため、それを管理するためにチームが組織されたのだ。繭まゆ子こがスポンサーを募り立ちあげたチームであり、記憶を失う前の遙花はるかも所属していた。茉莉は現実の日常ではミッション系の女子学院に通う高校一年生で、本人曰いわく優等生らしい。

「下校途中で遊びに行くのは校則違反なんですから」

　隣となりを歩く茉莉は冷めた表情をしている。

「どうせ着替えて遊びに行くパターンだろ。真っ直すぐに帰宅して宿題やり始める女子高校生を見たことがないからな」

　前田と雪ゆき村むらは茉莉を挟はさむようにして歩いていた。場所は表おもて参さん道どうだ。三人とも制服姿だったが、表参道は学生も意外と多いために目立たない。表参道に来た理由はもちろんイベント関連だ。

「……それにしても、私に何も声がかからなかったのは、少しばかりショックかも」

　どうも茉莉にはイベント協力要よう請せいがなかったようなのだ。タクティクス東京というＸゲームが始まったことも知らなかったらしい。

「なんでだろうな、やっぱり内面的な理由かな」

「扱いづらい性格でしょうね」

　雪村もさらっと同意した。

「私の目の前で悪口を言わないで。たぶん、まだアバターの傷が癒いえてないから気を遣つかわれたのよ。じゃなきゃ納なつ得とくできません」

　前回の件で、茉ま莉りは仮想世界で重傷を負っていた。バグのモンスター、カスケードに接触して致命的なダメージを受けたのだ。カスケードにつけられた傷は、普通のダメージと違ってなかなか治りにくいようだった。

「まあ、なんにしろ協力要よう請せいがなくてよかったよ」

　前まえ田だは茉莉に声がかかってないと予想していた。前回の件で茉莉は裏切り者の立ち位置で、結果的に仮想世界のハルカを売る協力をしたのだ。ペナルティなどはなかったにしろ、ストライカーとしての茉莉の評価は下落したに違いない。

　反して評価を急上昇させたのは高たか橋はし悠ゆ羽う美みだ。

「ていうかずるいなあ。前田君たちだって、勝手にワールドにログインして、結果的になんとなくいい感じで終わっただけじゃないですか。あの子の行動だって正式に要請を受けたわけじゃないでしょ。それなのに、あんなに目立つ役をやらせてもらっちゃって」

　表おもて参さん道どうを映像を流すスクリーンを積んだ車が走っていく。今日行われるスフィアイベントの宣伝映像を流していた。大きく映っているのは黒いマスクを被かぶった銀髪の少女だ。顔は見えないが悠羽美であることに間違いがない。

「バトルフィールドは表参道ヒルズ、ですね」

　雪ゆき村むらがモバイルを見ながら言った。

　本日のイベントの詳細はこうだ。四し天てん王のうの四人は東京の各地に散らばる。今日は秋あき葉は原ばら、新しん宿じゆく西口、池いけ袋ぶくろ、そして表参道。四天王のダークナイトは表参道に出現した。表参道ヒルズをバトルフィールドとしてダークナイトと対決できるのだ。

　もちろん実際の表参道ヒルズで戦うわけではない。仮想ワールド、つまりスフィア・オモテサンドウが舞台なのだ。

「茉莉さんのログイン予約をしておきました。客層がやっぱり違うので、表参道はそれほど予約が詰まってないのでちょっと待てば大丈夫です」

「じゃあさ、それまでお買い物に行こうよ。だって、この制服のままログインしたら学校にばれちゃいます。だから、バイト代としてお洋服を買ってほしいなあ」

　茉莉がキラキラした目を向けている。

「大丈夫、姉ちゃんの昔のバイトの制服と帽子を持ってきたから心配ない。自販機でジュースおごってやるから、時間まで道ばたで待とう。適当な喫茶店に入るにも、表参道の店は高いからな。あと、この制服は終わったらあげるし」

「なにその胸が強調されるカフェの制服……」

「まあまあ、表参道って見てるだけでちょっとわくわくするじゃんか。なんていうか、普通の日でもクリスマス的な雰ふん囲い気きがある場所だよな。そんな時間を過ごすのも悪くないだろ」

「前田君はずるいなあ」

　茉ま莉りは大きなため息を吐ついた。

「……にしても、本当に倒しちゃっていいんですかね」

　自販機でジュースを買ってきた雪ゆき村むらが言った。こうして茉莉を連れてきたのは、もちろんイベント参加のためだ。茉莉を参加者として送り込み、ダークナイトの悠ゆ羽う美みと対決させるつもりだった。

「そういうイベントだからいいんだよ。それに、早く倒さないと、サークルにも顔を出せなくなって、遙花はるかがすごい悲しそうな顔するじゃないか」

　前まえ田だはそう言ったが、他ほかにも理由があった。このまま悠羽美がこれほどの大イベントの主要キャラクターとして成功してしまうと、昔の遙花と同じようにトップストライカーの道をたどってしまうのではないかという危き惧ぐがあった。それは彼女にとって名誉なことかもしれないが、同時に大きな重圧がのしかかるはずだ。そして、このサークル活動はどうなるのか……。

「すでに他の場所でもイベントはやってますね。モバイルとかパブリックビューで見られるみたいですよ。特別に仮想世界の映像を繋つないでいるんでしょう」

　前田はパブリックビューの設置された表おもて参さん道どうヒルズ前のガードレールに腰掛けた。そこでは四つのバトルリングの映像が映っている。

　新しん宿じゆく西口のエリアには白しら樺かばがいる。画面を確認すると、巨大なビル群を背景にした特設リングでバトルが始まっている。特別ルールとして場外に落ちたら負けらしい。さすがにログイン初心者を叩たたきのめすことはできないのであろう。

　秋あき葉は原ばらではエオリア、池いけ袋ぶくろではヘルホース役の女性だ。

「茉莉、あれが誰だれか知ってるか？」

　前田は池袋バトルリングを指さした。ヘルホース役の女性が、制服姿の女子高生と戦っている。リング内を派手に跳とび回り女子高生を翻ほん弄ろうしていた。

「……スカーレットの華か妃ひ実みじゃないかな。カスケードプロジェクトの前に、大学受験でスフィアワールドから手を引いたから生き残ってたんじゃない？」

　ストライカーチームは多数存在していたが、その中でも大きな四つのチームがあった。インペリアル、鳳ほう堂どう館かん、グロリア、スカーレットだ。スカーレットはそのうちでも少々やっかいなチームだった。危険なデータのバグを戦闘などに利用していたのだ。

　西新宿で戦っている白樺は鳳堂館所属だ。鳳堂館の主力ストライカーには色のついた名前が与えられる。

「目が見えないのに戦えるんですね」

　雪村は白樺のバトルを目にしている。白樺はカスケードとの戦いで、スフィア内での視力を失ってしまっているのだ。それでも、相手の攻撃を悠ゆう然ぜんとかわしている。まるで子供をあやすような戦い方だった。

「バトルっていうより、遊びの要素が強いな」

「仮想世界内とはいえ、素人しろうと相手に本気でやったら問題になりますからね」

「茉ま莉りはやらなくてよかったな。すぐ熱くなるところがあるもんな」

「暗あん黙もくの了解ってやつはわかってます」

　茉莉は不機嫌そうにパブリックビューを見ている。派手なことが好きな茉莉は、やはり四し天てん王のう役をやりたかったようだ。

　秋あき葉は原ばらではエオリアがコスプレをした女子と戦っている。秋葉原はログインの予約が埋まりすぎて時間制限があるようだ。なのでエオリアはその時間を使って、バトルをするよりも女の子に動き方のレクチャーをしているようだった。

「なんか平和な光景だな。本当にあいつらは東京を侵略する気があるのかね」

　バトルらしいパフォーマンスを見せているのは、表おもて参さん道どうのダークナイトぐらいだった。ダークナイト役の悠ゆ羽う美みは、相手の攻撃をしばらく受け流すと、転ばした相手を場外に投げ飛ばしていた。

「もうそろそろじゃないですか？」

　雪ゆき村むらがモバイルで茉莉の順番を確認している。

「……よし。ちょっと本気になっちゃおうかな」

　茉莉はゴムで髪をサイドに結び、ガードレールから飛び降りた。







　それから一時間後、前まえ田だたちは表参道のカフェにいた。

　レトロな雰ふん囲い気きのおしゃれな内装で、値が張るだけあってコーヒーもおいしかったが、前田はうんざりとしていた。隣となりの雪村も困った顔をしている。

「うぐ、うぐう……」

　向かい合わせに座っている茉莉はぼろぼろと涙をこぼしながらクリームパスタを食べている。ずっと泣いているので、店内の客もすでに茉莉に注意を向けなくなっていた。

「もう泣き止やめって」

　前田はコーヒーを飲みながら言った。目の前で泣かれているとコーヒーの味がわからない。

「だ、だってさあ、あの子ずるい。バトルパフォーマンスがなんたるかをわかってないんだよ、へぐっ……」

「いや、結構盛り上がってましたよ。茉莉さんのバトルのとき、ヒルズの人たちが立ち止まって見てましたもん。さすがですね」

　雪村が気を遣つかったが、茉莉の涙は止まらない。

「もっと派手なバトルをして盛り上げるつもりだった。でも、あの子、ローキックで私の足を削けずってさあ、地味にダメージを与える戦法なんか使って。ひどいよ、私はまだあのときの傷が治ってなくて動きづらかったのにさあ……うぐっ」

「なあ、食べるか泣くかどっちかにしろよ」

　前まえ田だが言うと、茉ま莉りは目をごしごしと擦こすって、黙もく々もくとパスタを食べ始めた。

「食うのかよ」

　当然前田たちのおごりだった。バトルで敗退した茉莉が泣きだしたので、手近なカフェに逃げ込んだのだった。

　変装してワールドにログインした茉莉だが、悠ゆ羽う美みは相手がストライカーであると瞬しゆん時じに気づいたようだ。もしかしたら、主しゆ催さい者しやのフォローがあり、茉莉だと教えられたのかもしれない。当然ながらバトルは今までと違い緊張感あふれるものとなった。身軽な動きで攪かく乱らんする茉莉に対して、悠羽美は地味な攻撃で対抗した。

　そんな戦いは二十分ほど続き、動きの止まった茉莉が悠羽美に掴つかまる。悠羽美が特設リングの最上部から茉莉を抱かかえたまま飛び降りるという変則的なボディスラムが決まり、茉莉はノックアウトされてしまった。

「あいつの中では、ボディスラムがすっごく派手な技だったんだろうな」

　悠羽美はスフィア崩ほう壊かい前もストライカーだった。インペリアルという最大規模のチームに所属していたが、実力はあるもののネームバリューはほとんどなかった。それはバトルにおける華はながなかったからだろう。Ｘゲームは強さを競うとともにショーであるのだ。

「でも、評判はよかったようですけどね」

　雪ゆき村むらの言葉は、茉莉へのフォローもあるが本当だった。地味な戦いだったが、ストライカーの戦いをこうして一般公開するのは珍しいことだった。今まで観戦していたのは、コアなユーザーばかりだったからだ。仮想世界でのバトルを目にする機会のない人間にとっては、ちょっとした驚おどろきだっただろう。

「……あんな衆目の下で負けちゃうなんて」

　パスタを食べ終わった茉莉の目に、再び涙が滲にじんだ。

「大丈夫だって。誰だれも茉莉だって気づいていないさ。茉莉は背はちっこいけど胸があるから、あの制服似合ってたぞ。それに茉莉は怪け我がっていうハンデがあったからしょうがない」

　とは言いつつも、悠羽美の動きがよかったことも確かだった。唯ゆい川かわマドカなどと対決し勝利したことが自信になっているのかもしれない。

「とりあえず、Ｘゲームは順調に始まったということですかね」

　雪村がアイスコーヒーを飲みながら言う。

「あいつ、一ヶ月も学校を休むつもりかな」

　イベント期間は一ヶ月。悠羽美は期末テストも先に受けており、もうすぐ夏休みなのでそれほど出席率に影えい響きようはないのだが。

「学校に出席して、午後からイベントに行けそうですけどね」

「それでもサークルを休むことになるよな」

　サークルを休まれるのは少し嫌いやな気分だった。サークルよりもストライカーを選んだということだ。よく考えてみれば当然のことだが、前まえ田だの胸には消化不良のもやもやしたものがあった。３Ｓのサークルを軽んじられた気がするのだ。いや、もともと遙花はるか以外はサークルに積極的ではないのだが……。

「このまま負けっ放しじゃ、終われない」

　茉ま莉りがつぶやいた。

「でも、これ以上やっても勝てませんよ。ダメージも蓄ちく積せきしていますし。せっかくのイベントなんですから、あまり水を差すようなことをしても仕方ありませんから」

「そうだよな。所しよ詮せんイベントだしな。でもなあ……」

　前田は気になることがあった。この東京を舞台としたゲームに対して彼女がどう動くか。すでに興味を持っているようだったが。

　東京に愛されている彼女の取る行動は……。
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「私たちは東京を守る義務があるの」

　遙花ははっきりと言った。

　３Ｓの部室だった。サークルの出席者は前田と遙花と雪ゆき村むらの三人だ。金曜日の会合で遙花はきっぱりと意思表示したのだった。

「つまり、ゲームに参加するということですか。タクティクス東京に」

「うん。それでサークルの活動を示すことができれば一石二鳥だしね」

「イベントをレポートするわけか」

　やはりゲーム参加に傾いていたようだ。

「レポートっていうよりさ、なんか楽しそうじゃない？　みんなでゲームをしながら東京を歩き回るの。いつもと違った東京が見えそう」

　遙花は笑顔を見せている。東京を歩き回るという行為は彼女にとって重要なものなのだ。遙花はスフィアと繋つながっている。急速に仮想世界を回復させているスフィアにとって、遙花は現実の東京の情報を取り入れる端たん末まつのような存在なのだ。

　同時に思う。ということは東京スフィアにはまだ昔の遙花の記憶が残っているのだ。ハルカが存在するということだ。

「悠ゆ羽う美みちゃんと繭まゆ子こさんの参加は難しいけど、前田君と雪村君はどうかな？」

　遙花がこちらを見ている。参加の意志を確認しているようだ。

「遙花ちゃんが参加するなら、当然協力するよ」

「まだゲーム内容は知りませんが、僕も協力します」

　前まえ田だと雪ゆき村むらは間を置かずにうなずいた。たかがゲームとはいえ、何か妙なことに巻き込まれる可能性がある。遙花はるかはそれほどに東京にとって特別な存在だからだ。

「よかったあ。私だけになったらどうしようかと思ってた」

「当たり前だよ。東京というファンタジー世界を冒険するんだろ。女の子ひとりで行かせるわけにいかないよ。漫画だったら上う手まくいくけど、実際に女の子だけで旅に出たら、捕まって性的なひどい行為をされるに決まってる。そんなの想像しただけで興奮しちゃうぜ」

「ありがとう。でも、そういった言動もレポートにして、あとで繭まゆ子こさんにも見せるからね」

　遙花はすました表情でメモを取っている。

「まあ、それよりルール確認をしようじゃないか。もうすぐ夏休みだし、ゲームに集中できるしな」

　来週一週間は期末テストの返却がある程度なのだ。そして、金曜日に終業式があり夏休みに突入することになる。

　遙花は鞄かばんから資料のようなものを取りだし、ホワイトボードの前に立った。

「魔界の四し天てん王のうが東京に来てから一週間。四天王は東京の各地を回って、ついに各おの々おのの拠点を決めたらしいの。四天王はそこを拠点にして、東京侵略を開始するつもり」

　オープニングイベントが終了したのだ。当然ながらバトルで倒された四天王はいなかった。四天王は東京の各地を回って東京スフィアをアピールしたのだった。

「そして、それぞれの拠点はこう。さっきホームページで発表されたばかり」

　遙花がホワイトボードに文字を書いた。







魔界の四天王




ダークナイト　職業・戦士　　拠点・秋あき葉は原ばら




ヘルホース　　職業・騎き兵へい　　拠点・高たか尾お山さん




サジタリウス　職業・弓きゆう兵へい　　拠点・昭しよう和わ　記念公園




ビショップ　　職業・魔術師　拠点・新しん宿じゆく御ぎよ苑えん








「……魔界の四天王は、意外と通つうな場所を選びましたね」

　雪村がうなっている。四天王はそれぞれの拠点で魔界から部下を呼びだし準備をすることになる。プレイヤーはこれから約三週間以内に四し天てん王のう、そして魔王を撃破して侵略を防がねばならないのだ。

「昭しよう和わ記念公園？　あと、高たか尾お山さんだってよ」

　首をすくめる前まえ田だに、雪ゆき村むらが異を唱える。

「先せん輩ぱいは知らないかもしれませんが、昭和記念公園はともかく、今の高尾山はすごいですよ。ミシュランで高く評価されてから独特の進化を遂とげてますから。また、怪け我が人にんや遭そう難なん者しや対策にスフィアシステムを使ってるから、今回も地区を挙げて協力したんでしょうね」

　ダークナイトの悠ゆ羽う美みは秋あき葉は原ばらだ。サジタリウスの白しら樺かばは立たち川かわの昭和記念公園、ビショップのエオリアは新しん宿じゆく三丁目にある新宿御ぎよ苑えんとなっている。

「遙花はるかちゃん、職業っていうのは？」

　戦士や騎き兵へいなど聞いたことのない単語が出てきた。

「うん。最初から説明するから心配しないで」

　実際に前田たちはタクティクス東京のルールをよく知らなかった。前田にとって重要なのは遙花の動向であり、ゲーム内容ではなかったからだ。ワールドにログインしてみようかと思ったのだが、ログインチケットが手に入らなかった。また、ゲーム制作に関かかわっているだろう繭まゆ子こからはなんの接触もない。サークルに出てこないところをみると、イベント関連で忙しいのだろうか。

「簡単に言うと、プレイヤーの目的は魔王を期間内に倒すこと。でないと東京は魔界に侵略されちゃうの」

　遙花が説明を始めた。前にも聞いたが、四天王をすべて倒すと魔界へのゲートが開く。そして、魔界に乗り込み魔王を倒すのだ。そして四天王の倒し方は二通りある。

　まずは四天王に一騎打ちを申し込むこと。オープニングでやったように、ストライカーとして女性がワールド内のバトルリングで戦うのだ。そのシステムは予約制で今後も続けるらしい。そして、そのバトルに勝利すれば魔王と一騎打ちするチケットが手に入る。つまり、聖なる武器が手に入るのだ。

　しかし、茉ま莉りが敗退したことでわかるように、四天王に一騎打ちで勝利するのは困難だ。たとえ格闘技を習っている女性が参加したとしても、仮想世界での体の動かし方にはズレが出る。逆に格闘技などは邪じや魔まになるとされている。肉体的に依い存ぞんしている人間は、仮想世界で上う手まく動けないのだ。

　また、一騎打ちの条件に女性というものがある。となると、男性はどうすればいいか。そこで、もうひとつのルートがあるのだ。

　それがこのゲームのメインである。プレイヤーは職業を与えられ、東京というファンタジー世界に旅立つことになる。

「イメージ的にはチェスだって。スフィアシステムを利用して東京を大きなチェス盤にしたの。プレイヤーは東京というチェス盤の駒こまとなって動き、プレイヤー同士で協力して四し天てん王のうを倒すの。仮想ワールドじゃなくて現実の東京でね」

　東京を巨大なチェス盤に見立てる。壮そう大だいなイメージだが、東京をデジタル的な情報として処理しているスフィアなら可能であろう。

「ということは、戦士とか弓きゆう兵へいは駒の種類ってことか。ポーンとかルークとか」

「そうだね。職業によって移動力とか耐久力ヒツトポイントとかの数値が違うみたい」

　チェスというより戦略ゲームに近いのではないだろうか。マス目に区切ったマップ上で、戦闘機や戦車などの駒を移動させ戦わせるのだ。そんなゲームを東京というマップでリアルに再現しようというのだ。

「まあ、さすがに東京全部をマップにしたんじゃなくて、バトルフィールドのチェス盤はそれぞれの四天王がいる場所だけみたい。プレイヤーは時間が空あいたときにその場所に行ってゲームをするんだって」

　遙花はるかはすでにゲームの詳細を調べていた。そんな彼女を見て、前まえ田だは昔の遙花を思いだした。好奇心旺おう盛せいでいて攻撃的。彼女は何か問題に直面した場合、状況を見守ったり逃げたりしないのだ。必ず自ら介入していく。

「夏休みが始まったら、私たちも行ってみない？」

「かまわないけど、どこに行くつもり？」

　四天王討とう伐ばつのためのポイントは四カ所だ。

「とりあえず、近場の新しん宿じゆく御ぎよ苑えん、かな」

　そこはエオリアの拠点だった。
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　そして一週間後の土曜日の午後。ついに夏休みが始まった。

　前田は新宿東口のアルタ前にいた。土曜日だけあって人でごった返している。休日の人の流れは無秩序すぎる。ノイズだらけのラジオを聞いているかのようで頭が痛くなる。アルタビジョンではアイドルタレントが夏場の節水を呼びかけていた。

「……なんで私もつきあわなきゃいけないんですかね」

　前田の隣となりで不服げに立っているのは茉ま莉りだ。髪はサイドに結び、ぴたっとしたシャツとミニスカート姿だった。幼く見えるが、意外に胸が大きくアンバランスでもあった。

「お前、負けて悔くやし泣きしてたじゃないか。リベンジのチャンスだぞ」

　タクティクス東京のメインゲームに茉莉も誘さそったのだ。たかがゲームとはいえ、気軽に参加するには不安があった。遙花とスフィアは繋つながっているからだ。なので、茉莉は保険のようなものだ。何かあったときのためにストライカーがそばにいたほうがいい。

「でも、メインゲームでやり返したって意味がないです。それに、場所は新しん宿じゆく御ぎよ苑えん」

「まあまあ。最初は近場でやるべきですよ」

　私服姿の雪ゆき村むらが言った。三人は待ち合わせの東口で遙花はるかを待っているのだ。

「それに、俺おれもたまには茉ま莉りとも遊びたかったんだよ」

「……前まえ田だ君はずるいなあ。まあいいですけどね」

　茉莉が首をすくめたとき、遙花が人波を避よけながら歩いてくるのが見えた。どんなに人がいようとも彼女を見つけることはたやすい。それほど遙花は街の中で光を放っている。ジーンズ姿の遙花は、前田を見つけてにこりと笑った。

「ごめん、待っちゃった、かな？」

　遙花は丸いつばの帽子を触りながら小首を傾かしげた。前田はそんな彼女から風と光を感じて目を細めた。あの件以来、遙花を妙に意識してしまっている気がする。

「い、いや、時間ぴったりだよ」

「あれ？　茉莉ちゃん？」

　遙花が茉莉に気づき驚おどろいた。

「うん、久しぶりだね、遙花ちゃん」

　茉莉は遙花を前に平然と微笑ほほえんでみせた。

「茉莉ちゃんも、もう高校生だっけ。大人おとなっぽくなっちゃったよね」

「偶然新宿で会ってさ、せっかくだから一緒に遊ぼうってことになったんだ。遙花ちゃんがよければ彼女も一緒にいいかな」

「もちろん、大勢のほうがパーティも組めるから有利だしね」

　遙花は茉莉に笑いかけた。遙花はスフィア関連の記憶はごっそりと失っているが、茉莉とはプライベートでも少しだけ関係があったので記憶があるのだろう。遙花の中で記憶の断片がどのように整理され矛む盾じゆんを埋めているのかはわからない。

　四人は靖やす国くに通りを新宿三丁目方面に歩いた。伊い勢せ丹たんを抜けて右折し、フレッシュネスバーガーでハンバーガーを買ってから新宿御苑に向かった。

「こうして歩いていると、街歩き番組みたいだよな」

「平和な感じですよね」

　雪村は前を歩く遙花と茉莉の姿をビデオに撮っている。ゲームの様子を撮影して最後に動画を作るためらしい。新宿御苑の入り口に近づくと、そこにはプレハブが設置されているのが見えた。『タクティクス東京申もうし込こみ所じよ』と書かれたプレートが貼はられている。

「あそこで申し込みをするからね。それで、一応断っておくけどプレイヤーとなったら、真ま面じ目めにやらなきゃ駄だ目めだからね。ルールの中でシビアなのはプレイヤーに死の概がい念ねんがあること。ゲームオーバーになったら、このゲームへの再登録は不可能で参加できないからね」

　遙花はそう言い、申込所へと歩いていく。

「なあ雪ゆき村むら、死んだらワールドにログインできなくなるとかはないよな」

「それはないですよ。ゲーム内での死であり、ただの設定ですから」

　だとしたら、それほど心配する必要はないだろう。東京侵略だと言っても、所しよ詮せんゲームなのだ。アバターを失うほどのリスクはあり得ない。

「オーケー、気楽にいきつつも真ま面じ目めにがんばろうぜ。こういうのって雰ふん囲い気きが重要だからな。やるからには世界に入り込まないとな」

　前まえ田だは雪村と茉ま莉りに声をかけ、申もうし込こみ所じよの中へと入った。すでに遙花はるかが受付の女性と会話をしていた。プレハブの中に長い机が並べられ、受付の女性が数人立っている。奥ではパソコンにデータを打ち込んでいる姿も見える。

「こんにちは、タクティクス東京の参加者ですね。こちらへどうぞ」

　声をかけたスーツ姿の女性はアンドロイドだった。

「ゲームは東京都内で行われます。新しん宿じゆく御ぎよ苑えん内は東京都と提携してゲームエリアとなっていますが、一般のお客様もいますので迷惑にならないように行動してください。それでは、携帯電話を提示してください」

　前田たちが携帯電話をテーブルに置くと、係の女性が機種の確認をしてそれぞれ付属品を用意している。参加費用は機器のレンタル料として千円と、新宿御苑の入場料の二百円だった。

「これから職業選せん択たくをしていただきます。コンピューター画面のスロットを回して職業を決定し、職業の変更はできません。職業についての詳しい説明をいたしますか？」

　遙花が首を振ったので、前田たちの前にあるパソコン画面でスロットが回り始めた。

「基本的に職業は、戦士、騎き兵へい、弓きゆう兵へいとなっております。とても少ない確率ですが、シークレットの職業も存在します」

　まずボタンに手をかけたのは遙花だった。前田はゴクリと唾つばを飲み込んだ。東京スフィアと繋つながっている遙花に、妙な職業が与えられてもおかしくはない……。

「……あ、戦士だって」

　遙花の職業は戦士となった。

「戦士は一番多い職業みたいですよ」

　雪村が言い、ボタンに手をかけた。スロットが止まり雪村は戦士となった。そして、前田も同じく戦士だった。

「なんか平凡だな」と、前田は顔をしかめた。戦士といわれると、前田はカルタゴの重歩兵をイメージしてしまう。最近そんな映画を見たからだろうか。

「でも、パーティで同じ職業がいると何かと有利なんだよ。パーティは五人まで組めるから、この四人でパーティ編成してから旅に出ようね」

　すでにルールを学習している遙花が言った。そんな間に茉莉もボタンを押した。

「あ、私は騎兵」

「股またズレしないように気をつけろよ。騎き兵へいって内股が痛くなっちゃうからな」

「前まえ田だ君、もしかしていつも女の子にそういうこと言ってるの？」

「……という情報を乗馬ガイドブックで読んだんだ」

　遙花はるかが怒ったので、前田はすっと目を逸そらし係員から機器を受け取る。それは二十センチほどの剣をイメージした機器だった。柄つかを握れるようになっており剣先は丸くなっている。柄の後ろ部分からコードが伸びており携帯電話と繋つながっていた。また、ボタンや小さなハンドルのようなものがついている。
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「これが戦士用の武器となります。携帯電話モバイルと連動しています。ちなみに、ゲーム中は携帯電話の通話やメールなどが使えなくなるので気をつけてください」

　騎兵の茉ま莉りが渡されたのは槍やりのモニュメントだった。

「携帯電話が使えないっていうのは、ちょっと不便ですね」

「なに言ってるんだよ雪ゆき村むら。俺おれたちはこれからファンタジー世界に行くんだぞ。携帯電話とか言って雰ふん囲い気きを壊すんじゃねえ。これだから現代っ子は。ね、遙花ちゃん」

　遙花をそっと窺うかがうと、彼女の表情はやっと緩ゆるんでいた。

「もう怒ってないよ。それじゃあ行こうか。私たちスタートします」

　遙花が受付に言うと、アンドロイドは建物から出て、前田たちを公園の入り口まで案内した。

「この入り口エントランスは安全エリアとなり自由に動け戦闘もありませんが、公園の中に入ると戦場です。気をつけてください」

「遙花はるかちゃん、自由に歩いていいんだろ？」

「携帯電話を見ながらやるのよ。タクティクス東京は移動ターンと攻撃ターンが繰り返されるの。移動ターンで移動して、攻撃ターンで戦うってね。とりあえず、普通に歩いて大丈夫だから、行こう」

「それでは旅立ちのときです。現在の東京は魔界の攻撃を受けています。魔界の魔物たちには科学は通用しませんでした。なので古いにしえの武器を手に戦うしかないのです。世界の命運はあなた方にかかっています……」

　アンドロイドは両手を組み祈りを捧ささげるように言った。

「お任せください。必ず東京を魔物の手から取り戻してみせます」

　前まえ田だはアンドロイドの手をそっと取って微笑ほほえんでみせた。

「馬ば鹿かみたい」

　それを見ていた茉ま莉りが首をすくめ、遙花はまた少し不機嫌になった。







　遙花に先導され、四人は新しん宿じゆく御ぎよ苑えんへと足を踏み入れた。門の向こうには石いし畳だたみの道が延びており、両サイドには木々が植えられたスペースがある。この付近には人がいなかった。

「足あし下もとにチェス盤が広がっていると思って。マス目は一メートル四方の大きさなの」

　遙花に説明されたが、いまいちイメージがわかない。

「芝しば生ふのほうに行く？　新宿御苑の芝生って気持ちいいよな」

　前田が前に進むと機器からブザーが鳴った。

「前田君、進みすぎ。早く戻って。早く戻らないと死んじゃうよ」

　遙花に言われ、前田は唖あ然ぜんとしながら一歩下がる。するとブザーが鳴り止やんだ。

「え、どういうことだ？」

「一回の移動ターンで進めるマスは決まってるの。戦士は三マスってね」

　一マスが一メートルなので、一回に三メートルまでしか進めないということか。

「でも、茉莉は結構前に進んでるぞ」

　茉莉は前田の少し前で立ち止まっていた。

「茉莉ちゃんは騎き兵へいだからね、一回に五マス進めるの」

「茉莉だけずるいよな」

「そんなこと言われたってですね……」

　茉莉もどうしていいかわからず突っ立っている。

「基本的には移動ターンが十五秒、攻撃ターンが十五秒なの。攻撃ターンは近くに敵がいなければ何もしなくていいの」

　やはり戦略ゲーム的だ。前まえ田だたちはマップを動き回る駒こまなのだ。スフィアシステムで新しん宿じゆく御ぎよ苑えんをマス目として管理し、同時に前田たちの座標を管理しているのだ。東京をデジタルデータ化しているスフィアならではのゲームシステムだ。

「ちょっと面倒ですね。実際にマス目が引いてあればわかりやすいんですが」

　雪ゆき村むらもさすがに勝手が違うようで困惑している。

「そのうち慣れると思うよ。ゆっくりやろう」

　再び移動ターンが来て、前田たちは道を進む。スムーズに移動できているのは遙花はるかだけだった。やはりスフィアの恩恵を受けているからだろうか。

「わかりにくかったら携帯電話の画面を見て。位置情報が出るから」

　遙花に言われ、前田は画面を見た。するといつの間にかチェス盤のような図が表示されていた。
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　自分を中心に五×五の範囲が表示されているようだ。馬と表示されているのは騎き兵へいの茉ま莉りのことだろう。茉莉は前田のすぐ前のマスに立っており、右みぎ隣どなりに遙花、左隣に雪村というポジションを示している。

　前田はその図を見て思った。日常では気にしていないが、このように情報管理されているのだろうか。登下校から学校生活、プライベートまで。近くのマスに来ることが多い友達から、ずっと隣となり合うことのない同級生まで……。

「この陣形を維持したまま進もう。茉莉ちゃんはあまり私たちから離れないで。騎兵は移動力がある代わりに防御力が低いから」

　遙花が的確に指示を出している。事前にルールを学習しておいたせいもあるだろうが、遙花は順応力が異様に高いのだ。だからこそ、仮想世界での動きにも適応し、トップストライカーとなった。

「タクティクス東京のパンフレットを見たけど、この陣形はホースシフトって呼ばれる基本的陣形らしいよ。戦士が横並びになって、騎兵を前に出しておくの」

「陣形っていう要素があるのか？」

　前田は慎重に移動しながら聞いた。

「うん。基本的にはパーティで陣形を作るの。ちなみにパーティは五人まで編成できる。戦って得た経験値もパーティのメンバーで振り分けられるんだ。今はこの四人がパーティのメンバーだよ。さっきモバイル画面でパーティ登録したでしょ」

「ふーん、パーティねえ」

　何となくこのメンバーでパーティを組んだが、日常でも自然にパーティが組まれている。仲のよいメンバーでいつも集まり陣形を組んでいるのだ、と考え、前まえ田だは首を振った。日常に重ねる必要はない。ここは非日常の戦場なのだ。

「ちなみにね、戦士が横並びになると防御ボーナスが加算されるの。その陣形をパワーシフトって呼ぶんだって」
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　遙花はるかがパンフレットを前田に見せた。パンフレットを受け取り見てみると、そこには様々なパターンの陣形が掲載されている。意外に戦略的だった。

「弓きゆう兵へいを五人集めなきゃいけない陣形とかあるけど、五人は結構きつくないか？」

　四人でスロットを回しても弓兵は出ず、さらに一回決まった職業は変えられない。

「そのことで交流が発生するわけでしょう。ソロで始めて出先で仲間を募ると」

　雪ゆき村むらが言う。陣形などで戦略的にすることは、プレイヤー同士の輪を広げようとの意味合いがあるのかもしれない。

「しっかし、こうしてマス目を気にしながら歩くのってきついな」

　基本的に三十秒が一ターンとなっている。一ターン三マス、つまり三十秒で三メートルしか進めないのだ。三十メートル進むのに五分もかかる計算だ。

「その不自由さが冒険なのよ。私たちは東京にいながらファンタジーの世界にいるの」

　遙花は楽しそうに歩いている。四人がのろのろと道を進むと、正面に鮮やかな緑が飛び込んできた。新しん宿じゆく御ぎよ苑えんには広大な芝しば生ふが広がっているのだ。シートを広げて弁当を食べている家族連れや、寝っ転がっているカップルの姿などが見える。

「平和ですね」

「ああ、寝っ転がって昼寝したいな」

　雪村と前田は目を細めた。灰色の新宿の街にある鮮やかすぎる緑だった。

「……あの人たちはプレイヤーかな」

　茉ま莉りが芝生に立っている男女たちを指さす。五人の中高生ほどの男女が集まって話し合っている雰ふん囲い気きだった。先ほどからこちらをチラチラと見ているのだ。

「タクティクスのパンフ持ってるからプレイヤーじゃないか？　なあ茉ま莉り、ボスのエオリアがどこにいるか聞いて来いよ」

　前まえ田だは移動力のある茉莉に言った。

「はい、まかせて」

　茉莉はうなずき芝しば生ふを歩いていく。

「他ほかの位置情報もスキャンできるみたいですよ。キーで座標を動かして彼らの情報を表示することも可能です」

　雪ゆき村むらが画面を見せた。画面は五人の座標をスキャンして表示している。
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　五人はやはりプレイヤーのようだ。前田はパンフレットを確認する。

「この形はプリンセスガードっていう基本陣形だな。数値ボーナスはないけど、パーティに弓きゆう兵へいや瀕ひん死しのプレイヤーがいた場合、それを守るように囲むという戦闘用陣形だってさ」

　弓兵は防御力が低いことが弱点のようだ。だから、防御力の高い戦士が守る必要がある。

「ちょっと待ってください。敵の姿も見かけないこの場所で戦闘陣形って」

　そのとき、五人に近づいていた茉莉が悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっと……」

　茉莉がモバイルの画面を見て困惑しているのが見えた。

「きっと攻撃されたの。茉莉ちゃん戻ってきて」

　遙花はるかが焦あせって声をかける。

「攻撃って、スキャンしたマップで確認すると、隣りん接せつするマスに近づいてなかったぞ」

「弓兵がいるでしょ。弓兵はね、長距離攻撃ができる特徴があるの」

　遙花が説明したが、それよりも前田は気になることがあった。彼らは共に魔物と戦うプレイヤーであり味方なのだ。なんで攻撃されダメージを受けるのか。

「なんか、ライフゲージが減ってるの」

　茉莉が慌あわてながらこちらに戻ってくる。

「とりあえず距離を取って態勢を整えましょう」

　雪村が細かい指示を出し、五人から距離を取りつつ陣形を作る。

「あれが魔界のモンスターだったのか？」

　前まえ田だは混乱したまま移動する。焦あせると歩きすぎてすぐにブザーが鳴ってしまうので、さらにパニックになってしまう。意外にこれはハードなシステムだ。

「言い忘れてたけどね、このゲームってプレイヤー同士でも戦えるからね」

　パーティのメンバー以外なら交戦できるのだ。妙なところで自由度が高く設定されている。

「遙花はるかちゃん今さら言わないでよお……あっ」

　動揺している茉ま莉りは、植木の根に足を取られすっ転んだ。

「早く立てって……いて」

　茉莉はスカートの裾すそを押さえながら、手を貸そうとした前田を蹴け飛とばした。

「お前なあ、戦場にスカートはいてくるから」

「こうだとわかってたら、ミニははいてきませんでした」

「ゆっくりで大丈夫です。弓きゆう兵へいは移動力が二マスだから陣形を崩くずしてまで追ってきません」

　雪ゆき村むらは受付でもらったルールブックを確認している。前田は気軽に公園内に入ったことを後こう悔かいしていた。安全なエリアで事前に学習する必要があったのではないか？

「焦っちゃ駄だ目め。ここは戦場なんだから、戦闘なんて織り込み済みでしょ」

　こんなときでも遙花は余裕がある。トラブルを楽しんでさえいるようだ。前田たちは五人を大きく迂う回かいして公園の奥に進む。

「雪村、それぞれの職業の能力を教えてくれ」

「このページがわかりやすいですよ」

　雪村が前田にルールブックを渡した。







戦士　移動力３　攻撃範囲１　攻撃力Ｂ　防御力Ａ




騎き兵へい　移動力５　攻撃範囲１　攻撃力Ｂ　防御力Ｂ




弓兵　移動力２　攻撃範囲３　攻撃力Ｃ　防御力Ｃ








「……なるほど。微妙なバランスになってるな」

　思ったよりも移動力が重要だった。相手より移動力が高いということは、攻撃や逃亡の選せん択たく権けんが発生する。つまり騎兵の選択肢しが一番多く、逆に弓兵は相手の選択次第ということだ。

「ゲームが始まってまだ一週間でプレイヤーの意思統一がなされてないんですね。みんな手探り状態で行動しているみたいです」

「ねえ、あっちにもプレイヤーがいるみたい」

　茉莉が指さす方向には男が三人いる。ベンチに座ってハンバーガーを食べていた彼らだが、前まえ田だたちに気づくと立ちあがった。

「……大丈夫だ。あいつらは三人とも弓きゆう兵へいだ。距離さえ気をつけていれば戦闘はない」

　あの三人は弓の形の機器を持っている。と、そのとき、いきなり前田の携帯電話が振動した。見ると携帯画面にダメージ表示があった。

「え、なんで？　ダメージ受けちゃったけど」

　六メートル以上はゆうに距離を取っている。相手の弓も届くはずがない。

　前田や茉ま莉りがパニックになる中、遙花はるかが口を開いた。

「ダメージを受けたのは、たぶんあっちにも陣形があるんじゃないかな？」

「弓兵の陣形？」
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　前田はルールブックを確認した。確かにあの三人は縦に並ぶ陣形を構成している。

「ロングショットという陣形です。同じパーティのメンバーで同方向を向いて並ぶと、人数分の射程が伸びるみたいです。攻撃は一回になるようですが」

　同じくルールブックを確認した雪ゆき村むらが言う。ということは、射程三マス×三人で合計九マスの射程となるのだ。

「とりあえず、もっと距離を取ろう。十メートル以上離れるんだ」

「あっちがその気なら、戦うべきじゃありません？　こっちは人数が四人だし」

　好戦的な茉莉が意見した。

「じゃあ、このまま距離を詰めるか？　いや、でも……」

　しかし、相手も距離を詰められるのを嫌い後退するだろう。すると、なかなか剣の届く距離にはならない。それまで弓の攻撃を受け続けるのだ。と、そんなことを話し合っているうちに、さらに前田が攻撃され、モバイルが振動する。

「背後にも気をつけてください。さっきの五人組がこちらを窺うかがってます。隙すきを見せたら挟はさみ撃ちになってしまいます。他ほかにもよく見るとプレイヤーらしき姿が……」

　そんな雪村の声に前田は動揺してしまった。たかが数値だけのダメージとはいえ、リアルタイムで危険が襲おそってくる。これは決してチェスなどではなかった。これは紛まぎれもなく現実だ。自らの命を守るため決断と行動をしなければならない。

「焦あせって陣形を崩くずしちゃ駄だ目め。横並びになっていれば、パワーシフトでそれほどダメージはないから。とりあえず安全な場所を探そう。状況確認が最優先だと思う」

　こんなときでも遙花はるかは冷静だった。少しの乱れもない遙花の声に、前まえ田だたちは落ち着きを取り戻した。

「よし、俺おれと雪ゆき村むらで遙花ちゃんを挟はさむように並んだまま進もう。茉ま莉りは少し先を進んで安全確認してほしい」

　前田は指示を出した。攻撃された理由がわかってきた。プレイヤーたちは前田たちを倒して経験値を得ようという積極的な思考ではないのだ。ただ、プレイヤー同士も戦えるという事実を前に怯おびえている。だから自分たちに近づいてきたプレイヤーを追い払おうと攻撃しているのだ。つまり、相手のエリアを侵した前田たちのミスだった。

「まず新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの中で俺たちの拠点を探そう。エオリアとかはその後だ」

　四人は他ほかのプレイヤーに気をつけながら芝しば生ふを移動していった。







　前田たちを襲おそっているのは不自由さ故ゆえのリアル感だった。

「なんか疲れちゃいました。歩くだけで頭がパニックになっちゃう」

　茉莉はブナの木に寄りかかり、立てた膝ひざに頭を載せるようにして座っている。四人は新宿御苑の敷地内をさまよい歩き続け、なんとか安全な場所を見つけ休息を取っているのだ。

「先せん輩ぱい、水どうぞ」

　雪村がペットボトルを差しだした。一マス離れていたので、前田は手を伸ばしてそれを受け取る。そんな間にもこちらに向かってくる敵がいないか監視する必要があった。と、茉莉に目を向けた前田は水を吐きだした。

「……茉莉、ちょっと行ぎよう儀ぎが悪いぞ」

「茉莉ちゃん、下着、下着」

　慌あわてた遙花が無防備に開いていた茉莉の足を閉じてやった。はっとした茉莉はスカートの裾すそを押さえて前田を睨にらみつけている。

「見てない、見てない。疲れてそんな余裕ないって」

「そんな余裕ないっていうのも、ちょっと失礼ですよね」

「じゃあ、青って芝生の緑に映えていいよな」

「やっぱ、見たんじゃないですか」

「それより、これじゃあ、魔王軍どころじゃないですね」

　雪村が割って入った。前田たちは逃げ回っているうちに敷地内の端はしのほうに来ていた。人ひと気けがなくて安全だが、当然ながらゲームの主要エリアからも外れている。

　まるで本当に別世界を歩いているかのようだった。マス目に区切られたエリアと条件付きの移動。死の概がい念ねんがつきまとい、リアルタイムに変化する状況。不安定なプレイヤーの関係と魔王軍の存在……。

　前まえ田だたちはゲームの進行どころか、魔王軍の姿すら確認できていない。新しん宿じゆく御ぎよ苑えんにはエオリア、つまり四し天てん王のうのビショップと部下の魔物が存在するはずなのだ。

「私はちらっと見たよ。芝しば生ふで逃げ回っているとき、黒いコスチュームがたくさん見えたの。たぶんバラ園の方角」

　今いる場所はバラ園とはまったく逆のサイドだった。

「軍団も動き回っているのかもしれませんね。ビショップは四天王の中でも一番強いらしいですから、いきなり倒されないように防衛もしっかりしているのかも」

「ていうかさ、戦略ゲームをモチーフにしているらしいから、味方と敵のターンがあると思ってたらそうじゃないんだな。敵も味方もすべて同じターンで同時に行動するんだな」

　移動と行動のターンが三十秒の中に割り振られ、敵味方は同じ時間の軸で行動を起こすのだ。

「知りたいのはそれじゃないよ。なんで味方のプレイヤー同士で戦ってるの、ってこと」

「茉ま莉りちゃん落ち着こう。甘い物を食べるといいよ。それに、ダメージを受けても大丈夫。時間が経たてば自然回復もするらしいし、回復アイテムもあるから」

　遙花はるかが飴あめを渡したりとフォローしている。

「ん、回復アイテムってなんだ？」

「ライフゲージを回復する薬草を拾ったの」

　首を傾かしげる前田に、遙花がにこりと笑って携帯画面を見せた。薬草×２と表示されている。

「この新宿御苑のマス目にアイテムを配置しているんでしょうね。そのマス目に入ったプレイヤーがアイテムを拾えると」

　雪ゆき村むらの補足に前田はうなずいた。この場で集めた情報から、現状が理解できてきた。

「まず雪村が言ったように、ビショップの軍団はある程度強く設定されていると思う。だから簡単に倒せない。必然的に魔王軍との戦闘は避けるはずだ」

　このゲームには経験値が設定されている。レベルを上げるごとに、プレイヤーの強さもアップする成長タイプのゲームなのだ。

「そして、このチェス的なメインゲームが始まったのは約一週間前だから、誰だれも本格的に参加できていない。プレイヤー同士の意思の疎そ通つうもできてないんだ」

　プレイヤーは、まだ手探り状態でゲームをしている。そして、死の概がい念ねんや不自由なルールに翻ほん弄ろうされている。プレイヤー同士で戦えるという要素は疑心暗鬼を生みだし、プレイヤー同士の協調の邪じや魔まをしている。ここまで逃げてくるまでにプレイヤーと交戦したのだが、相手を倒さなくとも攻撃をしただけで微量の経験値は発生することがわかった。それも状況を混乱させる一因だった。

「じゃあ、ここにいるプレイヤーは何をしてるっていうの？」

　茉莉がこちらを見る。

「とりあえずゲームに参加をすることから始めたんだろう。でも、ビショップ軍と戦うのは避けている。で、仲間と安全な場所に引きこもりアイテム探しなどをしている。近くに寄ってきたプレイヤーは攻撃される前にこちらから攻撃すると」

「でも、目的は魔物の撃退でしょ。私たちで声を出してみんなをまとめるべきじゃないかな」

　遙花はるかの提言はまっとうなものだった。

「やめたほうがいいな。そういうのって自然に変わるから。こうしてゲームをしているうちに、徐々に顔見知りの仲間が増えていってコミュニケーションも取れると思う。そうしたら、魔物との交戦が始まるはずだから」

　前まえ田だはそう言った。人間関係はあまり強引に操作してはいけないのだ。例えば年度が替わり新しいクラスになったとき、生徒たちはそれぞれ違和感を持ち混乱していくが、時間経過と共に自分の居場所と人間関係を構築していく。押しつけられた場所や人間関係などは簡単に崩くずれてしまうのだ。

「複雑に見えてゲームの深層は単純だからな。最初は複雑に見えるルールによって、こうしてアイテム探しで満足しているけど、すぐに物足りなくなる。そうすると、魔王との戦いに必然的に移行する」

　そのときから東京を守る戦いが本格化する。

「システムは結構よくできてるかもしれませんね。派手な動きが必要ないですから、公共の場所を使っても大丈夫ですし、個人の力ではストーリーを動かせず、多人数を巻き込む必要があり連帯感が発生します」

「がんばってクリアして、サークルの実績を残そうね」

　遙花がぱちりとウインクをした。

「私は関係ないから、お手伝いは今日までにするからね」

　茉ま莉りの表情はうんざりとしていた。

「なんだよ茉莉、東京が侵略されてもいいのかよ」

「まあまあ。とりあえず、今日は四人でいろいろ経験しておきましょう。実際にプレイしないとわからないことがあるでしょうから」

　雪ゆき村むらが言い合いをする前田と茉莉に割って入った。

「こうしてみんなでひとつのことに向かってがんばるのっていいよね」

　遙花は無む邪じや気きに新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの緑の芝しば生ふを見つめていた。

　前田の目には平和な光景に見えた。スフィア関連のゲームなので、遙花が絡からむと何かが起こるのではと妙な心配をしていたのだが杞き憂ゆうだった。これなら、危険もなく遙花と一緒に穏おだやかな時間を過ごせるだろう。

　サークル存続のためにゲームのクリアを目指すのもいいかもしれないと思った。平和な日常生活と並行してファンタジーの世界を行き来するのだ。

　そんな夏も悪くない……。




　しかし、そんな考えはもろくも崩くずれることとなる。

　前まえ田だは平和な日常があっけなく壊れてしまうという事実を知ることとなったのだ。

　それは日常への異物の浸食だった。
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　すでに夜になってしまった。

　前まえ田だたちは焦あせっていた。新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの閉園時間はとっくに過ぎている。四人はホームタウンの中なか野のに戻って打ち上げ兼反省会を行おうとしたのだが、未いまだに新宿エリアから抜けだせずにいた。とにかく人から逃れようと移動しているうちに西新宿まで来てしまった。現在地は新宿中央公園、横にはゴシック大聖堂を模したといわれる都庁がそびえ立っている。

　この周辺は人も少なくなってはいるが、根本的な問題は解決していない。

「ねえ、私はもう帰っていいですかね。サークルの部外者だし……」

　茉ま莉りが遠えん慮りよがちに言ったが、前田は首を振った。

「ここで茉莉だけ逃げたら、ずっと根に持つからな」

「とりあえず、飲み物でも飲んで落ち着きましょう」

　雪ゆき村むらが自販機で缶ジュースを買ってきた。

「うん、雪村君の言うとおり。こんなときこそ冷静にならないと。まず、トラブルの原因を考えようか」

　こんなときでも笑顔を作れる遙花はるかは、前田にとって闇やみの中の光であった。

「トラブルの原因か……」

　前田はちらりと遙花を見た。柵さくに腰を掛けてコーラを飲んでいる彼女は、前田の視線に気づいて少しだけ恥はずかしげに首を傾かしげた。

「そんなことより、ゆっくり休みたいです。シャワーも浴びたいし、お腹なかもすいた」

　茉莉がごねるので前田はため息を吐ついた。

「ここから高こう円えん寺じに移動するのは無理だ」

「相談する相手なら、思い当たる人がいるんですがね」

　雪村がつぶやいた。前田も気づいていたが、携帯電話の通話ができないのだ。

「あーあ、携帯が使えたらなあ。現代人にとって携帯は不可欠だよな」

「このままここにいるわけにもいかないね……」

　ベンチに座る茉莉は空を見上げている。

「そうだ。今日は土曜日だからもしかしたらいるかも。あの人、土日は中野坂さか上うえのマンションにいるとか言ってたぞ」

　親が投資目的で買ったマンションの部屋が空あいており土日はそこにいる可能性がある。中野坂上は現状において行けない距離ではない。

「行ってみましょう。それしか方法がありません」

「うーん、できれば会いたくないんだけどな」

　前まえ田だは気乗りしなかったが他ほかにアイデアはなかった。

「しょうがない。深夜になる前に移動しよう。でも油断しないように。ここは東京であって東京じゃない。魔物が出る可能性もあるからな」

　目的地が決まり四人は再び移動を開始した。







　中なか野の坂さか上うえは東京メトロ丸まるノの内うち線で西にし新しん宿じゆくの隣となりの駅の街だ。青梅おうめ街道を真っ直すぐ進んで一キロもない。それでも移動には三時間以上もかかってしまった。

「確かこのマンションだったよな」

　二十階建ての高級マンションだった。そのマンションの背景に新宿の高層ビル群が見える。二十階に住んだら夜景が綺き麗れいだろうと思う。

「えっと、部屋番号はいくつだったかな……」

　インターホンの前に遙花はるかが立っている。当然ながらオートロックなのだ。

「２０２１じゃなかったっけ。馬ば鹿かだな。最上階って泥棒に入られやすいのにな」

　前田は悪態を吐ついた。隣では茉ま莉りがしゃがみ込んでいる。

「はあ、一駅歩くだけで、こんなに疲れるなんて」

「静かに、遙花ちゃんだけで来たと思わせるんだ」

　前田は部屋番号を押す遙花を見つめた。しばらく待つと、インターホンから声が聞こえた。幸か不幸か部屋にいたようだった。しばらくやりとりした後、入り口の自動ドアが開いた。

「まず、建物内に入れるかどうかが問題だな。茉莉、偵てい察さつに行け」

　指令を出すと、茉莉は不満げながらもエントランスに進んでいく。中に足を踏み入れた茉莉はしばらく様子を見ている。

「大丈夫、入れます。クーラーが効いててとっても涼しいよ」

　茉莉が手招きしたので、三人はエントランスに侵入した。間接照明で照らされたエントランスは、ホテルのロビーのようにソファなどが設置されている。

「問題がありますね。エレベーターは使えるのか」

　雪ゆき村むらがじっと考え込んでいる。

「エレベーターはまずいだろ。一歩一歩確認して進む必要がある。二階に行けるのかもわからないからな。だから階段を使おう」

　前田は自分で言ってうんざりとした。三時間以上も歩いて、そのうえ二十階まで階段で上らねばならないとは。

「ほら前田君、手を引っ張って連れていってあげようか？」

　遙花が手を差しだしたので、突っ立っていた前田は慌あわてて首を振った。

「え、いいよ、別に疲れてないって」

「そっか、階段を上るときの陣形だったんだけどなあ」

　遙花はるかはいたずらっぽく笑うと階段へ向かった。四人は縦に並んで一歩ずつ階段を上っていく。二階に上っても異変がないところを見ると二十階まで行けそうだった。早く安全な場所で落ち着きたかった。今から行く先が安全であるかは微妙なところだが。

　四人はのろのろと階段を上り二十階に到達した。そのまま２０２１号室に向かった。

「……静かに。俺おれたちがいると開けない可能性がある」

　遙花がインターホンを押す横で前まえ田だは息を潜ひそめた。しばらく待つと、ガチャリと扉の開く音がし、部屋の主あるじが顔を出した。

「どうした遙花？　入り口から妙に時間がかかったな」

「あの、ちょっと相談があって。えっとですね……」

「とりあえず上がってくれ」

「はい。ありがとう」

　遙花は、壁かべ際ぎわで息を潜める前田たちにちらりと視線を送ってからドアの中に入る。大丈夫だ、やはり部屋の中に入れるようだ。

「突入する」

　前田は意を決して扉の中に突入した。

「廊下の幅が一メートルもない。縦一列の陣形になって進む。遙花ちゃん、詰まってるから早く進んで」

　困惑した遙花だが、前田に言われ玄関で靴くつを脱いでリビングへと進む。前田たちに気づいた家主は、あえて制止することなくリビングで冷たい表情を向けていた。

「雪ゆき村むら、茉ま莉りを逃がすなよ」

「そんなことより、早く進んでください。玄関がつっかえてるから」

　四人はのろのろとリビングの中に入った。リビングは十畳じよう以上はあるだろうフローリングでソファと棚たなが置かれているだけのシンプルな部屋だった。

「とりあえず陣形を組もう」

　前田は遙花の背中に隠れるような位置を取り、両サイドに茉莉と雪村を置いて家主と向かい合った。

「……で、どういうことだ？」

「と、とりあえず、話を聞いてください、繭まゆ子こさん」

　壁に寄りかかり静かに腕を組んでいるのは結ゆう城き繭子だった。キュロットスカートにＴシャツとラフな格好をしている。こんなに無防備な姿を見るのは久々だった。

「ほお、強引に私の部屋に入ってきて、議論、か」

　繭子はくすりと笑った。前田はその笑みに一いつ瞬しゆんで全身に鳥とり肌はだが立ったが、ここで弱気に出るのは逆効果だと知っていたので、あえて声を張った。

「俺おれたちは同じサークルのメンバーで友好的な話し合いができるはずでしょ。俺たちは魔王を倒して東京を解放するっていう大きな使命をもっているんです。ここで死ぬわけにはいかないんです。だから冷静に話し合いをしましょう」

「よし、話はわかった」

　繭まゆ子こは穏おだやかな表情でこちらに歩み寄ってくる。

「まず、お前と私とでは時間の密度が百倍ぐらい違うのだよ。このプライベートな時間を冒し私を傷つけたお前には、私の痛みの百倍を与えてから対等に話し合おう。いや、顔には傷つけないから安心しろ。最新健康機器の実験台になってもらったりするぐらいだ」

「俺、繭子さんを傷つけては……」

「お前、私のノーブラのプライベートな姿を見たよな」

「いえ、見てません」

「そっか。そんなに私は女として魅み力りよくがないのか。ちょっと傷ついたな。有罪ギルテイだ」

「ま、待って繭子さん、前まえ田だ君にひどいことしないであげて。私たち本当に魔王を倒す旅の途中なんです」

　繭子の陰湿ないじめを受けて怯おびえる前田を遙花はるかがかばった。

「魔王、か。タクティクス東京のことか？」

「うん、サークル活動でそれをやることになったって繭子さんも知ってるでしょ」

「タクティクスは夜はやってないぞ。送ってやるから家に帰るといい。前田は少しばかり話があるから残れ」

「違うの繭子さん」

　遙花は首を振った。

「……私たちの中では、この今もタクティクス東京が続いているんです」




　　　　＊




「つまり、ヘックス移動でここまで来たというのか」

　繭子は呆あきれた様子でソファに座っている。前田と雪ゆき村むらはフローリングに正座するようにして繭子と向かい合っていた。窓の外からは七色にライトアップされた都庁が見えた。

「新しん宿じゆく御ぎよ苑えんから出てもしばらくマス目移動が続いていて、最初はそんなもんかと思ってしばらくルール通りに歩いてた。そうしたらいつの間にか身動き取れなくなって……」

　そうなのだ。四人が苦労していたのは、移動ルールが持ち越されていたからだった。新宿の街をずっとマス目に沿って移動していたのだ。

「簡単な対処法があるぞ。ゲームから離脱すればいい」

　繭子の言葉に雪村が首を振った。

「それは遙花はるかさんが嫌いやがりました。ゲームオーバーになると再登録は不可能だからって。遙花さんはサークルの存続のためにこのゲームに目を付けてるようですから」

　遙花と茉ま莉りはバスルームで一緒に風呂に入っている。座標確認のための機器は外すことができないので、今は携帯電話に防水用のカバーを付けているようだ。

「やっぱり、このトラブルは遙花のせいかな」

「……その可能性もあるな」

　繭まゆ子こは立ちあがると、考え込むように部屋を歩いている。冷蔵庫からビールを取りだし、前まえ田だと雪ゆき村むらに放り投げた。

「タクティクス東京というＸゲームは不可解なところがあってな」

「繭子さんが中心になって作ったんじゃないんですか？」

　前田は缶ビールのプルタブを開けながら聞いた。繭子の親の会社の関連もあり、繭子は東京スフィアに深く関かかわっているのだ。

「東京スフィア、つまり仮想世界のほうだが、現在も順調に再生している。このままいけば、昔のように仮想世界でのビジネスが成立するだろう。そのために、広くユーザーを募ろうと一般参加型のＸゲームが作られた」

　繭子も缶ビールを開けながら言った。前田はビールを飲んで大きく息を吐つく。ずっと新しん宿じゆくをさまよい歩いて乾ききった体に染しみ、全身がスポンジになったかのようにビールが吸収されていく。前田がビールを飲み始めたのも繭子が原因だった。女性向けの飲みやすいビール開発のために前田や雪村をサンプルにしたのだ。試作品を飲まされているうちに、いつの間にかビール好きになってしまっていた。

「ただ、この企画、中心人物の顔が見えない」

　当然ながら繭子も関わっているようだが、宣伝などに協力しただけで、ゲームシステムの基盤を作ったのは別にいるらしい。

「最初の企画では東京全域をマス目にしてゲームをするというものだった。指定のエリアだけでなく、すべてのエリアをだ。スフィアは東京のマップのほとんどをデータ化しているので可能ではあるが、安全面からもその企画は没ぼつになった」

「もともとは、東京全域をチェス盤に、か。壮そう大だいだな」

　前田はビールを飲みながら相づちを打った。

「あれ、それって僕たちが陥おちいっている状況に似てません？」

　雪村もビールを飲みながら首を傾かしげた。

「スフィアシステムが東京をマス目に区切ったデータを作ったことは確かだ。そして機器を持ったプレイヤーを歩かせることにより、さらに詳細な情報が手に入り東京のデータが強化される。このゲームはスフィアにとってもプラスなものだ」

　プレイヤーはスフィアのフォローを受けマス目を動き回ることができる。逆にプレイヤーが歩いたデータもスフィアに送られストックされる。つまりデータのフィードバックにより、スフィアが進化することになるのだ。

「タクティクス東京を企画した者は、スフィアの向上を望んでいるんでしょうか」

「そんな純真な目的なのかはわからないがな。それより、これからどうするつもりだ？　対処方法は言ったとおりゲームから離脱することだ。トラブルが起こったということで、再挑戦が許されるかもしれない」

　繭まゆ子こはビール片手に聞いた。

「僕と茉ま莉りさんはその考えでした。このゲームの関連スポンサー、例えば携帯ショップに入ってトラブルを訴え中断するとか」

　雪ゆき村むらが答えた。茉莉はただ離脱したがったが、雪村は中断を申しでていた。

「遙花はるかが続行したがるのはなんとなくわかる。で、前まえ田だ、お前の意見は？」

「関係者にこのトラブルを言ったら、危険だからゲームから離脱しろとなると思う。だからこそ、繭子さんのところに来た。とにかくゲームの勝利を目指すことが重要だと思ったから」

「この条件でゲームクリアを目指すのはちょっとつらくないですか？　明らかに僕らはハンデを負った状態ですし、まずそれをなんとかしないと」

　雪村は怪け訝げんそうな表情をしている。

「雪村、それは違う。どんな状況であっても、ゲームは勝つことが重要だ。何が起こっているのかわからないからこそ、とりあえず勝っておく」

　前田はきっぱりと言った。与えられたルールの放ほう棄きは敗北に他ほかならない。だからこそ、前田は新しん宿じゆくの街まち中なかでもルールに従ったのだ。

「うん、それに関しては、私も前田と同じ意見だよ。敗北よりも勝利のほうが自らを有利にする、という理論はどんな状況下でも通用する。敗者のペナルティと勝者へのご褒ほう美びを比較した場合、ほとんどのケースにおいて勝者が利益を得るよう設定されている」

　繭子も前田に同意した。特にこのゲームは遙花が絡からんでいるのだ。危険がないと理屈ではわかっていても、あっさりと敗北することはできない。重要なのは選せん択たく肢しを残しておくことなのだ。ゲームの離脱はいつでも選択できる。

「でも、このままの状態でゲームを続行するのも……」

「雪村、それほど心配することはない。もともと東京全体を使ってのゲームが企画されたと言っただろ。電車のみだが交通機関は使えるように設定されていたからな。まあ、やるのなら、少しばかりは協力してやってもいい。気になることもあるからな」

　繭子の物言いは、前田たちを利用しようとの意味合いも含まれているように感じられ腹立たしかったが、頼れる人間は彼女しかいないのも確かだった。

「え、繭子さんが協力してくれるの？」

　声に振り向くと、そこには風呂上がりの遙花が立っていた。繭子に借りたシャツと短パン姿で、ピンク色に染まった肌はだを惜しげもなく露ろ出しゆつしており、前まえ田だはどぎまぎとした。

「繭まゆ子こさんにとっての最後の夏休みだし、一緒にゲームをやれるのはうれしい」

　遙花はるかは目をキラキラとさせている。

「……いや、協力と言っても後方支援的なものだぞ」

　繭子は少し困った顔をした。

「話し合ったけど、移動はそれほど難しくないんだって。それで繭子さんも、俺おれたちのパーティに入ってくれるんだってさ」

　前田が言うと、遙花はうれしそうに笑った。

「繭子さん、ありがとう。やっぱり私たちの優やさしい先せん輩ぱいだね」

　遙花は移動ターンを確認して、繭子の横に移動し手を取った。

「遙花、私はゲームに参加するよりも……」

「繭子さんの最後の夏休みだから、一緒に活動できるとうれしいよな、雪ゆき村むら」

「そうですね。僕らの精神的支柱ですし」

　繭子が前田と雪村を睨にらんだが、アルコールが入っていたのでもうどうでもよかった。こうなったら繭子も巻き込んでやれと思った。

　繭子は目の前の遙花の笑顔を見て大きくため息を吐ついた。

「わかった。私もお前たちの魔王を倒すとやらの旅に参加させてくれ」

　繭子は遙花の頭を撫なでて小さく笑った。







　翌日の日曜日の正午に、繭子を巻き込んで冒険を再開することとなった。

「とりあえず、繭子さんの職業を決めなくちゃいけないよね」

　遙花が言った。五人はリビングのテーブルの周りに集まっていた。ブランチ代わりにパンやサラダ、フルーツがガラステーブルの上に置いてある。

「本当にこのままゲームを続けるんですかあ」

　茉ま莉りはフルーツを食べながら苦い顔をしている。四人はあのままこの部屋の泊まったのだった。昨日と同じ服装だが、繭子の部屋には洗濯乾燥機があったので、風呂に入っている間に洗濯と乾燥を終えていた。

「タクティクス東京制作委員会のスポンサーの系列店に行けばいいんですよね。例えば携帯ショップとかですかね」

　雪村は立ったままコーヒーを飲んでいる。繭子はソファに座ってノートパソコンをいじっていた。

「職業選せん択たくはここでやろう。ネットショップのユーザーデータを使ってパソコンから登録できるからな」

　画面を見ると、タクティクス東京のホームページが表示されていた。マウスをクリックして職業選せん択たく画面に移動する。画面でスロットが回り始めた。

「繭まゆ子こさん、戦士だと私たちと陣形が組めて有利よ」

「騎き兵へいはいっぱい歩けるから便利だと思うけどなあ」

　遙花はるかと茉ま莉りが画面を覗のぞき込んでいる。

「移動力の低い弓きゆう兵へいになったら、置いていくことになるけど、なーんて」

　前まえ田だがニヤニヤと見つめる中、スロットが止まった。

「……え？」

　遙花がその職業を見て首を傾かしげている。画面に表示された職業は、魔法使い、だった。

「ほお、偶然にもレアな職業を手に入れたようだ」

　繭子は平然と言った。

「すごい、この職業は一パーセント以下の確率らしいよ。それでね、敵を攻撃したり、味方のライフゲージを回復させる魔法が使えるの」





　魔法使い　移動力３　攻撃範囲３　マジックポイントが設定されており、魔法を使って攻撃や支援をすることができる。レベルアップに従い、使える魔法も増えていく。





　魔法　ファイヤー　対象の敵一体にダメージ。

　　　　ヒーリング　対象のキャラクター一体の回復。

　　　　バインド　　対象の敵一体の動きを数ターン止める。

　　　　究極魔法　　自分の命と引き替えに対象者をワープさせる。使用方法は不明。








「連絡しておけば、機器は携帯ショップで受け取れるらしいな。途中のショップで受け取ることにするか」

　繭子はパソコンを操作し、パタンとノートパソコンを閉じた。

「バランスのいいパーティになったね。パーティの移動力も落ちずに、遠距離攻撃もできるからね」

　興奮する遙花をよそに、前田たちは冷めていた。明らかにアンフェアな行為だった。

「じゃあ、そろそろ出発しようか？」

「待って、遙花ちゃん。何となく私たちここにいるけど、今後はどうするの？　もしかしてこのままずっとこの世界で生活するの？」

　茉莉が困った顔をしている。

「いつまでもマス目で生活しているわけにいかないよ。こんなの不便だもん」

「そうだよね。今日は十七日で、あと半月もゲーム期間があるし」

「うん、だから積極的に動くしかないと思う。繭まゆ子こさんも協力してくれることになったし、私たちで魔王を討とう伐ばつする。東京を解放して私たちを縛しばるルールも解くの」

　遙花はるかはきっぱりと言った。茉ま莉りはそんな遙花を見てあきらめたようにため息を吐ついた。このような遙花に何を言っても無む駄だだと知っているのだ。トラブルを解決するにあたって攻撃的な選せん択たくをする。それは記憶を失っても遙花の根本的な性格として残っていた。

「なあ遙花ちゃん、じゃあこれから新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに行くのか？」

「うーん、ちょっと考えたんだけど、新宿御苑のビショップは四し天てん王のうの中でも一番強いらしいの。だから、先に他ほかを倒すべきだと思う。そして私たちもレベルアップしてから、ビショップを倒す」

「四天王を倒して回るの？」

「茉莉ちゃん、それほど心配しなくていいよ。一日ごとに四天王をひとりずつ倒していけば、四日でいいじゃん。魔王討伐も一週間もかからない計算」

　遙花の計算はあまりに楽天的だが、彼女らしくていいのではないかと前まえ田だは笑った。

「それで、今日はどこに行くんです？」

「繭子さんとも相談したんだけど、そろそろ陥かん落らくしそうな場所があるの。そこは、ダークナイトの拠点の秋あき葉は原ばら」

　ダークナイト。それは悠ゆ羽う美みの役柄だった。




　　　　＊




「秋葉原はこのようなゲームと相性がいい。あらゆる趣味を持つ者やノリのいい人間が集まる。今回のゲームでも、真っ先に陥落するのは秋葉原だとされている」

　繭子は真っ白な帽子を被かぶり歩いている。

「……それにしても歩きづらいな」

　繭子は杖つえのような機器を振りながら言った。先ほど携帯ショップに行って魔法使い用の機器を取ってきており、そのときにパーティ登録もすませている。

「究極魔法のワープとかでぶわっと移動できないんですか」

「究極魔法は条件がそろわないと使えない。だが見ろ、貴重なマジックポイントを使ってこんなことができるのだぞ」

　繭子は杖を光らせて見せた。

「それにしても、ちょっと大人おとなげないっすよ。強引にレア職業取っちゃって」

　前田は、遙花が先を歩いているのを確認してつぶやいた。

「転ばぬ先の杖、ということだ。昨夜ゆうべ言ったように、このゲームは何か妙なところがある。だからこそ、私はそのための安全弁を作っておいただけだ」

　繭まゆ子こは企画者の立場を利用して、裏パスワードを持っていた。そのパスワードを使うことにより、魔法使いというレア職業を得ることができたのだ。

「安全弁が魔法使い？」

「Ｘゲームはフェアでなければいけない。つまり、あとからルールを付け足すことは不可能だ。だからこそ、最初に何らかのトラブルを想定して、対策を立てておく必要がある。魔法使いはそのうちのひとつということだよ」

「フェアねえ……」

「魔法使いといっても、ゲームバランスを崩くずすほどの強いキャラクターではない。騎き兵へいのようには速く動けず戦士と違い盾たてもない。か弱い存在だよ」

　繭子は小さく笑うと、東京メトロの駅の入り口に入っていく。電車で秋あき葉は原ばらまで移動するようだ。前まえ田だたち四人も、のろのろと階段を下って駅のホームへと向かう。改札口に移動すると、モバイルの画面に変化があった。

「画面で移動する駅を選せん択たくするんだ。中なか野の坂さか上うえ駅のマスからＪＲ秋葉原駅のマスまで移動することとなる」

「なるほど。さすがに駅のホーム内でちょこまか移動してたら事故るもんな」

　設定を終えると、前田たちは移動ルールから解き放たれた。

「わあ、なんか久しぶりです」

「ね、自由に歩けるってこんなに楽なことだったんだね」

　茉ま莉りと遙花はるかが飛び跳はねている。

「あまり時間をかけると失効するから急ぐぞ」

　五人は改札をくぐって電車に乗り込んだ。秋葉原へは四よつ谷やでＪＲに乗り換え二十分程度で到着する。車内は空すいていたが遙花と茉莉は扉の脇わきに立ち会話している。寄り添うようにしている二人を見て、前田は少しだけ昔を思いだした。茉莉はストライカーとしての遙花に憧あこがれていたのか、ずっと遙花にくっついていた。

　前田と繭子は隙すき間まを空あけてドスンと座席に腰を下ろした。

「秋葉原は、悠ゆ羽う美みさんなんですよね」

　繭子の前に立つ雪ゆき村むらが聞いた。

「ダークナイトだな。四し天てん王のう役のうち三人をストライカーでやるということで、悠羽美を推すい薦せんしたのは確かに私だ」

「学校を休ませてまで？」

「いや、本来なら学校に支障のないタイムスケジュールが組まれるはずだった。しかし、いつの間にかあのような形になってしまっていた。そして、悠羽美自身の行動も何かおかしい。何かを隠しているような」

　前田はあのときの悠羽美を思いだした。確かに妙な態度だった。伝えたいことがあるのだが、言うことができないような……。

「とにかく、悠ゆ羽う美みを倒すしかないよな。四し天てん王のう撃破はゲームラインだから問題はないはずだ」

　ストライカーを使っての直接バトルでの撃破が無理なら、タクティクスゲームの中で倒すしか方法はない。

「倒す必要はないのだがな。設定としては四天王はそれぞれの拠点で魔界と繋つながるゲートを開く。そのゲートのあるエリアを解放することが目的だ。ゲートの解放は、それを守る四天王にある程度のダメージを与えるだけでいい」

　プレイヤーサイドが四つのゲートを解放し、プレイヤーたちはそれを利用して魔界に乗り込もうということらしい。そこで魔王との対決がある。ただし、魔王を倒すには特殊な武器が必要だ。魔王を倒す武器は四天王を倒さねば手に入らない。

「今日は日曜だから、もうプレイヤーがゲームを進めてるんだろうな。それに混じってゲーム攻略といきたいよな。ただ、秋あき葉は原ばらは土と地ち勘かんがな……」

　前まえ田だは東京メトロの真っ暗な窓の外を見た。前田のホームタウンの中なか野のから秋葉原まではＪＲ総そう武ぶ線で一本なのだが、それほど行ったことはない。

「僕は秋葉原なら数回行ったことがありますよ。コンポを買いに行ったんです」

「なあ雪ゆき村むら。そっちは整備された東側だよ。確か西側はいろんなものがあつまって、さらにディープになったアングラなエリアなんだ」

　そして今回ゲームの舞台となるのは秋葉原の西側エリアだった。独自の進化を続け深く潜もぐっていった街、秋葉原……。







「気をつけろ、駅を出たらすぐに戦闘マップになる」

　秋葉原に着いた五人は電気街口の改札をくぐった。日曜の秋葉原は混雑していた。

「これだけ人がいると、プレイヤーと一般人の区別がつきませんね」

　雪村が混乱ぶりに驚おどろいている。建ち並ぶビルには無秩序に看板が出ていて膨ぼう大だいな情報をまき散らしていた。駅前ではメイドのコスチュームを着た女性が大量におり、ティッシュやチラシを配っている。

「可か愛わいい。メイドさんが多いんだね」

　ティッシュを受け取った遙花はるかがクスッと笑った。

「メイドの発想って結構すごいのかもな。なんていうか、押しつけがましいエロさがなくて健全なんだよな。だからずっと秋葉原で残ってるのかもな」

「それより、とりあえず移動しようよ。ちょっと人が多すぎです」

　背の低い茉ま莉りがあたふたしているので、五人は陣形を組んで移動する。

「車内で言ったベースポジションの陣形で移動するぞ」

[image: ]

　防御力の低い繭まゆ子こをガードし、機動力の高い茉ま莉りを先頭に配置する基本陣形だ。

　五人は人ひと混ごみを避けながら大通りに出る。日曜なので中央通りは歩行者天国となっており、人の流れが緩ゆるやかになった。ガードレールにはずらっと人が腰を掛けており、携帯電話や携帯ゲーム機をいじっている。露ろ出しゆつの多いコスプレをした女性がポーズを取り、それを取り囲んで写真を撮っている光景などもあった。

「プレイヤーがいるから気をつけて」

　遙花はるかが言ったが、前まえ田だは大量の人が邪じや魔まで訳がわからなかった。自分のポジションを確保するだけでも大変なのだ。無秩序な動きをする人々は情報を混乱させるノイズだった。いつの間にか陣形も崩くずれ、五人はばらばらになってしまう。

「私から離れるな」

　遙花を見失ってしまった前田は、人混みの中で繭子に手を取られた。

「死んでも私は守れ。お前たち戦士の代わりはいても私の代わりはいないからな。それにしても、思ったよりも移動が面倒じゃないか。よく新しん宿じゆくから中なか野の坂さか上うえまで歩いてきたな。お前たちは相当な暇ひま人じんなんだな」

「今さら気づいたんすか？　とりあえず、歩道側に行きましょうよ」

　前田は繭子の手を握って、人の流れの緩い場所へと移動する。ガードレール付近でしばらく待つと、はぐれていた雪ゆき村むらが合流してきた。

「こんな場所で遠距離攻撃されたら、パニックになっちゃいますよ」

「なんていうかさ、みんな平気でぶつかってくるよな。周りの人間が目に入ってないっていうかさ」

　歩行者天国でのろのろと歩いている前田たちにも非はあるのだが、タクティクス東京が開かい催さいされていることは宣伝されているはずだ。

「秋あき葉は原ばらは分散型ディスプレイ方式となっているからな」

　繭子はガードレールに腰を掛けている。

「ディスカウントショップなどで無秩序に商品を並べる戦略があるだろう。そうすることで、情報過多を生みだし客を興奮させる。秋葉原は街自体がそのようになっている」

「確かに、ちょっと歩いただけでも家電とかサブカル系やエロ、食べ物屋もずらっと並んでて訳がわからなくなるんだよな」

「理性よりも直接欲求を刺激してきますよね」

　前まえ田だと雪ゆき村むらが繭まゆ子こを守るようにして立っていると、遙花はるかと茉ま莉りの姿が見えた。ふたりは手を繋つないでこちらに歩いてくる。

「遙花ちゃん、大丈夫だった？」

「うん、プレイヤーの人たちと会って話してたの」

　遙花は平然と言った。

「プレイヤーって、戦ったりしなかったのか？」

　新しん宿じゆく御ぎよ苑えんではプレイヤー同士の交戦があちこちで起こっていた。さらに規模の大きいこの場所なら、もっと混乱していてもいいはずだった。

「なんかね、秋あき葉は原ばらの中でもいろんな魔王軍の密集ポイントがあるんだって。ダークナイトにはたくさんの影武者がいて、本物はまだ見つかってないみたい。でもプレイヤーたちで情報交換して攻略しているって」

　この街の人間はゲーム慣れしているのと、同じ趣味を持つ者が集まっていることもあり、四し天てん王のう討とう伐ばつがスムーズに行われているのかもしれない。

「地図ももらったけど、今日はこんだけのポイントが攻略されたんだってさ」

　茉莉が秋葉原マップを広げて見せた。魔王軍がいるポイントはイベントステージやスフィアと提携している店てん舗ぽなどだった。基本的に魔王軍の戦力は一日経たつと回復するようだ。なので、戦力の集まる土日で一気にダークナイト攻略を成功させたいらしい。

「それで、どうもこのポイントが怪しいらしいの。昨日の土曜日も守備が堅かたくて攻略できなかったって」

　遙花が指さしたのは大きなカフェだった。

「メイドカフェだな」

　繭子がコンパクトな秋葉原ガイドを見て言った。

「メイドカフェって秋葉原で有名ですよね。看板もよく見ますし」

「雪村もご主人さまーとか言われたいんだろ」

　前田と雪村が会話する横で、繭子は冷めた表情をしている。

「メイド系ビジネスは意外にシビアなのだぞ」

「でも、私もバイトしてみたいなあ。楽しそう」

「うん、遙花ちゃんはメイドの服装が似合いそうだよな」

「ちなみにメイドとして接客するには免許がいる」

　繭子はさらりと言った。

「この秋葉原地区ではコスプレ系のカフェや居酒屋が乱立して風ふう営えい法との線引きが行われるようになった。本来ならコスプレ系接客は一掃されるはずだったが、秋葉原の観光資源としてメイドぐらいなら残そうとのふわっとしたルールができたのだ」

　そして秋あき葉は原ばらではメイドは厳格に管理されることとなった。秋葉原にあるメイドカフェのメイドは厳しい資格試験をくぐり抜けているのだ。なので、秋葉原のメイドは他ほかの地域のメイドとは違い一種のステータスであるようだ。

「中なか野のにもメイドバーとかあるけど、あの子たちは無免許だったのか」

「中野などでは免許がいらないから、一時期メイドは秋葉原から流出した。秋葉原はメイド不足の危機に陥おちいったが、現在は試験のマニュアルなどが管理され、逆にメイドは供給過か剰じようとなっている。そこで余ったメイドが働けるように自治体で作ったメイドカフェがこのカフェだ」

「そこって、ラジオナントカ館とかあった場所じゃないか」

　確か、むき出しの基板などが売られていた東南アジアの市場的な場所だったはずだ。

「それは地下に沈んだ。あまりにディープなパーツが集まりすぎ、その場所を一回りするだけでロケットすらも作ることができると言われた。それ故ゆえに、地下街を造ってそこに移動させたのだ。そしてメイドたちで蓋ふたをした」

「秋葉原の重要な部分は地下にあると？」

　秋葉原であまりに高度すぎるパーツが無防備に売られていたのは有名だった。イランなどの武器商人が立ち寄るようになり問題になっていたのだ。

「秋葉原のメイドなどは、ライトユーザーへの目くらましのようなものだ」

　ガードレールに座っていた繭まゆ子こが歩きだした。他の四人は繭子を守るように陣形を作って進む。歩行者天国を南下すると人だかりが見えた。

「あそこだな。プレイヤーと見物客でごった返してるが」

　等間隔にメイド服を着た女性が並んでいるのが見えた。まるで店をガードするかのように壁かべを作っている感じだ。

「店に全面的に協力してもらっておりメイドが魔王軍役をやっているはずだ。アンドロイドもいるはずだ」

　よく見るとキラキラとした金髪のメイドがいる。アンドロイドなのだろう。

　このＸゲームは、スフィアの宣伝の他にアンドロイドのテストプレイの目的があるのかもしれない。さらに先に進むとメイドたちが横並びで微笑ほほえんでいる姿が見えた。メイドたちは何な故ぜかデッキブラシを持っていた。物珍しい光景に、カメラを向ける人々が群がっている。

「ダークナイトの部下はみんな戦士だ。ブラシは剣のイメージだろうな。横並びのパワーシフトの陣形で待ち構えているようだ」

　パワーシフトで防御力をアップさせた防ぼう壁へきを作っているのだ。

「だから、プレイヤーたちは店の中に入れないのか。ていうか、魔王を倒す意志のない人間は邪じや魔ましないでほしいよな。誰だれがプレイヤーなのかわからない」

　物珍しさで集まっている人々の他に、プレイヤーらしき人間が多数いるが、メイドたちに近づけずにいる。メイドカフェの中にダークナイトがいる可能性が高いが、あの防ぼう壁へきを破らねば魔王軍の本拠地に突入できない。

　前まえ田だたちも防壁から距離を取りつつ様子を窺うかがうしかなかった。下へ手たに近づいて反撃されたら、あっさりとゲームオーバーとなってしまう可能性がある。あの壁かべを破るのは、できれば他ほかの誰だれかにやってほしかった。

「そうだ、魔法使いの繭まゆ子こさんがなんかやりゃいいんですよ。ぶわっと、魔法で」

　前田が言ったが繭子は首を振った。

「馬ば鹿か、軽々しく魔法使いの名前を出すんじゃない。トラブルの元だぞ。それに、レベルの低いうちは大した魔法は使えないし、マジックポイントにも限度がある」

「でも、プレイヤー側も反撃はしているみたいよ」

　遙花はるかの視線の先には弓きゆう兵へいらしきプレイヤーがいた。あまり近づきすぎないように陣形を組み射程を伸ばして攻撃をしている。

「弓の攻撃程度じゃパワーシフトは破れないだろう。それに壁の向こう側を見ろ。回復アイテムを持ったキャラクターがフォローをしている」

「いや、そうでもないですよ」

　モバイルでスキャンをしていた雪ゆき村むらが言った。

「弓兵五人を集めたパーティがいます。危険を冒してデルタショットの陣形を組んでます」
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「あれで壁を崩くずせるのか？」

「可能性は高いですよ。そうしたら防壁に穴が空あきます」

　パワーシフトの壁に穴が空けば、魔王軍の守備は一気に崩ほう壊かいする。壁が破られたときの戦略プログラムはどうなっているのだろうか。前田がそんなことを考えていると、茉ま莉りがすっと前に出ていく。

「ちょっと行ってこようかな。経験値稼かせぎのいい機会ですし」

　数値のバトルに茉莉の戦闘本能が刺激されたようだ。

「茉莉、大丈夫かよ。そうとう混乱してるぞ」

「穴が空いたら、機動力を生かして一気に壁の内側に入る。そうしたら前田君たちは陣形を組んで正面から攻撃して。挟はさみ撃ちにできますから」

　茉ま莉りはそう言い、人ひと混ごみをかき分けて前線に進む。茉莉以外にも騎き兵へいプレイヤーが前線に進んでいた。同じく壁かべの崩ほう壊かいを待っているのだ。さらにその後方で戦士たちが陣形を作って待機している。魔王軍との戦いが一気に本格化してきた。

「私たちも用意するぞ。ここで敵を倒して経験値を手に入れる必要がある。三人でパワーシフトの陣形を作っておけ。私は後方支援をする」

　繭まゆ子この指示どおりに陣形を作っていると、わっと歓声が沸わき起こった。デルタショットの連発により、ついに魔王軍の戦士が倒れたのだった。拠点を守る防ぼう壁へきにぽっかりと穴が空あいた。

　次の移動ターンにそばで待機していた騎兵たちが一気に突っ込んだ。茉莉も五マスの機動力を生かして防壁の内側に突入することに成功する。

「茉莉、気をつけろよ！」

　前まえ田だは叫んだ。単独行動をする茉莉は陣形を組んで守ってやれなくなる。茉莉は前田の声に気づくと、にっこりと笑って親指を立てた。

「前進しろ。魔王軍とぶつかったら攻撃せずに防御しろ。こちらに向かせることが重要だ」

　魔王軍とプレイヤーの戦士が激突する背後を騎兵で攻撃するというのが一番リスクの低い戦略だった。このゲームには向いている方向の概がい念ねんもあり、背後からの攻撃には防御力が半減してしまうらしい。

　前進した前田たちはついに魔王軍の戦士と激突した。メイドの格好をした魔王軍の戦士は一いつ斉せいに剣を振り上げた。防御を解いて攻撃に移ったのだ。前田はちょっとした恐怖を感じた。数値だけのやりとりとはいえ、命の危険にさらされている。

　攻撃ターンになり、敵が隣りん接せつした魔王軍は一斉に攻撃する。前田のモバイルが振動してダメージをアピールした。しかし、同時に魔王軍の無防備な背後を騎兵が攻撃する。戦線は一気に動き始めた。

　前田たちは防御を固め数ターン耐える。すると、背後からの騎兵の攻撃により、ついに目の前の敵が倒れた。周囲を見ると、魔王軍の戦士たちは次々と撃沈していく。騎兵ユニットにとって経験値を荒あら稼かせぎするチャンスとなっていた。このような混乱した状況下では、機動力の高い騎兵が能力を生かしている。

「俺おれたちも敵を倒しておかないと経験値が入らないんじゃねえか？」

　防御行動しかしていない前田は少し焦あせりを感じた。

「大丈夫だ。経験値はパーティのメンバーで分配されるから無理に攻撃する必要はない」

　繭子は前田の背後に立ち、混戦状況をじっと見つめている。壁を作って拠点を守っていた魔王軍の戦士はほぼ壊滅していた。死亡となった彼女たちは黒いエプロンを白のものに着け替え普通のメイドに戻っていた。

　外に残党がいなくなったこともあり、騎兵たちは徒党を組んで一気に拠点に突入していった。あのメイドカフェにダークナイトがいる可能性が高い。前田は茉莉を呼んだが、声は届かず彼女も入り口をくぐっていく。

「早く行かないと、茉ま莉りちゃんひとりだと危ないよ」

　遙花はるかはすでに入り口に向かって移動している。前まえ田だは遙花のフォローをするべく急いで追いかける。しかし、現場は混乱しており移動が上う手まくいかない。先ほどからブザーが鳴りっぱなしだった。さらにダメージを受けてモバイルが震ふるえる。

「くそっ、どさくさに紛まぎれて弓きゆう兵へいのプレイヤーに攻撃された」

「密集しましょう。お互いに死角を消して突入したほうがいいです」

　雪ゆき村むらが言い、四人は密集した状態で進んでいく。メイドカフェの入り口をくぐると、中はさらに混乱していた。

『ただいまタクティクス東京が開かい催さいされております。現在の魔王軍は冒険者たちに防衛線を突破された状態です。一般のお客様におかれましては戦闘に巻き込まれないようその場に待機してください。私たち魔王軍がすぐに侵入者を殲せん滅めついたします……』

　カフェ内にアナウンスが流れている。倉庫のようなイメージの店内にはテーブルが並べられ、ぎっしりと客が入っていた。客席と戦闘エリアは分けられているのだが、それでも交戦するプレイヤーと魔王軍、そのさなかで接客をするメイドなどで混こん沌とんとしている。全体を見通しにくいが、足あし下もとは白黒のチェス盤のような模様となっており移動がしやすくなった。

「がんばって」

　客席に座っていた女の子が前田たちに声をかけてきた。メイドカフェには男だけでなく、カップルや家族連れなどの客もいる。

「先せん輩ぱい、前から来ます」

　雪村の声に前を向くと、真っ黒のメイド服を着たアンドロイドが見えた。三体で陣形を作ってこちらに向かってくる。

「お前たちもパワーシフトで迎撃しろ。とりあえず防御をしておけ」

「でも、防御してるだけじゃ……」

　前田は疑問を感じたが、すでに敵は目の前だったので繭まゆ子この言うとおりに陣形を組み、魔王軍の三体の戦士を迎え撃った。

[image: ]

　前衛の三人は繭子の指示どおりに防御をした。防御をしたもののダメージを受けてモバイルが振動する。背後で繭まゆ子こが杖つえを振るのが見えた。同時に遙花はるかの目の前にいたアンドロイドのメイドの動きがぴたりと止まった。

「バインドの魔法だ。三ターンだけ敵の動きを止める効果がある」

　繭子は次のターンでもバインドを使い敵の動きを止めていく。動きが止まった間に攻撃を行い、なんとか三体の敵の撃破に成功する。

「壁かべ際ぎわに移動するぞ。このあたりは死角が多すぎる」

　魔法のフォローがあっても、敵の撃破には時間がかかることがわかった。中央付近で無防備に戦っているうちに背後を突かれる可能性もあった。今のところは協調しているとはいえ、プレイヤー同士でも攻撃できるのだ。

「遙花ちゃん、こっちに。大丈夫、ゆっくりでいいから」

　前まえ田だたちは繭子の指示のもと壁際に移動していく。遙花の表情にはわずかに怯おびえが浮かんでいた。リアルなゲームシステムに恐怖を感じているのかもしれない。前田もそうだった。移動や攻撃、防御、そして周囲の状況確認。やるべきことがたくさんありつつ、自らを取り囲む情報が多すぎるのだ。パニックを抑えるのに必死だった。

『死亡した冒険者の方々は係員のガイドのもと速すみやかに退場してください。混乱が続いてますので、しばらくご注文はお受けできません。なお、これより魔界のゲートを少しばかり開かせていただきます。これにより魔王軍の援軍が入ります……』

　店内の照明の色が赤く変化し、周囲の状況がさらに見えにくくなった。スピーカーからは不気味な重低音が流れ混乱を増ぞう幅ふくさせる。メイド服の店員に案内され退出していくプレイヤーの姿も見えた。プレイヤー側にも被害が出始めている。

「援軍が入ったら、いつまで経たっても終わらないんじゃないですか」

　雪ゆき村むらが苦い顔をしている。前田も同感だった。たぶん魔王軍のキャラクターは使い回しだ。一回死んだキャラクターが再び援軍として再登場するパターンなのだ。

「いや、そんなあやふやなルールではない。基本的にここを守る戦力は最初から決定している。ただ、このままだとプレイヤー側の撤てつ退たいもあり得るぞ」

　繭子の言うとおり流れに変化の予兆があった。援軍よりも照明や音おん響きようなどが意外に影響しているように思える。独特の雰ふん囲い気きがプレイヤーの士気を削けずり取ったのだ。

「行こう。今こそ私たちが動くべきだと思う」

　そう言ったのは遙花だった。

「でも遙花ちゃん、下へ手たに動くとやばいよ」

　前田はこのまま流れが再びプレイヤー側に来ることを待ちたかった。

「駄だ目めだよ。そんなこと言ってるうちに、趨すう勢せいが決まっちゃう」

「ここからプレイヤーたちに陣形を組んで立て直すように声を出そう。大きな声で」

　前田は代案を出したが遙花は首を振った。

「危険を冒さずに声を出して他ほかの人が動くと思う？　それに、茉ま莉りちゃんだってどこにいるかわかってない。早く合流しないといけないから」

「……わかった。動こう。でも、少しずつだぞ」

　繭まゆ子こがうなずき、前まえ田だたち四人は密集して動き始めた。しばらく進むとパニックになっているプレイヤーたちの姿が見える。パーティのメンバーとはぐれた上、方向感覚を失ってしまったようだ。

「魔王の援軍は私たちが防ぐから、下がっててください」

　そんなプレイヤーたちに遙花はるかが声をかける。その先では、魔王の援軍とプレイヤーの混戦となっていた。新たな敵の介入によってプレイヤーたちはバラバラに入り乱れていた。

「むやみに攻撃するよりみんなで陣形を作ろう。前田君と雪ゆき村むら君もフォローしてあげて」

　遙花は孤立していたプレイヤーの隣となりに立って敵の攻撃を受け止める。そのうちに徐々にプレイヤーサイドの秩序が戻ってきた。戦士たちが集まり、横並びになってのパワーシフトの陣形が作られ始める。やはりこれは集団での戦いだった。重要なのは有効エリアを増やすことだ。陣形を組んで死角を消し、少しずつ敵を押していくのだ。

　プレイヤーサイドの有効エリアが広がるにつれ、その壁かべの後ろに弓きゆう兵へいが配置され、騎き兵へいは機動力を生かして敵への牽けん制せいを行うようになる。回復アイテムなどもプレイヤー間でやりとりが始まった。

　しかし、プレイヤーたちの反撃が始まりかけたとき、再び魔王軍に新たなユニットが投入された。一段高いステージに登場したのは五人組の魔王軍の戦士だった。彼女たちはメイド服ではなく漆しつ黒こくのマントを羽織っている。

『……東京の人間たちよ』

　いきなり声が聞こえた。見るとモバイルの画面に知った顔が映っていた。黒いマスクをしている銀髪の女性……。

『私は四し天てん王のうのひとりであるダークナイトだ。素直に東京を明け渡すがよい』

　棒読みのセリフは明らかに悠ゆ羽う美みだった。スフィアの仮想世界での映像だ。

　セリフが終わると同時にスピーカーから甲かん高だかい効果音が発せられた。ステージの五人がするりとマントを脱ぎ、店内がどよめいた。メイド服ではなく露ろ出しゆつの高い鎧よろい姿すがただったのだ。鎧というよりビキニの水着といったほうがぴたりとくるだろうか。しかし、その真っ白な肌はだはアンドロイドだった。
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　秋あき葉は原ばらのポイントにはいくつかの影武者が配置されたようだったが、やはり本命はここだったようだ。

「ついに姿を現したか。やっぱりこの場所だったね遙花ちゃん……」

　横を向くと、遙花がこちらを向いてふくれっ面つらをしていた。

「前田君、なんかうれしそうだねえ」

「いや、敵を確認してたんだよ。あれがダークナイトか。凶暴そうな面つらしやがって」

　真ん中に立っているのは大剣を持った小柄な少女だった。真っ黒なマスクに、銀髪のヘアピースを付けているのは明らかに悠ゆ羽う美みだ。ちなみにコスチュームは肌はだの露ろ出しゆつの少ない鎧よろい姿すがただった。ビキニ鎧を嫌いやだとごねたに違いなかった。

「私、デニムとシャツのラフな格好で、前まえ田だ君を失望させちゃったかなあ」

「いや、遙花はるかちゃんはそれでいいっていうか、他人に肌を見せないでほしいっていうか……」

「敵が動くぞ。その件はあとでゆっくり議論しろ」

　繭まゆ子こが口を挟はさんだ。移動ターンとなり、ダークナイト本隊はいきなりプレイヤーたちに突入してきた。ダークナイトを中央に置き、両りよう翼よくに戦士を二体ずつ配置するというパワーシフト。さらに、散り散りになっていた魔王軍の戦士たちもダークナイトを中心に密集し始める。

　ダークナイト軍対プレイヤーの最終対決は混乱した。ダークナイト本隊はあっけなくプレイヤーの陣形を崩ほう壊かいさせた。そして、壁かべの後ろにいた弓きゆう兵へいなど防御力の弱いキャラクターに狙ねらいを付けていく。ゲームとは思えない容よう赦しやのない戦いだった。

「ダークナイトの攻撃力が強すぎるんだよな」

　勇敢にもダークナイトに斬きりかかったプレイヤーがいたが、同時に攻撃を受け一撃でゲームオーバーとなってしまった。そんな攻撃力を見せられ、プレイヤーの前線は崩壊する。前田たちもあと数マスまでダークナイトに肉薄されてしまった。

「……距離を取ろう。ダークナイト撃破には少し時間がかかりそう」

　慎重な遙花はるかはダークナイトの戦闘力を見て、あっけなく戦略を変更した。先ほど遙花がプレイヤーを助けたのは目的達成のためだった。こうしてダークナイトが出現しゴールが間近になった時点で、遙花はダークナイト討とう伐ばつだけを優先している。

　一方、ダークナイト本隊は殺さつ戮りくを繰り広げている。近くにいたプレイヤーは避難を開始したが、しっかりと陣形を組んでいたために動けない。逆に敵に背中を向けてしまうことになり、背後から攻撃され死亡者が続出している。

　前まえ田だたちがこうして避難できたのは、元から遙花が逃げやすいポジションを取っていたからかもしれない。それでも、いつまでもこうして隠れているわけにはいかなかった。

「このままだと、プレイヤーが一掃される可能性まであるぞ。それか時間切れとか」

　前田は周囲の混乱を横目につぶやいた。確かタクティクス東京のメインゲームの時間は夕方の五時までのはずだった。その後、二時間ほどオープニングイベントのような仮想世界でのバトルがあるのだ。予約した女の子がストライカーとして四し天てん王のうにバトルを挑むものだ。それに勝利すれば四天王撃破となるのだが、そちらのルートには期待できない。

「ダークナイト撃破は制限時間内に行われるだろう」

　前田に守られるように壁かべ際ぎわに立っていた繭まゆ子このセリフだった。

「先ほどのダークナイトのメッセージ、あれは秋あき葉は原ばらエリアのプレイヤーすべてに送られているはずだ。この場所にダークナイトが登場したことを察して、プレイヤーが集まってくる。撃沈は時間の問題だ」

　プレイヤーたちの目的はゲートの解放だ。四天王たちが持っているゲートエリアを奪うばいかえす。そのためにはダークナイトの撃破はせずとも、一定以上のダメージを与えればいいだけだ。このまま物量作戦でダークナイトのヒットポイントを削けずっていけば、ゲートは解放される。

　店内は大パニックだった。我が物顔でプレイヤーを蹂じゆう躙りんしていくダークナイト。そして入り口から突入してくるプレイヤーたち。プレイヤーたちの陣形は崩ほう壊かいしたまま再構築は不可能だ。

　しかし、それでも徐々に戦いのバランスが崩くずれ始める。プレイヤーたちが多数の死者を出す中、ダークナイト本隊にも被害が出始める。両りよう翼よくの戦士が倒れ、ダークナイトの本隊は三体に減っていた。

「そろそろ行ったほうがいい」

　前田の耳元で囁ささやいたのは繭子だった。

「今後のためにもダークナイトを倒しておいたほうがいい。説明しただろ、魔王を倒す武器が手に入る。魔王を倒すには聖なる武器で心臓を貫つらぬく必要がある」

　確かに自らゲームクリアを目指すなら、武器を手に入れておきたい。

「そうだな。さっさと倒して、あいつにもサークル活動の手伝いをさせよう」

「ん、前田君、あいつって？」

「いや、なんでもない。とにかく行こう。今こそ俺おれたちで四し天てん王のうを撃破するべきだ」

　前まえ田だの言葉に遙花はるかと雪ゆき村むらはうなずいた。

「陣形を作ってから進め。陣形構成に邪じや魔まな障害物は、たとえプレイヤーでも排除しろ」

　前田たちは繭まゆ子こを背後に、横並びの陣形でダークナイトへと進む。ダークナイトは攻めてくる前田たちに気づいたようだった。彼女は仮面の奥の瞳ひとみを瞬またたき迎撃の準備を取る。そして三ターン後についに前田たちはダークナイト本隊と激突した。
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　前田たち三人は一いつ斉せいにガードを固める。

「ダークナイトにはバインドが効かない」

　繭子が首を振った。前田のモバイルが振動してヒットポイントがガクンと減った。ガードしていなかったら一撃で死んでいた。

「……てめえ、本当に攻撃してきやがって」

　前田は目の前のダークナイトを睨にらみつけた。

「愚おろかな人間どもめ」

「え、なんだって？　なんて言った？」

　ダークナイトが何かつぶやいたので前田は聞き返した。しかし、彼女はそっぽを向いて舌打ちをした。

「あ、悪い。ゲーム的な会話をしてた？」

「我が剣の露つゆとなって消えるがよい。そして夏休みは姪めいっ子と遊んであげるがよい」

　ダークナイトは声こわ色いろを使い、銀色に輝く大剣を掲げた。

　前田は体の痺しびれを感じた。それが恐怖だと気づくのにしばらくかかる。目の前の悠ゆ羽う美みが本当に魔王軍の戦士であるかのように見えてしまう。彼女はこれほどまでに威い圧あつ感かんのある人間だっただろうか……。

「前田君、ガードして」

　遙花が叫んだ。ダークナイトと対たい峙じしたまま移動ターンが終わろうとしていた。前田は攻撃と防御の選せん択たくを迷っていた。このままジリジリとヒットポイントを削けずられれば勝ち目はない。だとしたら玉ぎよく砕さい覚悟で敵を斬きりつけるべきか。

「くそっ」

　移動ターンのカウントダウンが終わりかけ、前まえ田だは防御を選せん択たくした。

「死になさい」

　ダークナイトが大剣を振り上げる。

　移動ターンが終わる寸前、ダークナイトの背後にスタンと影が飛び込んできた。そして、行動ターン。

「……死ぬのは、そっちよ」

　ステップを踏むようにダークナイトの背後についたのは茉ま莉りだった。茉莉はずっとダークナイトの隙すきを窺うかがっていたのだ。

「この前の借りを返してもらうね」

　茉莉の槍やりはダークナイトの無防備な背中を突き刺した。槍が赤く光を放った。

　悠ゆ羽う美みは唖あ然ぜんと目を見開いた。その表情はゲームプレイヤーのそれではなかった。本当に戦いが行われていたかのようなリアルな表情……。

　──轟ごう音おん。

　重々しい非常ベルのような音が響ひびき渡った。あまりの音量に店内にいた客は耳をふさぐ。ドライアイスのもくもくとした煙が舞い落ちてきた。何が起こったのだ？

『魔界のゲートが解放されました。ダークナイトが致命傷を受けたためにゲートを維持できなくなってしまったのです。ダークナイトゲートが解放されました……』

　店内に歓声が沸わき起こった。これによって四つのうちの一つのゲート解放に成功した。それは人間たちから魔王軍への宣戦布告だった。

　ゲート解放により、ぎりぎり陣形を維持していた魔王軍の戦士たちが一気に散り散りになった。魔王軍の戦略プログラムも崩ほう壊かいしたのだ。

「おっと、逃がしませんよ」

　ダークナイトは逃走を図ろうとしたが、茉莉によって進路をふさがれている。悠羽美は茉莉と向かい合うような形になり、今度は前田に無防備な背中を見せることとなった。

「とどめを刺せ、前田。同種の職業で倒したほうが利益がある。どちらにしろ、聖剣は戦士しか使えないしな。魔王の心臓を刺す武器を手に入れておけ」

　繭まゆ子こに促うながされ、前田は剣を握った。ダークナイトはあきらめたようにうつむいた。攻撃ターンになり前田は剣のボタンに手を添える。彼女は一いつ瞬しゆんだけ前田のほうを向いて唇くちびるを動かした。

　前田は悠羽美と向かい合い剣を構えた。ただ剣を握ってボタンを押せばすべては終わる。そんな簡単なゲームだった。しかし、指は動かない。

　殺すのか、と思った。たかがゲームなのだ。しかし、それでもこの世界から悠羽美は存在を失ってしまうのでは。たとえ偽にせ物ものの世界だとしても、死という概がい念ねんは本物なのだ。遙花はるかが東京スフィアでの自分の存在を大事に思っていたように……。

　攻撃ターンが終わる。前まえ田だは悠ゆ羽う美みに剣を振り下ろした。

「……いたっ」

　剣先で頭をカツンと叩たたかれた悠羽美は呆ぼう然ぜんと頭を押さえている。

「どうしたの、前田君？」

　遙花はるかがきょとんとしている。前田はついに攻撃ボタンを押せなかったのだ。

「なあ、逃げていいよ」

「何な故ぜ？　なんでなんでなんで？」

　茉ま莉りは唖あ然ぜんとし、雪ゆき村むらも驚おどろいた表情を浮かべた。

　悠羽美の怯おびえたような目を見つめてしまい、攻撃できなかったとは言えなかった。ゲームとはいえ、死の概がい念ねんがリアルすぎるのだ。彼女に無む慈じ悲ひに剣を振り下ろしていいのだろうか。仮想の戦いとはいえ、サークルの仲間を殺したという事実は現実に持ち越されてしまわないだろうか……。

「ゲートも解放したし、逃げられるルールがあるんだったら、無理に殺さなくてもいい。それに、こんな混乱した場でレアアイテムを取るのもまずいだろ」

「……前田君は甘いんだね」

　遙花がクスッと笑った。

「まあいいか。いいよ、逃げたいんなら行っていいよ。そんなルールがあるんだったらね」

　遙花はダークナイトの小さな背中に声をかけた。

「遙花ちゃんまで……」

　茉莉だけは不満げにしている。

「逃げるのだったら地下に逃げろ。パーツ市場の迷宮に隠れるんだな。残りのマジックポイントを使ってヒットポイントは回復させてやる」

　繭まゆ子こが悠羽美の耳元で囁ささやき、魔法をかけてやるのが見えた。ダークナイトは真っ黒なマスクに手を添え、前田たちから距離を取る。数ターン後、ダークナイトの逃走に気づいたプレイヤーたちが追いかけていった。

「やっぱり私たちでとどめを刺すべきでした。これはゲームなんだよ。死んだって噓うそんこだし、痛くもないんだからさあ」

　ため息を吐つく茉莉の横では、遙花がじっと逃げゆくダークナイトを見つめている。ダークナイトはマス目を移動しカフェの非常口へと向かっている。

「茉莉ちゃん、逃がしたほうがよかったかも。前田君の言うとおり、こんな場所で魔王を倒せる剣なんていうレアアイテムを手に入れたら、私たちはプレイヤーたちに集団で襲おそわれると思うから」

　基本的に殺した相手のアイテムを手に入れられるルールなのだ。

「それより集中しろ。ゲートが解放されてプレイヤーの協定が崩くずれている」

　繭まゆ子この言葉に、前まえ田だは周囲の状況を見た。戦いはまだ続いていた。魔王軍の残党狩がり。そして、プレイヤー同士のバトルが始まっている。ゲート解放の興奮は冷めておらず、プレイヤーたちは戦いの熱に身を委ゆだねている。

「……陣形を組もう。俺おれたちもここから脱出しないと」

　混乱した戦いが続いており、無防備な背中をさらしたプレイヤーが狩られていく。前田たちは繭子を中心に陣形を組んだ。

「背中をさらしたらまずい。茉ま莉りをしんがりにして、茉莉は三マス進んで振り返ってデッドポイントを消す」

　このゲームには方向の概がい念ねんもあり、向きを変えるのには移動力を一ポイント使う。
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　前田たちは繭子を中心にプリンセスガードの陣形を組んで移動する。

　逃走経路を確保するために、前田は邪じや魔まなプレイヤーを攻撃して排除した。ここは戦場なのだ。隙すきを見せるプレイヤーのほうに非がある。

　戦場では仲間との信頼関係が重要だった。この街で即席にパーティを組んだプレイヤーは、このような混乱時に散り散りになってしまう。前田たちはがっちりと陣形を維持したままカフェの出口へと向かった。

　振り返ると、ダークナイトの悠ゆ羽う美みが非常口に到達し、カフェから出ていくのが見えた。

　ダークナイト・秋あき葉は原ばらゲートは解放された。
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「……やっと落ち着けたな」

　前まえ田だはアイスコーヒーを飲んで一息吐ついた。五人はサンドイッチのサブウェイの店内でテーブルを囲んでいた。まだ秋あき葉は原ばらからは出ていない。

「ここのサンドイッチおいしいね。中なか野のにもあればいいのに」

　隣となりでは遙花はるかと茉ま莉りがクスクス笑いながらサンドイッチをぱくついている。未いまだにマス目のルールはあるので、五人は椅い子すを動かしてマス目に沿って座っていた。

「中野、高こう円えん寺じ地区にはなかなか新しん店てん舗ぽが出店しないからな。高円寺にはスタバすらない」

　繭まゆ子こはアボカドのサンドイッチを食べている。

「高円寺には喫茶店のセルフシステムが馴な染じまないですよね。ミュージシャンや小説家とか夢を追いかける人間たちが集まって、昼間からガレージ下で飲んでそうなアットホームで雑然とした雰ふん囲い気きがありますから」

「雪ゆき村むら、俺おれの高円寺をさらっと批判するんじゃねえよ」

　前田は高円寺の雰囲気が好きだった。なんとなく真ま面じ目めに生きなくていいような空気が漂ただよっている気がするのだ。

「ゆう……ダークナイトはどうなりましたかね」

　雪村がふと思いだしたように言った。

「ダークナイトは、地下に逃げたようだな。プレイヤーたちが見失ったと書いてある」

　繭子は小さなノートパソコンで、タクティクス東京の掲示板を開いている。

「あのパーツ地下迷宮ですか。迷ったら三日は出られないとか」

「そんなわけないだろ」

　前田は茉莉に突っ込んだ。

「本当です。地下なんで携帯も使えず、電脳パーツが多くて方位磁石も狂っちゃう。で、そんな迷った人間のために泊まれるようなネットカフェがあったりと、フォローされてるけど」

「でも、俺が逃がしたとはいえ、本当に逃げられるってのはちょっとおかしいよな。魔王を倒すアイテムだって持ってるのに」

「四し天てん王のうもプレイヤー扱いらしいからな。ただし、逃げ続けての利益はないと設定されているらしいから、何らかの形でゲームに関かかわってくるだろう。詳しいことは私も知らないが」

　繭子はゲームストーリーには関わっていないのかもしれない。何かおかしいと感じているからこそ、こうしてゲームに参加したのだ。

「なんにしろ、ゲートを解放できてよかったね。残るゲートはあと三つ」

　遙花の言葉に、他ほかの四人は沈ちん黙もくした。

「あの、えっと、これから僕たちはどうする感じでしょうかね」

　雪ゆき村むらが遠えん慮りよがちに口を開く。

「ゲートの解放を目指すよ。でも、さすがに私のわがままにこれ以上はつきあわせられないから、ゲーム続行の判断はそれぞれに任せるからね」

　遙花はるかはにこりと笑った。

「じゃあ、僕はここまでで」

「私もやめるかな」

　雪村と繭まゆ子こが言い、「私もー」と茉ま莉りも追従した。唖あ然ぜんとした遙花は前まえ田だを向く。

「俺おれも帰るから、あとは遙花ちゃん、がんばってな」

　前田が言うと、遙花はぐっと唇くちびるを噛かんでから無理して笑顔を作った。

「そっか、そうだよね。ちょっと強引に誘さそっちゃったよね。でもいいんだ、ひとりでも魔王を倒せるし。サンドイッチを食べ終わったらひとりで旅立とう……」

　遙花はじわりと涙を浮かべながらサンドイッチをかじっている。

「うそだよ、最後までつきあうって、遙花ちゃん」

「いいよ、別に無理しなくても」

「俺たちは仲間じゃないか。一緒に旅をして魔王を倒そうぜ」

「……わかった。じゃあ、前田君だけ連れて行ってあげてもいいよ」

　遙花はちらりと雪村たちに視線を投げた。

「僕も行きますよ。サークルの命運もかかってますしね」

「では仕方ない。私も保護者としてついていくよ」

　雪村と繭子が言うと、遙花はぱあっと笑顔になった。

「……私も、もうちょっとだけつきあってあげようかな」

　意外にもサークル部外者の茉莉はゲームを続ける意思を見せた。

「お前は、さっきまで文句ばっかり言ってたじゃんか」

「なんていうかですね、もうちょっとこの世界にいてもいいかなって思ったの」

「この世界って、ここは東京だけどな」

「それは違うよ。私たちはこの喫茶店の他ほかのお客さんとは別のものを見ているから」

　前田はちらりと店内を見回した。日曜日の店には楽しげにサンドイッチを食べるカップルなどの姿があった。彼らは魔王による東京侵略が行われていることすら知らないかもしれない。

「みんな夏休みをどう過ごそうとか考えているんだろうね」

　遙花が外を歩く人々に視線を向けている。

「でも、私たちには魔王を倒すこの世界が現実でしょ。私たちは東京にいながら別の世界に来ているのよ」

「遙花ちゃんは詩人だな」

　遙花はるかの言うことは少しだけわかった。前まえ田だたちには一般人に見えないものが見えている。東京に重なり合うように存在する別世界を歩いているのだ。

「じゃあどうする？　まだ夕方前だし、次はどこのゲートを目指す？」

「繭まゆ子こさんとも相談したんだけど、行ってみたい街があるんだ」

　遙花はにこりと笑った。

「ヘルホースゲート」




　　　　＊




『新しん宿じゆくからたった五十分。ようこそ東京の大自然に』

　京けい王おう高たか尾お山さん口ぐち駅にはそんなコピーがあった。駅前のロータリーには、すでに下山してきた中高年の登山客の姿がある。駅のそばで団だん子ごを焼いており醤しよう油ゆの匂においが漂ただよっている。

「東京の辺境まで来ても、マス目移動は続くのか」

　前田はうんざりとしていた。このような場所は、都民が日常から逃れるためにやってくる場所なのではないのか？　しかし、相変わらずルールに縛しばられている。

「電車の中やホームのような安全エリアがあればいいんですけどね」

「魔王を倒したら、思いっきり走り回りたい気分だよな」

　前田と雪ゆき村むらは駅前を歩き回りながら周囲を調べた。しかし、プレイヤーらしき姿は見えない。

「見て見て、かっこいいお土産みやげを買っちゃいました」

　道の向こうのお土産屋では、茉ま莉りが高尾山ペナントを持って手を振っていた。

「先にお土産を買うんじゃねえ。遊園地で最初にでっかいぬいぐるみを買っちまう無計画な俺おれの姉かよ。……で、遙花ちゃんは何してんの？」

「あ、うん、携帯が使えないから、悠ゆ羽う美みちゃんにお手紙を送ろうと思って」

　遙花は駅のホームにあった高尾山のスタンプをはがきに押していた。悠羽美はあれからどうしているのだろうか。

「繭子さん、今から山に登ったら、下山は夜になっちゃいません？」

　前田は繭子に聞いた。近くに安い民宿などはあるだろうか。あまり持ち合わせがないので前田と雪村は野宿してもいいのだが。

「頂上に行けば、タクティクス東京関連の宿泊施設もあるし、心配するな」

「山の頂上なんて何もないんじゃないっすかね」

　前田は高尾山には来たことがなかった。基本的に東京の小学生は、学校行事で必ず高尾山に登ることになるのだが、前田は小学生時代は千ち葉ばだったのだ。

「高尾山は都民の憩いこいの場として保護され、自然保護名目の資金を集めるために、頂上付近にビアホールや宿泊施設などを造っているうちに、どんどん改造されていったんです。最近は外国人観光客も泊まっていって、オー、オリエンタルジャパン、なんて感動してますよ」

　東京生まれの雪ゆき村むらが言った。

「ケーブルカーとリフトがあるのは知ってるんだよな」

「登山ルートがたくさんありまして、難易度ＡからＦまで分かれてるんです。難易度Ａなんてベテラン登山家でも危険です。で、難易度を間違えた登山者が遭そう難なんするんでスフィアを導入したらしいんです」

　登山者のリアルタイムの情報を管理するためにスフィアを使っているらしい。センサーとソナーを配置し、木々の生長状況のデータすらも管理しているのだ。

「たぶん、ケーブルカーは電車同様に使えるはずだ。登山口まで行くぞ」

　繭まゆ子こが言い、五人は高たか尾お山さんの登山口を目指した。とろろそばが名物らしく、建ち並ぶ店がすべて賑にぎわっていた。登山口までの道は、両サイドにお土産みやげ屋とそば屋が並んでおり、お寺などの参道をイメージさせた。高尾山の頂上付近には薬やく王おう院いんという寺院があるので、山が大きな寺のようなものなのかもしれない。

　五人は登山口でケーブルカーのチケットを買ってホームに入った。ケーブルカーのホームにはたくさんの人がいる。頂上付近にあるビアガーデンに行く人も多いようだ。

「やっぱり、プレイヤーの姿は見えないな」

　秋あき葉は原ばらと違いゲームが行われている気配すら感じさせない。

「四し天てん王のうのヘルホース部隊の姿すら発見されてないからな」

　繭子が平然と言ったので、前まえ田だは驚おどろいた。

「はあ、どういうことっすか？　強くて倒せないとかならまだしも」

「情報がまったくないんだよね」

　遙花はるかが首を傾かしげている。説明を聞くと、他ほかの三つのゲートでは交戦の情報がネットなどに出ているが、この高尾山ゲートだけは何も情報が出てこないようだ。もともと攻略するプレイヤーが少ないという理由なのかもしれないが。

「だから、まず敵を探すことから始めないといけないんだよね」

「遙花ちゃん、なんでそんな面倒そうなゲートに来たの？」

「だって、誰だれかがゲートを解放しなくちゃいけないでしょ。東京を守るためにはさ」

　遙花の言葉に、ケーブルカーを待つ客たちが視線を向けた。タクティクス東京の認知度が低いのだろう。

「敵を発見できずに夜になったらどうなるんだろ。夜の山ってさびしいよな」

「いや、今は夏なので、昆虫採集のツアーなどがあります。他にも夜間ハイク、星座観測会などと、最近の高尾山は二十四時間活動しているのです」

「なるほどな」

　人が集まるので、どんどん高尾山が改造されていったのだろう。会話をしていると、ケーブルカーが来たので五人は乗り込んだ。ケーブルカーは一気に急きゆう勾こう配ばいの山を登っていく。

「杉すぎがいっぱい生えてるな。姉ちゃんが見たらキレるだろうな。重度の花粉症だから」

　花粉症患者に共通する言動は、とにかく杉を切り倒せ、だ。花粉の少ない杉や花粉症の薬の開発など待ってられないらしい。

「こっち側はいろんな木があるね。秋に来たら紅葉が綺き麗れいだよ」

「見て見て遙花はるかちゃん、狸たぬきがいたよ」

　遙花と茉ま莉りが窓に張り付いてクスクス笑っている。ケーブルカーは十五分ほど山を上がっていき駅へと着いた。

「……ここが頂上か」

　そば屋やお土産みやげ屋、ビアガーデンまである。山の上とは思えない。たとえるなら下町の商店街のようだ。歩道からミニチュアのような八はち王おう子じの街が見下ろせる。

「まだ頂上じゃないですよ。少し歩いていかないと」

　雪ゆき村むらたちは再びマス目移動を繰り返し頂上を目指していく。下山してくる客が多く、登っていくのは前まえ田だたちだけだった。

「なあ、登山道が普通にコンクリートの道なのな。サンダルで大丈夫じゃん」

「難易度Ｅのこのコースは、女の子がヒールで気軽に登れるように、がコンセプトらしいですからね」

「ジュースが百五十円なのな。高くね？　なあ雪村」

「山の基本ですよね」

「普通に飲食店があるけど、どうやって物資を運んでるんだろ。徒歩で？　つらくね？」

「裏に車が走れるルートがあって、高たか尾お山さんで店を開いている人に限って車が使えるんですね」

「雪村ー、疲れたから俺おれを背負っていけよー」

「先せん輩ぱい、ちょっと重いです。って、ブザー鳴っちゃってますよ」

「前田君、はしゃぎすぎでちょっと恥はずかしいんですけど」

　茉莉が不快そうな視線を向けた。

「あ、なんかテンション上がっちゃった」

　高尾山に来たのは初めてだったが、妙に興奮してしまうことがわかった。マイナスイオン的なものがそうさせるのだろうか。遙花は繭まゆ子こと手を繋つないで先を歩いている。ふたりは東京で小学生時代を過ごしたこともあって、高尾山には慣れているのだろう。

「でもさあ、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんや秋あき葉は原ばらと違って、タクティクス東京の宣伝がないのがおかしいよな」

　先ほどから注意して周囲を見ているが、それらしき表示がない。

「四し天てん王のうのひとりがここを拠点にしていることは確かなんですがね。やっぱり、景観を壊すとかでアピールをしてないんでしょうか」

「それにしたって、敵の姿すら見たことないっておかしいよな」

　すでにゲートが解放されているということはあり得ない。そのような情報はモバイルで見ることができるのだ。しかし、解放されたゲートは秋あき葉は原ばらだけだ。

「これはミステリー小説みたいだね」

　茉ま莉りがしたり顔でうなずいた。

「茉莉は小説読むのか？　のんべんだらりと毎日を生きてるんだろ」

「前まえ田だ君は、ミッション系学校の厳しさを知らないんだから。あんだけ洗脳され続けるとバージンだって捨てられないよ」

「茉莉って、男嫌いだもんな」

「男は汚れた存在だって刷り込まれますからね。私なんてまだマシなほう。友達なんていつ男が襲おそってきてもいいように、ナイフやスタンガン装備してんだから」

　前田たちは会話をしながら登り続ける。途中で薬やく王おう院いんを抜け石段を上る。そして、頂上に着いたときにはすでに夕方となっていた。

「たぶん、ここからヘルホースエリアだ」

　繭まゆ子こが振り向いた。夕方の山頂はミステリアスな雰ふん囲い気きだった。石いし畳だたみの道に沿って赤い提ちよう灯ちんがぶら下がっており、飲み屋や旅館などの建物が並んでいる。まるで温泉街のようだ。いや、温泉も引いてきているようだった。山頂の広いとはいえないスペースにいろいろ詰め込んでいるので、独特の雰囲気が生みだされている。

「でっかい旅館があるんだな」

「ミシュラン掲載以降、特に秋口は登山客で賑にぎわい、登山道が大だい渋じゆう滞たいを起こしてしまったんです。それで日帰りが難しくなったりとしたため頂上に宿泊施設を造ったらしいんですね。それにしても、やっぱり登山客ばかりですね」

　雪ゆき村むらがつぶやいた。確かにそこらをうろついているのは中高年やカップルばかりだった。

「うーん、プレイヤーはいないようだな」

　一般客とプレイヤーの違いは歩き方でわかるのだ。前田たち以外はスムーズに歩いており、モバイルを気にしている者はいない。

「とりあえず、情報収集をしてみるか？」

　前田たちは石畳の道を歩き頂上をうろついた。

　その後、四人は数時間調査をしたのだが、敵はおろか、タクティクス東京の関係者やアンドロイドの姿は見当たらない。さらに商店などの店員にも聞いて回ったが、タクティクス東京自体を知らないケースがあった。

「……絶対にとぼけてるな。お土産みやげ屋のじいさんもタクティクス東京の名前を出したとたんにボケた振りしやがった」

「確かに演技してましたね。そう対応するように言われてるんでしょうか」

　前田と雪村は中央広場の噴水の縁へりに座っていた。噴水は温泉の湯で満たされており、足湯となっているようだった。噴水の真ん中には天てん狗ぐの石像があった。周囲は暗くなり、噴水のライトアップも始まっている。

「ちらほらとプレイヤーの姿は見つかったよね」

　他ほかにも登山客ではなさそうな若い人間がいたのだが、ニヤニヤと前まえ田だたちに意味ありげな視線を向けているだけだった。何かを隠しているかのように思えてしまう。それとも、もともとうがった視線で見ているのでそう感じてしまうのか。

「でも遙花はるかちゃん、誰だれも敵を見てないって言ってたよ」

　遙花と茉ま莉りは足湯に足を浸つけている。プレイヤーとの会話は成功したのだが、誰もが情報を持っていなかった。何もないために下山していくプレイヤーの姿もあった。

「プレイヤーに配られる割引チケットなどは、この高たか尾おのタクティクス東京の協賛店で使えるようだから、ゲームは開かい催さいされているようだがな」

　繭まゆ子こも詳細はわかっていないらしい。ゲームストーリー制作に関かかわっていないからこそ、ゲームに参加できるとも言えるが。

「とりあえず、部屋に行こうか？　汗もかいちゃいましたし」

　茉莉が言った。すでに繭子が部屋の予約をすませているのだ。

「そうですね。汗を流してからご飯でも食べますか」

　雪ゆき村むらも立ちあがった。情報収集に明け暮れ、すでにタクティクス東京の時間外となっている。これ以上敵を捜索しても無む駄だだろう。ヘルホース探しは明日へと持ち越すことになってしまったのだ。

「雪村、先に行っててよ。俺おれ、もうちょっとその辺を見てみるからさ」

　前田はもう少し周辺を歩いてみたかった。敵を探すというよりも、この山頂の雰ふん囲い気きに興味を持ったのだ。

　宿に向かう雪村たちをよそに、前田は夜の山頂を歩いてみた。石いし畳だたみを歩くと展望台があり、そこから街が見える。前田は鉄てつ柵さくに寄りかかって夜景を眺ながめた。街の灯あかりを見ると、妙な気分になる。あのひとつひとつの灯りは、人々の日常の象徴なのだ……。

「……綺き麗れいだね。でも、なんだか遠くに感じちゃう」

　横を向くと、遙花が鉄柵に寄りかかっていた。

「部屋に行ったんじゃないの？」

「ひとりで出歩くのは危ないでしょ。だって、ここはファンタジー世界だからね」

　遙花がにこりと笑った。街の灯りが遠くに見える理由が何となくわかった。前田が見ている夜景は別の世界のものなのだ。東京侵略とは何の関係もない平和な日常の姿がある。

「実はさあ、このゲーム、こんなことになってちょっと面倒だなあって思ってたの」

「何でも楽しがる遙花ちゃんでも、そう思うときがあるんだ」

「それはそうだよ。前田君のような自由人はいいかもしれないけど、女の子にはいろいろあるんだから」

　遙花はるかの瞳ひとみは、街の灯あかりをキラキラと反射させている。遙花が見た夜の東京の情報は、東京スフィアに送られるに違いない。前まえ田だが遙花を見つめていると、ふと彼女はこちらを向いた。

「東京をマス目に分割するなんて馬ば鹿かげてるよな」

　前田は街に視線を戻した。

「現実も同じかもしれないよ。みんなはこんなマス目に管理されて生活を送っているの。ひとりにひとつマス目が与えられてね。そして、マス目を介して近づいたり離れたり、手を握ったり言葉を交わしたりする」

　遙花も夜の東京に視線を向けた。

「でも、どんなに親密になっても同じマス目には入れないの……」

「遙花ちゃんは、難しいこと言うんだね」

「前田君には難しかったかな」

　遙花は前田のマス目にギリギリまで近づき微笑ほほえんだ。
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「居酒屋でビールでも飲んじゃいたい気分だよな」

「でも、タクティクス東京の登録データがありますから断られる可能性がありますよ」

　前田と雪ゆき村むらは中央広場の噴水で待っていた。部屋に戻ってシャワーを浴びてここで待っているのだが、女性三人はなかなか待ち合わせの場所に来ない。

「遅いよなあ。先になんか食べちゃいたいよな。でも、ぜったい繭まゆ子こさんが怒るよな」

　基本的に今回の旅の資金は繭子持ちなのだ。その代わり、前田たちは繭子の駒こまとして行動せねばならない。スポンサーが死んでしまったら、旅はそこで頓とん挫ざする。

「こういうとき、大学生とかは気楽でいいですね」

　雪村の視線の先には、外テーブルで酒を飲んでいる大学生グループの姿がある。彼らもタクティクス東京のプレイヤーだ。スフィアの仮想世界でも遊んでいたことがあるらしく、今回のＸゲームにも参加したようだった。当然ながら彼らもヘルホースを見つけていない。

「見つからないまま、ずっとここにいるわけにはいかないよなあ」

「ヘルホース部隊は騎き兵へい軍団ですから、少し遠くから来るかもしれませんね」

「ん？　ダークナイト部隊みたいに、部下は戦士じゃないのか？」

「基本的にボスと同じ職業なんですね。ですから、長所と弱点がはっきり出てしまい、戦いで戦略の必要性が生まれるわけです。今回の敵は騎兵ですから、当然機動力を生かした電撃作戦でくるでしょう。移動力を増やす陣形だってありますしね」

　雪村はパンフレットを前田に見せた。

「数値ボーナスがある基本的な陣形はこんな感じですかね。騎き兵へいは機動力が命綱ですから、お互いが移動の邪じや魔まにならないような陣形を組みます」
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「こんな感じで移動力を増やされると、主導権を取られるよな」

　攻撃の選せん択たくは騎兵隊にあり、戦況が悪くなれば逃走することもできる。ただ、現状では戦いの心配をする状態ではない。敵すら見つかっていないのだ。

「出現が条件付きなのかもしれませんね。例えば、アイテムが必要だとか、まだ出現する時期じゃないとか」

「そんなこと言ったら、来た意味がないじゃんか」

「先せん輩ぱいはテレビゲーム嫌いだからそう言いますけど、条件がわからない限り誰だれかが来てみなくちゃいけませんからね」

　前まえ田だは雪ゆき村むらからパンフレットを受け取り眺ながめた。ヘルホース部隊が騎兵だけとなると、戦いにおいてどんな戦略が必要だろうか。必要なのは戦士の数ではないだろうか。戦士で防御陣形を組んで騎兵を迎え撃つことが基本戦略だ。いくら機動力があるとはいえ、隣りん接せつしたマスのキャラクターしか攻撃できないのだ。戦士は動かずに騎兵の攻撃を待てばいいだけだ。

「なあ、俺おれたちのパーティって三つの職業で構成されてるけど、それってあまりよくないよな。同じ職業で組んだほうがボーナスのある陣形が組めるよな」

「でも、一回組んだパーティはメンバーが生きている限り壊せませんからね。五人までで、メンバーが死んだら新しいのを入れられるみたいです。だから、序盤は戦いを繰り返しメンバー欠員を出しているうちに、後半は自然に特殊なパーティが出てくるでしょう」

「俺たちは何も考えずに最初からパーティを組んじゃったからな……」

　そのとき前田は、酒さか盛もりをする大学生たちを見ておかしなことに気づいた。立ちあがってトイレに行く男性の動きが妙だったのだ。ぎこちない動きはマス目を気にしているような……。

「なあ雪ゆき村むら、この夜になってまだマス目移動が続いているってことはあるか？」

　自分たち以外にもこのルールを押しつけられている可能性はあるのか。

「もしかしたら、観光地なんで夜にあまり騒さわがれたくないから、特別ルールがあるのかもしれませんね。マス目ルールで縛しばっておけば、事故や騒ぎも防げますし」

　雪村も他プレイヤーのマス目移動に気づいたようだ。タクティクス東京のゲーム時間が過ぎてもルールは消えていない。

「俺おれらはずっとこうだから気づかなかったな」

　前まえ田だは立ちあがり自動販売機に近づいた。喉のどが渇かわいていたためビールを買おうと思ったのだ。しかし、山頂のビールの値段は高めに設定されている。

「まあしょうがない。東京ドームよりは安いか」

　前田がＩＣカード端たん末まつにスイカを添えてみたが、何な故ぜか自販機が反応しない。

「……壊れてるのかな」

　前田は雪村に首をすくめてみせた。

『タクティクス東京をプレイ中の未成年者は飲酒が禁じられております』

　自動販売機から声がしたので、前田はどきりとした。

「やっぱり、スフィアで管理されちゃってるんですよ」

　雪村が仕方なさそうに言った。確かにマス目移動ルールにより、登録した人間が東京のどこにいるか把は握あくされており、酒の自動販売機の座標もスフィアに登録されている。

「なあ、ちょっと怖い問題じゃないか？　今回はゲームだからいいけど、こんな感じで東京都民がスフィアに管理されちゃったらさ」

「うーん、その問題はスフィア導入時から提起されていますからね。個人情報にプライバシー問題とか」

　一年ぐらい前に五億円強ごう奪だつ事件というショッキングなニュースがあった。しかし、その犯人たちはあっさりと逮捕されてしまう。それはスフィアのおかげだった。東京のすべての防犯カメラやソナーシステムの情報を統合させ、逃走経路を割りだしてしまったのだ。

　それはスフィアの完かん璧ぺきなシステムを世間に知らしめることとなったが、一方都民に恐れを抱いだかせたのも事実だった。自分の動きも追跡されてしまったらとの恐怖だった。

「スフィアシステムのせいで、東京生活が監視されるようになったらやだよな」

『監視などいたしませんよ、前田さん。これはただの気き遣づかいです』

　自販機が言ったので、前田は目を丸くした。

「どこかで会ったことがあるっけ？　自販機に知り合いなんていたかな……」

『夜はスフィアのＡＩたちがプレイヤーの管理をいたしております。お酒は二は十た歳ちになってからにいたしましょう』

「……エオリアだろ」

　自販機の人工音声だが、ＡＩとは微妙に違うイントネーションに前まえ田だは気づいた。しかし、自販機はそれ以上反応しない。

「エオリアだろ。なんだかんだ言って、俺おれたちの動きが気になってたんだろ」

　エオリアは繭まゆ子このアンドロイドだ。そして、前田はパソコンに入っていたエオリアの幼少期まで知っている。

『……ふふふ』

　自販機が笑った。

『ふふふ、気づかれてしまったか。愚おろかな冒険者よ、ヘルホースゲートに来ているようだが、お前たちではゲートを解放することはできないぞ』

　エオリアは、いきなりビショップのキャラクターになった。

『私の持つ水晶玉で冒険者の動向を見ていたのだ。この分では、東京侵略はスムーズに行えそうだ』

「でも、ダークナイトゲートは解放したぞ」

『ダークナイトなど我が四し天てん王のうの中では最弱……』

「なあ、ヘルホースがいないんだけど、どうしたらいいかな？」

『ヘルホースのことですが、少々強引なやり口でゲームルールのシステムを変更しているようです。ですから、気をつけ……いや、私はお前たちの敵だぞ』

　エオリアは前田たちに何か伝えたそうな雰ふん囲い気きだった。

「……じゃあいいや、また明日からゲーム続けるから。じゃあなエオリア。エオリアもビショップ役をがんばってくれよな」

　自販機はしばらく沈ちん黙もくした後、ガコンとウーロン茶の缶を二つ落とした。

「サンキュー、おごり？」

　前田がウーロン茶の缶を取っていると、再び声が聞こえた。

『前田さん……夜に気をつけて』

　自販機はそう言い残して通常稼か働どうに戻った。

　前田と雪ゆき村むらはウーロン茶を飲みながら顔を見合わせた。エオリアは何を言いたかったのだろうか。こうしてこの場所を監視していたのは何か理由があるのか。

「俺さあ、思うんだけど、夜もマス目移動ルールって、プレイヤー管理とかの理由じゃないんじゃないか？」

「どういうことですか？」

「だから、ゲームの必要性があって……」

　そのとき微かすかに悲鳴が聞こえ、ふたりは顔を見合わせた。山頂のエリアを見回してみるが、特に変わったことはない。外テーブルで酒を飲んでいた大学生も談笑しながら飲み続けている。

「今の、悲鳴でしたよね」

「ちょっと様子を見に行ってみようか」

　もしかしたら、ヘルホースの城が見つかったのかもしれない。夜にしか見えない拠点、などのルールがあったとしたら、今まで敵が見つからなかったこともうなずける。

「山頂のどこかの施設が拠点になっているのが一番ぴたりとくるんだけどな」

「先せん輩ぱい、静かに」

　雪ゆき村むらが前まえ田だを制止、ふたりは自販機の陰に隠れた。提ちよう灯ちんの薄明かりの中で動くものが見えた。微かすかな機械の音が山頂の喧けん噪そうに混じって聞こえた。

　前田が息をのむ中、暗がりから出現したのは黒ずくめの人影だった。暗くら闇やみから浮き上がるように出現した。
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「……騎き兵へいの集団です」

　スキャンした雪村が言った。黒装束の目が青く光ったのが見えた。ヘルホース軍のアンドロイドだ。騎兵の数体は酒を飲む大学生たちに暗がりから近づいていく。

「まさか……」

　ヘルホース軍には城のような拠点がないのでは？　こうして夜ごとに外に出ているプレイヤーを襲おそっていくのだ。だから今までヘルホース軍の敵に会ったプレイヤーがいなかったのだ。会ったプレイヤーは殺されてしまうからだ。

　前まえ田だの見ている前で戦いが始まった。闇やみに紛まぎれて接近し、一気に攻撃を仕掛ける。そして、その静かな攻撃に大学生たちが気づき、反撃の態勢を取ったのは数ターン後だった。

　前田たちは、彼らに警告するよりも移動を選せん択たくしていた。宿にいる遙花はるかたちと合流する必要があった。ヘルホースを倒すことよりも、五人で集まり生き残らねばならない。このような奇き襲しゆうを受けることは想定外だったのだ。

「……駄だ目めです」

　雪ゆき村むらが首を振った。旅館の前にはすでに数体の騎き兵へいがいた。また、飲み屋から悲鳴を上げて逃げだすプレイヤーの姿もあった。店内にいたプレイヤーですら襲おそわれているのだ。ヘルホース軍の電撃作戦だった。

「だから店の人たちもとぼけてたんだな」

　さらに前田は思いだした。プレイヤーでない若い連中が意味ありげな視線を向けていたこと。彼らはこの奇襲で殺されたのだ。そして、助言するよりも、プレイヤーの哀あわれな末路を見学することにしたのだ。そんな醜みにくい思考により、ヘルホースの情報が出てこなかったのだ。

「先せん輩ぱい、気づかれました」

　旅館の前で張っていた騎兵が前田たちに気づいたようだ。二体ほどがこちらに向かってくる。

「仕方ない、逃げよう」

　いったん距離を取るしかなかった。あまりに情報がなさすぎるのだ。相手の戦力がどれほどで、プレイヤーが何人いるかすらもわかっていない。ヘルホース軍の姿が見えないことで、あまりに油断をしていたのだ。

　前田たちは騎兵に背を向けて逃げ始めたが、逃げ切ることは不可能だとわかっていた。移動力に差があるのだ。単純計算しても、一分に四メートルは詰められてしまうのだ。

「雪村、迎え撃とう。追ってきてるのは二体だ」

　前田と雪村は振り向き、二体の騎兵を迎撃することにした。雪村と並び、ふたりでパワーシフトの陣形を組んで迎え撃つ。二ターン後に二体の騎兵と激突した。騎兵役のアンドロイドは頭からすっぽり黒いフードを被かぶっていた。前田と対たい峙じした騎兵が槍やりを構えるのが見えた。

　お互いに攻撃してダメージを与え合う。騎兵は動き前田たちの背後を取ろうとしたが、前田たちは障害物を利用してそれを防ぐ。もう一ターン攻撃をすると、騎兵たちは前田たちから距離を取り始めた。分ぶの悪さを悟ったのだろう。相手の戦略は奇襲なのだ。正面から戦えば、防御力に分がある戦士が有利だった。

「外に逃げるべきでしょうかね。ヘルホースゲートの戦闘マップの外に」

「いや、逃げるルートは押さえられてるんじゃないか？　だから、さっきも山頂の中心方向に逃げていった俺おれたちを積極的には追わなかった」

　ヘルホース軍はプレイヤーを一人たりとも逃がさない気だ。情報を漏もらさないためにも全滅させようというのだ。前田は周囲の状況を確認したが、元から薄暗く魔王軍の騎兵が黒装束なので敵の姿が見えない。

「繭まゆ子こさんたちと合流できれば、強引に包囲網を突破できる可能性があるんですがね。こんなことならサバイバルゲーム用の暗視スコープとか持ってくればよかったです」

　雪ゆき村むらは剣を握りしめながら周囲に注意を配っている。銃の撃ち合いなら雪村の得意分野なのだが、このような戦いでは能力を発揮できないようだ。

「中央広場に戻ろう。あそこなら、なんとか迎撃できる。繭子さんと合流するまで持ちこたえるしかない」

　この状況で一番まずいのは挟はさみ撃ちにされてしまうことだ。パニックになって狭い道に逃げてしまうと身動きが取れなくなってしまう可能性がある。

「でも、迎撃っていっても僕たちだけじゃ……」

「みんな集まれ！」

　前まえ田だは叫んだ。

「人間側は広場の噴水に集まれ！　そこで魔王軍と戦うしかない」

　前田の声が届いたのか、広場に入ってくる人影が確認できた。

「こっちだ。噴水を使って陣形を組むしかない」

　前田はプレイヤーに声をかける。人数が少ないので障害物を利用して死角を消さねばならない。酒を飲んでいた大学生や夜景を見ていたのだろうカップルなどが中央広場に集まってくる。平和だった山頂は一転して戦場となってしまった。

「繭子さん、遙花はるかさん？」

　雪村が暗がりに呼びかけているが、彼女たちは広場に避難してこない。

「部屋に入っていたら安全なんじゃないか？　こうなったら出てこないほうが……」

　前田が言ったが、避難してきた大学生が首を振った。彼は繭子たちが泊まっているのとは違う旅館の部屋にいたのだが、モバイルで退出指示が出たらしい。タイムリミット内に外に出なければゲームオーバーだと指示されたようだ。となると、遙花たちも外に出てこざるを得ないはずだ。
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　広場に逃げてこられたのは前田たちを含む戦士七人だった。これはあまりに人数が少なかった。このヘルホースゲートは、プレイヤーが犠ぎ牲せいになって、まず秘密を暴あばかねばならなかったのだ。その後、徒党を組んでゲート解放を目指すのが必勝法だ。となると、前まえ田だたちは秘密を暴あばく捨て駒ごまだ……。

　広場に魔王軍の騎き兵へいが入ってくるのが見えた。逃走経路は押さえられている。やはり全員逃がさず殺すようだった。

「プレイヤー側の弓きゆう兵へいとかいないんですかね。いれば後ろに配置して有利に戦えるのに」

「弓兵は移動力がなさすぎる。いても逃げてこられないだろ」

　タクティクス東京の第二回があるとすればこれは改善点だ。弓兵の二マスはおろか、戦士の三マスでも不便がありすぎるのだ。

　前田たちは攻撃に備えていたが、騎兵たちは攻撃を仕掛けてこない。広場の周囲を動き回っているだけだった。

「もしかしたら、まだプレイヤーたちがいるのかもしれませんね。とりあえず追い詰めた僕らはじっくりと倒すと」

「時間を稼かせげば生き残れるかも。ゲーム的にもさすがに深夜まではやらないはずだ。騎兵たちの奇き襲しゆうは、あっても二、三時間ぐらいが妥だ当とうだ」

「いや、時間を稼がせる気はないようですよ」

　雪ゆき村むらが広場の入り口を見つめている。

「……なんだ、あれは」

　前田は唖あ然ぜんとした。暗くら闇やみの中から真っ白な生き物が出現したのだ。その生き物は真まっ赤かな両眼をこちらに向けている。カツンと蹄ひづめの音が響ひびいた。

「ユニコーン？」

　プレイヤーの誰だれかがつぶやいた。それは真っ白な馬だった。頭には銀色に光る角つのが生えている。その馬に跨またがっているのがヘルホース本体だろう。黒いマントを羽織っているヘルホースは人間のはずだ。

「ＣＭで見たことがある。あの馬、ロボットだ」

　スフィアと自動車会社が共同で製作した四つ足のロボットだった。ＣＭで車と一緒に走っている映像を見たことがある。あの馬も動くためにはスフィアのフォローが必要であり、日本各地から貸しだしのオファーが来たのだが、動けるのは東京都内に限られている。

「一気に僕らをつぶしに来るようですよ。攻撃的な陣形を組んでます」
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「来るぞ。みんな気をつけて」

　ヘルホース本隊は、隊列を変化させながらこちらに迫ってくる。こちらの陣形に激突しようとした瞬しゆん間かん、すっと脇わきをすり抜け距離を取り攪かく乱らんする。その動きは獲え物ものをもてあそぶ肉食獣じゆうのような動きだった。

　すり抜けた瞬間、ヘルホースはバサッと黒いマントを脱ぎ捨てた。下にはビキニのような衣装を着ている。スレンダーなボディと精せい悍かんな顔つきの女性だった。彼女がストライカーの華か妃ひ実みだ。

　いったん距離を取ったヘルホース本隊は、今度は一直線にこちらに向かってくる。角つのを向けたユニコーンの両眼がギラリと光る。その移動スピードに前まえ田だは恐怖を感じてしまった。

「馬ば鹿か」

　恐怖に負けて陣形を崩くずして逃げだした者が現れたのだ。ヘルホースは彼に狙ねらいを定めると、その背後に向かって突撃した。彼は無防備な背中をランサーの陣形で攻撃された。

「ああっ」

　雪ゆき村むらが首を振った。ヘルホースの攻撃を受けた戦士はたった一撃で死んでしまった。

「このままじゃジリ貧だ。こうなったらボスを倒すしかない」

　前田は剣を握った。刺し違えてでもヘルホースを攻撃するのだ。それしかゲートを解放する方法はない。

「あの攻撃は防御しないと一撃で死ぬ可能性があります。パワーシフトで攻撃を受け止めて、その隙すきに攻撃しないと」

　雪村が言ったが、そんなことができるとは思えなかった。パニックになったこちら側は、陣形を維持することで精いっぱいだった。さらにもうひとつ重要なことがある。それは移動のシステムのことだ。

　このような駒こまが入り乱れた場所で動くには、モバイルを見ながらマップを確認せねばならない。でなければ、混乱した戦場で自分の座標を見失ってしまう。だが、そのような繊せん細さいな行動を戦場で取ることができようか。そんなことが上う手まくできるのは感情のない機械だけだろう。

　アンドロイドで構成されたヘルホース本隊は、こちらを威い嚇かくするかのように広場を疾しつ走そうしている。マス目移動を繰り返して人間を攪乱しているのだ。

「みなさん聞いてください。ゲート解放をするには、ヘルホースを倒さないまでも、ある程度のダメージを与えねばなりません。そのためには連携する必要があります。攻撃を受け止める人間と、ヘルホースを攻撃する人間に分かれます」

　雪村がプレイヤーたちを説得している。しかし、その隙を突いて再びヘルホースが攻撃を仕掛けてきた。

「僕らが攻撃を受け止めるので、その隙に横に回り込んでください」

　雪村は前田と横並びになり攻撃に身構えた。動揺していたプレイヤーも、なんとか反撃の意思を見せる。しかし、ヘルホース本隊は前まえ田だたちにぶつかる寸前に変形した。
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　ランサー陣形の先頭が変更され、陣形を崩くずしたプレイヤーを攻撃した。ランサーの攻撃を受けた戦士は一撃で撃沈される。

　この攻撃でプレイヤーたちの心が折れたのがわかった。冷たい心を持った魔王軍は人間の感情の動きを読んでいるのだ。もしかしたらと思った。スフィアはこうして人間の感情すらも、データとしてストックしているのかもしれない。

　さらに前田の視界に絶望的な光景が映る。先ほどまで数カ所の出入り口を固めていた騎き兵へいたちが広場に進入してきたのだ。マップに散らばるプレイヤーは処理したということだろう。この夜も人間たちは闇やみの中で処分されてしまう。

　死にたくないと思った。たとえ仮想のゲームだとしても、今の自分にとっては現実なのだ。東京スフィアの仮想世界と同じく、自分自身がそう思えば現実となる世界だ。だからこそ、ここで死ぬわけにはいかない……。

「……前田君」

　前田はその声に暗闇に視線をさまよわせた。

「遙花はるか？」

「先せん輩ぱい、危ない。防御してください」

　ぼんやりしていた前田に、雪ゆき村むらが声をかける。目の前では、ヘルホースが次の攻撃に備えていた。

「遙花ちゃん！」

　かまわず前田は叫んだ。ヘルホース本隊は前田に照準を合わせて突っ込んできたが、寸前で方向転換した。異変があった。広場に進入してきた魔王軍の騎兵の動きが乱れている。

「前田君！」

　はっきりと遙花の声が聞こえた。騎兵の防ぼう壁へきを突破して強引に広場に進入してきたのは遙花たちだった。繭まゆ子こと茉ま莉りの他ほかにも、声をかけて集めたのであろうプレイヤーの姿がある。

「こっちだ！」

　前田は叫ぶ。流れを変えるには遙花たちと合流するしかない。同時に、こんな危険な状況で遙花と離れることに恐れを感じた。死ぬにしても自分の近くで……。

　中央広場は一気に混乱した。広場を守っていた魔王軍の騎き兵へいが、突入してきたプレイヤーたちを迎撃するために動き始めた。繭まゆ子この魔法が効力を発揮しているのか、騎兵軍団の連携が取れていない。ヘルホース軍にとっても、魔法使いの存在は想定外だったようだ。

「中央に突入します。雑ざ魚こにかまわず、目標はヘルホースです」

　繭子が周囲のプレイヤーに冷静に指示を出している。

「陣形を組み直そう。パワーシフトを組んでフォローする」

　前まえ田だは再び周囲のプレイヤーに声をかけ陣形を立て直す。

「前田君、無事？」

　前田まで数マスに迫った遙花はるかがこちらに手を伸ばす仕草を見せた。

「遙花ちゃんこそ……気をつけて！」

　動き回る騎兵に遮さえぎられて遙花は再び前田の視界から消えた。

「……遙花？　あの遙花なの？」

　そのつぶやきはヘルホースのものだった。白馬に跨またがったヘルホースが遙花を探して視線をさまよわせる。そして遙花に視線を合わせ、仮面のようだった彼女の表情が初めて変化した。彼女は昔の遙花を知っているのだ。そんな一いつ瞬しゆんの隙すきがミスへと繋つながった。

　ヘルホースを先頭としたランサーの陣形は動きづらいマスへと移動してしまったのだ。それはパニックになったプレイヤーが陣形を放ほう棄きして逃げだしてしまったという理由もある。その状況はこうだった。
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　魔王サイドで唯ゆい一いつ人間であるヘルホースの致命的なミスとなった。前田はここでギャンブルをした。防御ではなく攻撃をしたのだ。ヘルホースが前田を攻撃したら一撃で死んでしまうだろう。しかし、ヘルホースは防御を選せん択たくした。数マス離れていた繭子が杖つえを振り上げる。黄色く光った杖の意味はバインドの魔法を使ったということだ。

「ヘルホースの逃走経路をふさぎましょう」

　雪ゆき村むらがモバイルのマス目を確認しながら移動ターンに備えている。混戦の中、移動はモバイルの図を見ないと不可能だった。しかし、その中でたったひとりだけモバイルも見ずに歩く人間の姿があった。

　そして移動ターンを終えた次の状況。
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「チェックメイト」

　遙花はるかが勝利宣言をした。

　モバイルで状況マップを見ていた前まえ田だは唖あ然ぜんとしていた。いや、駒の配置の美しさに見とれていたと表現したほうがぴたりとくる。

　ヘルホースは囲まれないよう逃げねばならなかったが、上部の位置の駒にバインドの魔法がかけられていたのだ。すると、陣形を保ったままの移動は不可能となる。ヘルホースが脱出するには左の二体の騎き兵へいを移動させて逃げるスペースを作らねばならない。左の騎兵のマスが空あいた瞬しゆん間かんに移動が可能となるのだ。しかし、その作業には一瞬だけタイムラグが生じる。

　ヘルホースの横の騎兵が動いた瞬間に遙花がガードした。混乱したマップの中、彼女はモバイル画面すら見ずに空いたマス目に入ったのだ。それは、まるで直接スフィアとデータのやりとりをしているかのようなスムーズで美しい動きだった。遙花だけは視覚的ではなく、直感的に東京のデータを感じ取っているのだ。

　攻撃ターン。ヘルホースは前田、雪ゆき村むら、遙花、そして繭まゆ子この遠距離魔法と四方向からの攻撃を受けることとなった。

　ヘルホースが跨またがっていたユニコーンが初めて嘶いなないた。それは耳をつんざくサイレンのような音で前田は後ずさった。ヘルホースゲートを解放した合図のようであった。ヘルホースの女性は、首を振って馬から飛び降りる。

「前田君、こっちに来て」

　遙花がヘルホース越しに前田に手を伸ばし、前田も彼女の手を握ろうとした。しかし、前田の手は空を切った。目の前に真っ白な巨体が立ちはだかったのだ。

「危ない、下がってください」

　前田は雪村に引っ張られて後退した。

「あの馬、個別の駒となって表示されてます。それに陣形を崩くずしたらまずいですよ」

　ゲートが解放されたことで、魔王軍が無秩序に動きだしたのだ。そして、ヘルホースの華か妃ひ実みは混乱に乗じて逃走を図る。それを追いかける茉ま莉りの姿もちらりと見えた。

「遙花ちゃん、茉莉と繭子さんと密集して」

　前田は遙花に近づくことをあきらめ叫んだ。相手は秩序を失った烏う合ごうの衆だ。しばらく耐えれば生き残れる。そのとき、前まえ田だの横で悲鳴が上がった。見ると、前田と陣形を組んでいた戦士が死んでいた。ユニコーンの攻撃を背後から受けてしまったのだ。

「なんて攻撃力だ……」

「そんなプログラムかもしれません。移動力を盾たてに敵の背中を取るっていう」

　前田と雪ゆき村むらはお互いに背を向け合い、少しずつ戦闘の中心部から離れる。

「こっちだ、こっちに来い」

　前田はあえて隙すきを見せつつ移動してユニコーンの注意をこちらに向けた。このモンスターを少しでも遙花はるかから引き離さねばならなかった。めまぐるしく駒こまが動き回る中、一いつ瞬しゆんだけ遙花の姿が見えたが、すぐに前田の視界から消えた。

　前田と雪村はユニコーンを牽けん制せいしつつ戦場から距離を取っていった。

　こうして二つ目のゲートが解放された。
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　現在の前まえ田だの状況をシンプルに表現するとこうだった。

「──ここはどこだ？」

　周囲は真っ暗だった。右も左もわからず上下感覚を失いかける。頭上でぎゃーっという鳴き声がして何かが飛び去っていった。焦あせった前田はぎゅっと手を握った。

「せ、先せん輩ぱい、手を握らないでくださいよ」

　雪ゆき村むらがさっと手を振りほどいた。

「悪い。あまりに焦って、俺おれもどうしたいのかわからねえ」

　前田はモバイルの明かりで周囲を確認した。周囲は木に囲まれており、足あし下もとは木の根が大だい蛇じやのように地を這はっている。頭上を見ると、木々の間から星空が見えた。前田は木の根に座り込みながら大きくため息を吐つく。

「まさか東京都内で遭そう難なんするとはな」

　そうなのだ。前田と雪村は高たか尾お山さんで迷っていた。ふたりは遙花はるかたちからユニコーンを引き離すために、ジリジリと戦場から離脱していった。しかし、ユニコーンは頂上の戦闘マップを越えてもふたりを追ってきたのだった。

　前田たちは登山ルートに入り逃げていったのだが、あまりにしつこいので、前田の判断で登山ルートから外れることにしたのだった。そして、やっとユニコーンをまくことに成功したのだが……。

「ハイキングでも、ルートを外れて遭難するケースがありますもんね」

　雪村もさすがに疲れている。この真っ暗くら闇やみの中、山道でマス目移動を繰り返すことは精神力と体力を急激に疲ひ弊へいさせる行為だった。

「遙花たちは無事かな……」

　姿を消した前田たちを心配してはいないだろうか。繭まゆ子こと茉ま莉りは風呂に入り夕ご飯を腹一杯食べて、今いま頃ごろぐっすりと眠っているに違いない。そんなことを考えると、前田の腹が惨みじめな音を立てて鳴った。

「遙花さんは心配ないでしょう。スフィアに守られてるでしょうからね」

　確かに彼女はスフィアはおろか、東京における神のごとき存在だ。

「携帯で連絡が取れればいいんだけどな」

　高尾山はどこの場所にいても携帯電話が通じるのだ。しかし、前田たちはタクティクス東京のゲームでモバイルを利用しているので通話が不可能なのだ。できることといえば、画面の明かりで周囲を照らすことぐらいだ。

「ビデオカメラもなくしてしまいましたよ」

「やばい、携帯の電池が切れそうだ。電池切れしたら俺おれ死ぬのかな、死んじゃうの？」

「剣の柄つか部分にハンドルがありますよね。それを回して発電するらしいですよ」

　電池切れでゲームからの離脱はないということだ。だからといって、マス目移動を放ほう棄きしてゲームオーバーを受け入れることはあり得なかった。苦労してゲートを二つも解放したのだ。ここまできたら魔王を倒すまでは死ぬわけにはいかない。

「とりあえず登山道に出たいところですよね」

「雪ゆき村むら、もう動くのはやめよう。俺は登山には詳しいんだ。夜に闇やみ雲くもに動くとさらに迷うことになる。ということで寝よう」

　前まえ田だは持っていた新聞を雪村と分けた。繭まゆ子こが駅で買った経済新聞だが、ラジオ欄らんを確認したくてもらっていたのだ。

「この新聞はさすがだな。燃やして暖も取れるし布ふ団とん代わりにもなって、ついでにニュースだって読めちゃうんだぜ」

　前田は新聞で体を包んだ。夏とはいえ山の夜は肌はだ寒ざむい。

「なんか株価も全体的に下落しちゃってますね」

　雪村は眠れないのか、モバイルの明かりで記事を読んでいる。

「マイナスのこと考えるのはやめようぜ。俺たちはゲートを二つも解放した勇者なんだ。他ほかの冒険者からしたら神だ。魔王討とう伐ばつ戦線に復帰したら俺たちはちやほやされてしかるべきだ。いや、もう有名になってるんじゃないか。それで、遅れて登場した俺たちはキャーキャー言われちゃって、株価も上昇して……」

「なに言ってるんですか。もう寝ますよ」

　前田と雪村は新聞にくるまって眠りについた。深夜になって、お経きようを唱えながら山道を駆け上がっていく集団を見たような気がしたが、前田は見ていない振りをして必死に寝た。

　そして前田たちが下山を果たしたのは、それから三日後だった。







「先せん輩ぱい、足あし下もとがアスファルトですよ。歩きやすいですよ、アスファルト」

「ほんとだあ。すげえなアスファルト。なあ雪村、道路の上に寝転ぶと気持ちいいぞ。すっげえ暖かくて乾いてる」

　前田と雪村は道路で大の字になった。今までじめっとした山道を歩いてきたので日差しが心地よかった。熱せられたアスファルトに寝ていると、全身が殺菌されるかのようだ。今日の夜はこんなアスファルトの上で寝られたら快適だろう。

「ここはどこですかね……」

「甲こう州しゆう街道じゃないか？　東京と山やま梨なしの境あたりだな」

　車にクラクションを鳴らされたのでふたりは立ちあがった。雪村が歩こうとしたが、二、三歩進んでへたり込んでしまった。

「先せん輩ぱい、なんか変な感じですね」

「ずっと山道を歩いてたから、平らな道が歩けなくなってんだな」

　普通に歩こうとしてもジャンプするようになってしまう。力の加減がわからなくなっているようだった。

「雪ゆき村むら、峠とうげのパーキングがあるからそこに行こう」

　前まえ田だは雪村にマス目越しに肩を貸してパーキングに向かって歩いた。迷っていた三日間だが、ずっと山道をさまよっていたのではなく、途中で修行僧と共に滝たきに打たれたり、山菜を集めたりして下山に時間がかかったのだ。

「先輩、自販機があります」

「いや、売店で食い物すら売ってるぞ。俺は何か買ってくるから、雪村は飲み物を頼んだ」

　前田はよたよたと売店の中に入りインスタント食品を購入した。ずっとマス目移動を繰り返すうちに前田はモバイルを見ずとも歩けるようになっていた。体内時計で三十秒をきっかりと計測できるという特殊能力つきだ。

　前田はカップ焼きそばにお湯を入れてもらい、新聞とフリスクを買って雪村の元に戻った。雪村は、ミネラルウォーターと缶コーヒーを買っていた。ふたりはパーキングに座ってコーヒーを飲んだ。

「……甘い。久々に甘い物を飲んだよ。ああ、頭がふわーっとする」

「体が糖分を欲してたんですねえ。ずっと山菜とかを食べてたんで、すっごいソースの匂においにくらくらきます」

　雪村が焼きそばにソースを混ぜながら言った。

「山菜とか食ってると体が浄化されるっていうか、なんていうか優やさしく撫なでられている感じだけど、ソースの匂いっていきなり頭をぶん殴なぐられるイメージだよな」

　ふたりはカップ焼きそばをかき込んだ。

「……ああ、うまい、カップ麺めんのうまさは安定してますね」

「日につ清しんカップヌードルとペヤングソースやきそばはどんな辺境の離島でもあるんだぜ。ペヤングを食べたフランス人の有名シェフだかが、うますぎてすっげえびびってたらしいからな」

　前田は一気に焼きそばを食べて大きくため息を吐ついた。急に食べたので腹が痛んだが、それも心地よく感じられた。

「下界の動きはそれほど変わってないな」

　前田は水を飲みながら新聞に目を通した。姉が大ファンであるジャイアンツは首位から転落したようだ。他ほかには花火大会やお祭りのお知らせなどが掲載されている。

「東京版で、タクティクスのことが小さく載ってるぞ。これが成功すれば、過か疎そ化かした街の復興にも利用できるとか」

「マスコミは、すぐお金の話にもっていきますよね」

　ゲームの進行具合も書かれており、現在は二つのゲートを解放したとなっている。

「ゲート解放の勇者がここにいるのに、なんで取材に来ないんだろうな」

「なんで僕らはこんな場所にいるんですかね」

　雪ゆき村むらはじっと高たか尾おの山に視線を向けている。魔王を倒すはずだったが、何な故ぜかこのような東京の辺境に座っている。戦い続けるうちにこんな場所まで来てしまっていた……。

「でも、なんか高尾山の奥深さを感じましたよね」

「ああ、俺おれたちはなめてたよ。山っていうのはそれ自体が神こう々ごうしいものなんだな」

　山を登り制せい覇はするのではなく、山と一体となるのが登山なのだ。生命の息い吹ぶきを感じ取り山の一部となる。だからこそ人々は未いまだに山に惹ひかれるのだ。山とは自分自身の存在を確認する宇宙のようなものだ。

　こうして山にこもった三日間は無む駄だではなかったかもしれない。前まえ田だと雪村はしばらくの休息を取ってから山に背を向け歩きだした。もちろん移動先は次のゲートだ。もう遙花はるかや繭まゆ子こは高尾山にはいないだろう。

　彼女たちがどこにいるかわからないが、ひとつだけ確かなことがある。それは、遙花が現在も魔王討とう伐ばつを目指しており、ゲート解放戦線に参加をしているということだ。つまり、前田たちが旅を続ける限り再会は確実に果たせるはずだ。

「次のゲートは昭しよう和わ記念公園のサジタリウスだ」

　前田は言った。彼女がそこにいる確信があったのだ。

　ふたりはゲートを目指し高尾山を後にした。




　　　　＊




　──そして二日後。

　目を開けると、紫むらさき色いろに染まった空が見えた。前田はしばらくそれが空だということに気づかなかった。緩ゆるやかに流れる雲がベールのようで、ただ見とれていた。

「……先せん輩ぱい」

　雪村の声が聞こえ、前田はやっと我に返った。風と芝しば生ふの匂においを感じた。体を起こしてみると、隣となりで雪村がぼんやりと座っているのが見えた。

「あれ、俺らは何をしてたんだっけ？」

　前田は意識を覚かく醒せいさせようと頭を振った。

「ここ、立たち川かわですよ」

　同じく寝ていたらしい雪村が答えた。そこで前田はやっと気づく。ふたりは苦労をしつつも次のゲートにたどり着いたのだ。つまりここはサジタリウスゲートのある昭和記念公園なのだ。金銭不足から高たか尾おからの移動は難航し、この場所にたどり着いたときには金曜日、ゲーム終了まで残り十日間ほどとなってしまっていた。

「なんか、これまでの出来事が夢だったみたいな感じですね」

　夕暮れの公園には人ひと気けがほとんどなかった。もう閉園時間なのだろう。芝しば生ふの上を四足歩行のクリーナーロボットが歩き回っているのが見えた。さわやかな風が吹いて、周囲の真まっ青さおな芝生がなびいている。

「そういえば、サジタリウスはどこにいるんだ？」

　前まえ田だは思いだした。この場所には四し天てん王のうのひとりがいる。ゲートの解放、同時に東京の解放のためにここにやってきたのだ。本当ならすぐに遙花はるかたちを探したかったのだが、この昭しよう和わ記念公園の一部は安全エリア設定となっており、つまり前田たちでもマス目を気にせず自由に走り回ることができたのだった。

　あまりの解放感のため、前田と雪ゆき村むらは公園内を走り回り、タクティクス東京の無料チケットを使い売店でビールを買い、旅の疲れと心地よい酔よいからそのまま芝生の上で寝てしまったのだった。

「もう閉園時間になりますからサジタリウスはいないでしょう。タクティクスの後に、夜まで予約制でバトルがあるようですが」

　四天王のスケジュールは、朝から夕方までタクティクスを行い、その後は夜までオープニングのような仮想世界でのバトルを行うのだ。どちらで四天王を倒してもゲートは解放される。ただし、四天王は直接バトルでは撃破できないだろう。

「今日はしょうがないな。移動してきたばかりで俺おれたちも疲れてたし」

「そうですね。ゲート解放は明日ですね」

　ふたりは立ちあがった。眠ってしまったのは、魔王軍のトラップにかかってしまった可能性がある。今後は気をつけて行動せねばならなかった。

「エリアを歩いて情報収集をしたほうがいいですね」

「なんかさ、タクティクス参加者は閉園後も出ていかなくてもいいみたいだぞ」

　公園が一気に薄暗くなってきた。すでに閉園時間が過ぎているだろうが、タクティクス東京参加者の姿は公園内に残っている。

　さらに調査すると、売店などでテントなどの貸しだしが行われ、冒険者たちは腰を据すえてゲート解放に集中できるようだ。

「ビショップゲートの解放が困難なのはわかるとして、サジタリウスゲートが残っていたのは意外ですね」

　雪村の言うことはうなずけた。ダークナイト、ヘルホース、サジタリウスは、一種類の駒こまで軍が形成されているのだ。つまりこのゲートには弓きゆう兵へいしかいない。戦略を練れば攻略は容易なはずなのだが。

「のど渇かわいたな……」

　前まえ田だは設置されていた自動販売機に向かい合った。すでに資金は尽きていた。ゲートを解放するには短期決戦をするか、彼女たちと再会を果たすか……。

「なあ、またおごってくれないかなあ？」

　前田は自動販売機に向かって話しかけた。高たか尾お山さんのようにビショップのエオリアがこちらを覗のぞいていないかと期待したのだ。しかし、自動販売機は沈ちん黙もくしている。

「たぶん、今の時間はバトルをしているはずだから無理ですよ」

　仮想世界でバトルを行っている時間だった。しかし、そのとき自動販売機の明かりが点滅した。まるで前田の言葉に反応したかのようだった。

「……あなたたちは冒険者ですか？」

　声が聞こえて、前田と雪ゆき村むらは顔を見合わせた。

「ああ、ヘルホースゲートから来た」

「ヘルホースゲートは、もうとうに解放されていますよ」

　自販機の後ろから出てきたのは若い女性だった。

　前田は彼女の姿を見て息をのんでしまった。細かいウエーブのかかったロングヘアー、真っ白なワンピースとレースの帽子、すらりとした足にミュール。表現するなら、男たちが勝手にイメージする清せい楚そな女性そのままだった。

「ヘルホースゲートは俺おれたちが解放したんだよ。そしてすぐにここに来たんだ」

　前田が言うと、彼女はクスクスと笑った。

「高尾山に登ってみたら、もう解放されたあとだったのでしょ。だって、すぐに来たって言うのに、五日間ほど経たってますもの」

　彼女も東京を救うべく立ちあがった冒険者なのだ。

「僕たちは、ここのゲートも解放しようと思って昼ぐらいに来たんです」

　雪村が言うと、彼女はにこりと笑った。その整った笑みは、人生においての苦労や苦難などをまったく感じさせないほど曇くもりがなかった。

「あなた方の職業は？」

「僕らはふたりとも戦士です」

「いい職業ですね。サジタリウス撃破に向けて必要な人材ですよ」

　彼女は明らかに育ちが良さそうだった。たぶん、金持ちのお嬢様の成長は二極化し、彼女のように清らかに育つか、繭まゆ子このようにダークサイドに向かうかなのだろう。

「あの、それでゲート解放はどうなってるの？　毎日戦いが続いてる？」

　前田たちは、まだサジタリウス軍を確認していなかった。

「交戦は始まっていませんよ」

　前田と雪村は怪け訝げんな顔をした。

「……戦力が足りていないのです。サジタリウス軍は弓きゆう兵へい部隊で迎撃態勢を取りつつ籠ろう城じようをしているのです。ですから、なかなか攻められないのですね」

「なるほどな」

　前まえ田だは思った。確かに移動力のない弓兵は籠城戦法が最適の戦略だ。弓を構えて敵が射程範囲内に飛び込んでくるのを待てばいいだけだからだ。となると、そう簡単には攻められない。

「詳しい情報が聞きたいなら案内しますよ。お店に冒険者たちが集つどってますから」

「あの、僕たち手持ちがなくなってしまって、店には……」

　首を振る雪ゆき村むらに、彼女はすっと紙片の束を差しだした。

「あ、では、よかったらこれをどうぞ。この街で使えるチケットらしいので」

　彼女が渡したのは昭しよう和わ記念公園内で使えるチケットの束だった。

「いえ、そんなつもりじゃあ……」

「ありがとう、ありがとう。ありがとうございます」

　前田は困惑する雪村からチケットを奪うばい取った。これでしばらく飲食に困らなくてすむ。

「気にしないでください。スフィア関係者から大量にいただいてしまったチケットですし、これから一緒に戦う仲間ですから。ではこちらへ」

　彼女はワンピースの裾すそを揺らして歩いていく。

「いいんですか？　もらっちゃって」

「俺おれたちはここで戦うんだから傭よう兵へい代のようなものだ。それに、俺たちは勇者だぞ。これくらいのいい目を見ないとやってられねえ」

　前田はレンガ道をスキップするように歩いた。昼間の蒸むし暑さがなくなり、心地よい風が吹いている。芝しば生ふが多いので夜に暑さを持ち越さないようだ。

「雇い料っていっても、交戦していないのにもらったらよくないですよ」

　と言いつつも、雪村の表情も明るかった。こうして歩いているだけで気分がよくなるのだ。

「そろそろ交戦は始まるから心配なさらずに。魔法使いを中心に精鋭部隊が編成されていますからね」

　彼女の言葉に前田と雪村は顔を見合わせた。

「魔法使い？　この街に魔法使いがいるの？」

「え、まあ、はい。白い魔法使い、なんて呼ばれてしまってますけど」

　やはり繭まゆ子こたちはこの街に来ているのだ。前田の心臓が高鳴った。別れてしまった遙花はるかと再会できる。もう長い間会っていないように思えてしまう。木々が揺らめく遊歩道を進むと、仮設だろうログハウス風の建物が見えた。オープンテラス席で酒を飲んでいる男女の姿があり、中からも歓声が漏もれている。

「冒険者の酒場です。夜はあの店で冒険者たちが交流をしています。来きたるべき対決の日に備えて、英気を養っているのでしょう」

　建物の中は、ちょっとしたバーのような雰ふん囲い気きだった。テーブルが十数個ほど置かれ、ほぼ満席となっている。前まえ田だと雪ゆき村むらは空あいたテーブルに座って一息吐ついた。遙花はるかたちの姿を探したのだが、ここにはいないようだ。

「いらっしゃいませ冒険者様。ご注文は？」

　茶色い布ワンピースのコスチュームを着たウエイトレスが注文を取りに来た。前田と雪村はチケットを渡して、ビールと食べ物などを頼む。

「ゲートの解放を期待していますよ、旅人さん」

　ウエイトレスがにこりと笑って立ち去っていった。

「やっぱりバトルが行われてますね」

　雪村が店内に設置された大型ビジョンに視線を向けた。画面の向こうはスフィアワールドだった。仮想の昭しよう和わ記念公園に設置された特殊リングで戦っているのは、このゲートを守るサジタリウスだ。

　魔王の部下である四し天てん王のうは、夜になるとゲートから魔界に戻るのだ。そこで、挑戦者が魔界に突入して四天王と一いつ騎き打ちをする。しかし、直接バトルで四天王を倒すのは至難の業わざだ。

　アスレチック風の特設バトルリングには大小のプレートが高低差をつけて設置され、そんなフィールドを跳とび回って戦うことになる。ゴスロリ風のコスチュームを着たサジタリウス、つまり白しら樺かばは身軽な動きで対戦相手を攪かく乱らんしていた。

「あれじゃあ無理だな」

「でも、参加者は後を絶たないようですよ。対戦者はスフィアワールドで変身できるわけですから。ドレスを着て特殊なコスメをしてと」

　アイドルのように着飾り衆目の前で戦えるゲームは、高校生を中心に受けているようだった。基本的にスキャンされた体と服装でログインするのだが、サービスの一環として仮想世界で好きな衣装やコスメデータを選せん択たくできるらしい。すでにダークナイト、ヘルホースが陥かん落らくしているため、この場所のバトルの予約が埋まっているのだろう。

　それでも店内の冒険者たちはビジョンを見て盛り上がっている。女の子同士の戦いは見ているだけで楽しいらしい。それに、バトルを行うプレイヤーもオープニングのときに比較しコスチュームの露ろ出しゆつが激しくなっている。周囲の求めに応じてエスカレートしているのだ。

「あの様子じゃいくら戦っても倒せないな。やっぱり、タクティクスでサジタリウスを撃破するしかない」

「でも、皆さんはやる気あるんですかね。これじゃあフェスタの雰囲気ですよ」

　周囲は東京侵略が佳か境きように入っている雰囲気を感じさせない。東京の終しゆう焉えんまであと十日ほどしかないというのに。

「籠ろう城じよう戦法を使われると攻めにくいですよ」

「籠城に対抗する戦略は数だ。数で攻めて城を落とすしかない。織お田だ信のぶ長ながが言ってたから間違いない」

　こうして戦力が集まるのを待っているのは間違いではないのだ。少人数で果敢に攻めたところで被害が出るばかりだ。

「たぶん、弓きゆう兵へいがロングショットの陣形とか組んで待ち構えてるんだろ。となると、こちら側に必要な戦力は戦士だ。重歩兵が弓矢を盾たてで防ぎながら距離を詰めていく」

　横一列に並び、パワーシフトで一気に攻城するのだ。接近しさえすれば戦士たちの攻撃力がものをいう。

「そうなると、騎き兵へいの波状攻撃と合わせたほうが効力を……」

　注文した品がテーブルに置かれたので、ふたりは口をつぐんだ。

「と、とりあえず乾杯するか。サジタリウスゲート陥かん落らく前祝いとして」

「そうですね。景気づけにいきますか」

　前まえ田だと雪ゆき村むらはビールで乾杯した。乾ききった体にビールが全身に行き渡るようだった。あまりのおいしさに目め眩まいを感じる。

「……ぷふぁああ。ビールうめえ、炭酸が口の中で爆発した」

「うわあ、すごいですね。指先まで染しみ渡る感じです」

「おい雪村、このチキンライスすげえうめえぞ」

　コショウが利きいて舌がぴりりとする。バターとケチャップの匂においが鼻び孔こうから抜けていく。

「ペペロンチーノもすっごく辛からくておいしいですよ。すっごいビールに合います。旅で汗をかきまくったから塩っ気がすっごい染みますねー」

　前田と雪村はしばらく食事に集中した。いつの間にかふたりは周囲の席の男たちと一緒に騒さわいでいた。

「負けろー、サジタリウス。できれば、もっと露ろ出しゆつの多い衣装着ろー」

　前田は皆と一緒に画面に向かって叫んだ。しかし、今日の一騎打ちでもサジタリウス撃破はならなかった。

「やっぱり、僕らで倒さないと駄だ目めってことですよ。僕ら勇者の剣でね」

　酔よっ払った雪村はいつの間にかカウンターでウイスキーのロックを飲んでいた。ビジョンではバトルスケジュールを終えた白しら樺かばのバストショットが映っていた。

『哀あわれな冒険者たちよ、魔王様との力の差を思い知ったか。おとなしく東京を明け渡すがよい』

　目に包帯を巻いた白樺が口角をつり上げ笑っている。

『我が能力は弓術と予言である。予言しよう、快楽におぼれるお前たちは、サジタリウスの城を落城させることは不可能だ。怠たい惰だな日々を過ごすうちに、勇気や仲間との友情は錆さびつき、恐怖と痛みだけが増していくだろう……』

　そう言い捨て、画面の白樺はフェードアウトした。

　白樺のセリフに店内にブーイングと、酔いの混じった罵ば声せいが響ひびく。

「こっちには白い魔法使いがいる！　てめえなんていつでも倒せる」

　前まえ田だはその言葉に少しだけ我に返った。そういえば魔法使いはどこに……。

「魔法使いだ。白い魔法使いだ！」

　店内の男たちが歓声を上げた。

「皆さん！」

　前田は声に振り向いた。そこには先ほどのチケットをくれた女性が立っていた。

「サジタリウスの戯ざれ言ごとに耳を貸してはいけません。彼女は恐れています。冒険者たちの勇気に怯おびえているのです。ゲート解放は間近です」

　彼女は穏おだやかな表情で周囲に視線を配っている。

「か弱い私は魔法を使うことしかできませんが、そんな私に力を貸してください。仲間と共にこのゲートを解放し、東京を守るのです」

　前田はやっと気づいた。彼女が魔法使いだったのだ。そして、この場所にいる冒険者たちは、魔法使いを中心にまとまっている。彼女の登場で店内のボルテージが一気に上昇したのを見て、ゲート解放は確かに近いように思えた。

　前田たちは目前の勝利に再び乾杯した。魔物どもに東京を明け渡すわけにはいかない。そして、前田は個人的にも彼女に恩返しせねばならない。ゲート解放が彼女の目的なら剣を持って戦うしかないのだ。

「勇敢な魔法使いに乾杯！」

　前田はコップを掲げて叫んだ。




　　　　＊




　……前田君。

　誰だれかに呼びかけられたような気がした。

　……目を覚まして。

　そんな声に前田の意識は覚かく醒せいしていった。目を開けると緑の葉の向こうに赤く染まった空が見えた。前田は首を振りながら体を起こす。しばらくぼんやりしていると記憶が戻ってくる。昼間に冒険者の仲間からビールをおごられ、飲んだ後にそのまま眠ってしまったのだった。横を見ると、木に寄りかかるようにして眠る雪ゆき村むらの姿があった。

　芝しば生ふエリアには人影がなかった。公園の閉園時間が過ぎているのだ。

　すでに前田がサジタリウスゲートにやってきてから五日が過ぎていた。しかし、未いまだにゲートは解放されない……。

　前田はサジタリウスとの交戦すらしていなかった。前田に焦あせりがないわけではなかったが、それには確固たる理由があるのだ。まずサジタリウスは籠ろう城じよう戦法を取っている。なので、少数の戦力で攻めても意味がないのだ。攻撃するなら多数で一気に攻め落とすしかない。

　つまり、こうして公園でビールを飲んで過ごしていることはまっとうな戦略なのだ。待ち続けるうちに冒険者たちが集まり始めるはずだ。上う手まくいけば仲間とも合流できる可能性もある。

　──東京をあきらめないで。

　遙花はるかの声が聞こえたような気がした。周囲を見回したが当然ながら遙花の姿はない。現在の彼女はどうしているだろうか。ここにいないということは、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんのゲートだろうか。なんだか会ってない期間がとてつもなく長く感じてしまう。

「……もう夕方ですか」

　目覚めた雪ゆき村むらがつぶやいた。今日もタクティクスの時間は終わってしまった。

「昼間のビールは気持ちよくなっちゃいますよね」

「そうだよな。真っ昼間から飲んでいいのかという罪悪感がビールを美う味まくするんだよな」

　ここに滞たい在ざいするうちに顔見知りができ、ビールや食べ物の飲食費を心配する必要がなくなっていた。金を持っている冒険者たちがおごってくれるからだ。

「そろそろ店に行きます？　美み波なみさんも来ているでしょうし」

　美波とはあの魔法使いの彼女のことだ。東とう野の美波。親が若者向けのファッションブランドの会社を立ちあげており、スフィアにも関かかわっている。スフィアワールド最盛期にはストライカーチームインペリアルのスポンサーだった。立ち位置的には繭まゆ子こと同じなのだ。だからこそ、レアな職業を手に入れることができたのかもしれない。

「そうだな、そろそろ一いつ騎き打ちのライブが始まるだろうし」

　前まえ田だは立ちあがった。今日も酒を飲みながら、サジタリウス攻略に向けての戦略を練るという重要な仕事がある。

　店に行くと顔なじみとなった冒険者たちがいる。酒を飲み交わすうちに仲間との絆きずなも深まっているのだ。前田たちが席についてビールを飲み始めると、設置されたビジョンで一騎打ちが始まった。見る限り挑戦者の動きは鈍い。やはりサジタリウスを倒すには直接剣を振るうしかないようだ。

　バトルプログラムが終盤になったとき、店に美波が現れた。こうして夜に彼女が顔を出すのも変わらぬスケジュールだった。

「冒険者の皆さん」

　美波はにこりと笑顔を振りまいた。

「このゲートに強力な勇者が到着しました。これにより、ゲート解放はスムーズに行われることになります」

　彼女の言葉もいつもどおりだった。この場所に来た冒険者と会話し、ゲート解放に協力する確約を取って店で紹介するのだ。しかし、今日は少しだけ内容が違った。

「その勇者はすでに解放された二つのゲートを解放したのです」

　この言葉に前まえ田だと雪ゆき村むらは顔を見合わせた。ゲートを解放したといえば……。

「……その勇者は単独で戦い、ダークナイトとヘルホースを撃破しました。そして、ついにこのゲートにたどり着いたのです」

　単独で撃破したとはどういうことだろうか。立ちあがりかけた前田は、椅い子すから腰を浮かした状態で顔をしかめた。

「彼女は勇気と美び貌ぼうを備えた勇者です。孤独に戦い続け、ひとりで四し天てん王のうのうち二体を撃げき墜ついしたのです。美しきホースガールはこの街でもゲート解放の先陣を切ってくれるでしょう。それでは紹介します、聖せい騎き士しの茉ま莉りです」

「…………」

　前田と雪村は唖あ然ぜんと茉莉を見つめた。

「ジャジャーン、みたいな感じでしょうかね」

　扉から姿を現したのは茉莉だった。薄くメイクをして髪をサイドに結んでいる。コスチュームはミニスカートに胸のラインが浮きでる小さなシャツで全体的に派手な色を使っていた。
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　茉莉の登場により、一部の冒険者から歓声が上がった。ストライカーとしての茉莉を知っているユーザーがいるのだ。

「どういうことでしょう。遙花はるかさんと繭まゆ子こさんは……」

　雪村が様子を窺うかがいながらつぶやいた。

「雪ゆき村むら伏せろ。ちょっと様子を見よう。あいつって、よくわからないところがあるから」

　茉ま莉りが遙花はるかたちを裏切ったということも充分に考えられる。

「サジタリウスゲートに集つどう皆さん、私と共に戦いましょう」

　茉莉が槍やりを掲げて冒険者たちに語りかけている。

「私が槍を握った理由は東京を魔物たちから守るためです。そして、いち冒険者として戦い、ひとりで四し天てん王のうを二体撃げき墜ついすることに成功しました」

「彼女がひとりでやったことになってますよ」

　雪村が言った。茉莉の言動はまずかった。前まえ田だたちがここにいることを知った場合、口封じの行動に出る可能性がある。前回のハルカ回収作戦でも裏切ったように、茉莉の行動は基本的に自分の利益優先なのだ。

「私は騎き士しとしてヘルホースを撃墜することに成功し、聖なるランスを手に入れたのです。魔王を倒す聖騎士への昇格プロモーシヨンを果たしたのです」

　ヘルホースにとどめを刺したのは本当であるようだ。前田たちがユニコーンを引きつけているうちに本体を倒したのだろう。茉莉は東京スフィアの再生を見越して、ストライカーとしてのアクションを起こしたのだ。後にＸゲームが復活した場合、このゲームで知名度を上げておくメリットはある。

「東京の終しゆう焉えんは近づいており、時間がありません。ですから、私たちは戦うしかありません。ゲートの解放を待つのではなく、私たちでゲートを解放させるのです。共に戦い、東京を救いましょう」

　前田は隠れつつもどきりとした。確かに残り五日ほどとタイムリミットは迫っている。今さらながら、何な故ぜ今までのんびりとこの場所で時間をすり減らしていたのだろうと思った。自分たちがやるべきことは剣を振るうことだったはずだ。

　前田の後こう悔かいをよそに、店内は茉莉の登場で異様な盛り上がりを見せている。とにもかくにも、これでサジタリウスとの対決の準備が整ったことになった。

　そして、その日の夜、タクティクス東京ネット掲示板に決戦の文字が躍った。攻城は明日の午後三時──。




　　　　＊




「この攻撃の失敗は人間の敗北となります。もう一度戦力を集め攻城戦を行うのは不可能だからです。私たち人間サイドはサジタリウスを撃破し、速すみやかにビショップの最終ゲートを解放するしか勝機はないのです……」

　美み波なみが杖つえに口を当てて喋しやべっている。魔法使いの杖はスピーカーにもなるようだ。

　午後二時となり、冒険者たちは決戦の準備を進めていた。そして、その中に前田と雪村も混じっていた。

「きっと遙花はるかと繭まゆ子こさんはビショップのゲートにいる。このゲートを解放して俺おれたちも新しん宿じゆくに向かおう」

　前まえ田だは帽子を深く被かぶりながら言った。公園に落ちていたジャイアンツの野球帽を拾ったので顔を隠すために被ったのだ。同じく雪ゆき村むらも、忘れ物のサンバイザーとサングラスをかけている。

「これだけの人数が集まれば、八割方攻略は成功しますよ」

　雪村は周囲を見ている。元からこの場所にいる冒険者と呼びかけで集まった参加者を含めるとこちら側の戦力は五十人以上はいる。

「戦士は横並びになりパワーシフトの陣形を組んでください。騎き兵へいは陣形の両サイド、弓きゆう兵へいはロングショットの陣形を組んで壁かべの背後に待機していただきます」

　語りかける美み波なみの横には茉ま莉りが腕を組んで立っている。攻城戦の戦略は茉莉が組んだのだろう。ストライカーとして魔王軍に参加できなかった茉莉としては、東京を解放してネームバリューを上げるしかないのだ。

　前田は茉莉から視線を外してサジタリウスの城を見た。芝しば生ふの広がるエリアの端はしにある建物が城らしい。タクティクス東京用に造られたもので、柱の多いパルテノン神殿風の建物となっている。ここから見る限り敵の姿はほとんど見えない。城周辺はスキャンも不可能なのだ。

「敵の弓兵は公園のロボットがやっているみたいです。自走式の掃除ロボットなどです」

　雪村が言った。掃除ロボットは高さがないので近づかないと見えないのだろう。データ管理しやすい城の中にはアンドロイドなどがいるのかもしれない。

「隠れながら弓を撃ってくる感じを出してるんだろうな」

「そちらの方も、陣形を組んでください」

　美波に言われたので、前田と雪村も陣形作りに参加することにした。安全エリアを抜けたところで戦士たちが集まりパワーシフトを組む。戦士たちは四十人近くいるので、横並びに二重の壁を構成する。前田と雪村は後ろの壁に編入された。騎兵や弓兵も集まり、着々と攻城の準備が整っていく。

「あっちはロングショットの陣形を取ってるから、城に到達するまでが大変だよな」

　降り注ぐ矢を防ぐには戦士たちが盾たてでガードしながら距離を詰めるしかなかった。前田が他ほかの戦士たちと並んで陣形を作っている横で、雪村は何な故ぜか背後を見ていた。

「どうした？」

　前田が聞くと、雪村は首を傾かしげてみせた。

「いえ、遙花さんがいたような気がして……」

　周囲を見回してみたが、遙花の姿はなかった。

「遙花がいるわけないだろ。いたとしたら絶対に声をかけてくるし」

　戦いの前、遙花と時間を過ごしたい気持ちがあった。このときのこの気持ちはたぶんこの世界でしか伝えられないものだった。前まえ田だにとってすでにタクティクス東京の世界は重要なものになっていたのかもしれない。彼女と再会するには戦いに勝利するしかない。サジタリウスを撃破し生き残るのだ。

　そして、時刻は三時になった。

「開戦の時間が来ました。サジタリウスゲートを解放する時です」

　美み波なみが言った。続いて茉ま莉りが前に出る。

「私たちには勝利しかありません。尊厳を守るためには戦うのみです」

　茉莉が槍やりを掲げると、周囲の冒険者たちから歓声が沸わき起こった。興奮と熱気により冒険者たちの士気が急上昇していった。三つ目のゲート解放を目指して戦いが始まる。

「絶対に生き残って遙花はるかたちに会いにいこうぜ。俺おれたちは必ず勝つ」

　前田は雪ゆき村むらと拳こぶしを合わせた。

「進みなさい」

　茉莉の号令のもと、冒険者側の部隊が動きだした。パワーシフトの陣形を維持したまま、二歩ずつ進む。敵の射程に入るまでは、こちらの弓きゆう兵へいの二マスの移動力に合わせて移動するのだ。

　茉莉と美波は壁かべの背後にいる。自ら先頭に立って戦うわけではないようだった。

「僕らは彼女たちの盾たてみたいですね」

　雪村が背後を振り返って言った。

「集中しろ。声でブザー音とか聞こえない。それに俺たちは美波さんに借りがある。食べ物の恩は絶対に返せって姉ちゃんも言ってた」

　戦士たちの叫びで雪村の声も聞こえない。酔よいで戦いの恐怖を麻ま痺ひさせている。精神を高こう揚ようさせて、死の恐怖と戦っているのだ。

「サジタリウスの落日は目前ですよ」

　美波の声に押されて前田たちは進み続ける。もしもこの戦いで弓矢に倒れ死んだとしたら、そのほうが遙花に早く再会できるだろう。しかし、それは違う気がした。前田はこのゲームのプレイヤーとして再会を果たしたいのだ。すでに前田にとってこの世界は偽にせ物ものではなくなっており、同じ世界で感情を共有する仲間に会いたかった。

　前田の視界に迷彩のペイントをしたロボットが映った。弓兵ユニットたちが陣形を組んで待ち構えている。サジタリウスゲートでの戦いの幕が上がった。







　冒険者たちは陣形を組んでサジタリウス本陣を目指す。

　不意に冒険者たちの声が止まった。前衛の壁を組んでいる数人が動揺しているのが見て取れた。敵の射程範囲内に入ってしまったのだ。

「矢が飛んできたぞ。やっぱりロングショットを使ってる」

　それでもパワーシフトを組んで防御をしているので大したダメージはないはずだ。

「戦士たちは移動速度を上げなさい」

　背後から茉ま莉りの声が聞こえた。射程範囲に入ったことで、一気に距離を詰めようというのだ。

　次のターンでも前衛の戦士たちがダメージを受けたのがわかった。まだ城は遠い。まずは城周辺に配置された弓きゆう兵へいを殲せん滅めつせねばならない。しかし、敵はジリジリと後退しながら弓を撃っている。

　いつの間にか冒険者たちの声が止まっていた。ゲームの楽観的ムードがしぼんでいた。周囲の人間たちは真まっ青さおな顔をしている。前まえ田だはそれを見て思った。彼らはこの街に滞たい在ざいしていた間、まったく戦うことを考えていなかったのだ。だからこそ、これだけの攻撃で戦意をくじかれてしまうのだ。

　しかし、その恐怖は前田にもあった。二つのゲートを解放したものの、それはすでに遠い記憶になっていた。この街で怠たい惰だに過ごしている間に、いつの間にか剣が錆さびついていた。

「くそ、俺おれは今までここで何をしていたんだ……」

　それでもギリギリのラインで平静を保っていた人間たちだが、ついにバランスが崩くずれる。前衛の壁かべについに穴が空あいてしまったのだ。最初の犠ぎ牲せい者しやが出た。

「馬ば鹿か、防御を忘れるから……」

　前田は顔をしかめた。普通に戦っていれば問題なかったのだ。

「移動を二マスに落として。空いた穴には後衛が上がりなさい！」

　茉莉の声が響ひびく。前衛のパワーシフトを崩すわけにはいかない。移動を一マス落とし、後衛の戦士を補充する。しかし、そんな作業は冒険者たちを混乱させる。常に弓矢が降り注ぎ続ける中での戦いのプレッシャーだった。

　再び前衛に死傷者が出る。彼も防御を忘れたのだった。

「ちょっとまずいんじゃないか？」

「いったん下がるか？」

　冒険者側が混乱し始める。リアルな戦いに、恐怖が一気に浸水してきた。

「おい、背を向けちゃ駄だ目めだ」

　前田は唖あ然ぜんとした。前衛の数人が背後を確認しようと後ろを向いてしまったのだ。彼らは無防備に敵に背中をさらしてしまう。そして、深々と矢を撃ち込まれることとなった。それを見て、後衛の戦士の一部が逃げだしてしまった。

「馬鹿な……」

　陣形を捨てて逃げれば、人間側の敗北が決定してしまう。しかし、逃げた冒険者は次のターンで死んだ。

「陣形を維持しなさい！　あなたたちが選せん択たくできるのは、勝利か死かです」

　茉莉が逃げだした冒険者を攻撃したのだ。冷れい酷こくな茉莉の行動に冒険者たちは凍りつく。

「これが戦いです。恐れずに盾たてを構えて進みなさい。撤てつ退たいはありません」

　顔面蒼そう白はくの冒険者たちだったが、茉ま莉りの指示に従うほかなかった。パニックを通り越して思考停止状態に陥おちいっているのだ。

「茉莉、なんてことを……」

「いや、戦うしかないですよ。退却したらもう終わりでしょうから」

　雪ゆき村むらの言うことはわかった。戦略的撤退と言ったら聞こえはいいが、次の戦いは始まらないだろう。恐怖を知った冒険者たちは次の戦いを拒絶する。

「雪村、次は前衛だぞ」

　雪村の前の戦士が死亡していた。雪村は三マス進んで前衛のパワーシフトを維持せねばならない。

「僕は行きます。先せん輩ぱいも気をつけて」

　雪村が前衛に上がる横で、前まえ田だは唇くちびるを噛かんでいた。人間側はあまりに脆ぜい弱じやくだった。この街に集まった冒険者たちはこれが初めての戦いだったのだ。経験値も貯ためることなく、ただ遊び半分で時間を過ごしていた。能力的にも精神的にもか弱すぎる……。

「もう少しで剣が届きます。必ず勝てます！」

　前衛に上がった雪村が剣を振り上げ周囲の冒険者たちを鼓こ舞ぶした。それに反応して声が上がる。しかし、それは悲鳴に近かった。叫びとともに体の中の恐怖を吐きだそうとしているように思えた。それでも前田も叫んだ。

「戦え！　戦え！　戦え！」

　冒険者たちは声の限り叫ぶ。これはゲームではなかった。リアルな戦いそのものだ。

「矢が飛んでくるぞ。盾を構えろ！」

　人間たちは戦いを選せん択たくし、お互いに声を出し合いフォローしている。すでに敵は視界に入っている。迷彩のペイントをした弓きゆう兵へいがはっきりと見えた。

「あと少しだ！　あと少しで剣が届く！」

　前田の叫びに冒険者たちも叫ぶ。熱だった。戦い続けるには熱が必要だった。恐怖を蒸じよう発はつさせる熱狂だ……。前田は一種の興奮状態を味わっていた。興奮により脳内麻薬が発生してのランナーズハイ状態。

　目の前で弓兵が陣形を崩くずしたのが見えた。戦士たちのプレッシャーに押されてロングショットの陣形を崩ほう壊かいさせた。それを確認した冒険者たちの中で勝ちどきが上がった。絶えず降り注いできた矢の雨が止やんだのだ。

「突撃だ！　一気に攻めるぞ！」

　ロングショットの陣形を崩した弓兵は妙な動きを見せた。縦の陣形から横並びへ。先頭が前に出るあのデルタ状の陣形は確か……。

「油断するな、デルタショットで来るぞ！」
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　デルタショットの陣形を組んだ弓きゆう兵へい軍は、今度は前進して距離を詰めてきた。

「パワーシフトを崩くずすな。攻撃を受け止めるんだ」

　前まえ田だは叫んだ。デルタショット対パワーシフトの陣形の対決だった。

　戦場に甲かん高だかい音が響ひびき渡る。それは、デルタショットの発射音だった。前衛の壁かべにボコボコと穴が空あいた。デルタショットの強きよう烈れつな攻撃は、戦士たちの盾たてを撃ち抜いたのだ。前田の前にいた戦士も、今の発射であっけなく死亡した。攻勢に出た戦士たちが陣形を崩してしまい、完全なパワーシフトを組めなかったことも一因だった。

　この攻撃は戦士たちの心をも折る一撃だった。今度こそ、戦士たちの陣形は完全に崩ほう壊かいした。弓兵から距離を取ろうと逃げだす戦士たちが続出する。前田は陣形を維持するよう必死に叫んだが、その声は悲鳴によってかき消される。

「騎き兵へいを突撃させろ！　戦士のフォローをしろ！」

　前田は茉ま莉りを振り向いた。もう盾の役目は終わったはずだ。

「まだです。まだ待機しなさい」

　茉莉は冷たい笑みを浮かべたまま騎兵たちに指示を出していた。茉莉にとっては、戦士たちは使い捨ての歩兵なのだ。目的達成のために捨て駒ごまにしている。

「ふざけんな。いいかげんにしやがれ、茉莉！」

　前田は帽子を脱ぎ捨てて叫んだ。

「あら、前田君。ここにいたんですね」

　茉莉は前田を見てにこりと笑った。

「騎兵を突入させろ。もう陣形維持は無理だ」

「……作戦は順調ですよ」

　茉莉は冷たく言い放った。

「戦え！　戦うしかない。逃げずに前進しろ！」

　前田は向き直って周囲に叫ぶ。周囲は混乱していた。パニックに陥おちいると自分の座標を見失って死亡するプレイヤーも出てしまう。

　前田は次のターンで前進してデルタショットの陣形に迫った。防御を捨てて剣を振り上げる。前田の一撃は、デルタショットを構成していた弓兵を打ち砕くだいた。

「倒せるぞ！　剣が届けば戦士が有利だ！」

　デルタショットの陣形は弓きゆう兵へいが一体欠ければ崩ほう壊かいするのだ。

「反撃だ！」

　雪ゆき村むらも叫んで突撃していく。前まえ田だたちの姿に戦士たちの逃亡も止まった。戦士たちの獰どう猛もうな反撃が始まった。次々とデルタショットの陣形が崩くずれていき、戦場に冒険者たちの歓声が響ひびき渡る。

「突撃しなさい！」

　ついに茉ま莉りが騎き兵へいに指示を出した。機動力を駆使して一気にサジタリウスの城へと突撃する。城を守っていた弓兵は蹴け散ちらされて防衛線を崩壊させた。

「先せん輩ぱいダメージは？」

　雪村がこちらに寄ってきた。

「ほとんど大丈夫だ。俺おれたちも茉莉に注意しながら城に行こう」

　混乱に紛まぎれて茉莉に殺される可能性もあるのだ。前田と雪村はふたりで陣形を組んで城の中へと向かう。神殿を模した建物の中は、円柱がいくつも立っており見通しが悪い。サジタリウス本隊がどこにいるかもわからなかった。

　最終防衛線が崩壊し、戦士と騎兵が城に突入してくる。戦力的にもこのゲートの戦いの帰き趨すうは決定したはずだ。城への侵入を許した時点で、サジタリウス軍の敗北は決定的だ。

　そのとき、城の中で大だい音おん響きようが鳴り渡り、同時に数人の冒険者が死んだ。

「な、何が起こった？」

「城の中心部ですね」

　前田と雪村は慎重に移動する。柱に身を隠しながら進むうちに、ついに敵の姿を確認した。ゴスロリ風の格好をしている白しら樺かばの姿も一いつ瞬しゆんだけ目に入った。このまま突撃すれば、三つ目のゲートを解放できる。

　──気をつけて。

　前田は遙花はるかの声を聞いたような気がした。汗が垂れ落ちた。なにか嫌いやな予感がする……。

「雪村隠れろ、なにかまずい」

　前田は雪村を柱の陰に押した。

　──再び大音響。

「ああっ」

　前田の機器が激しく震ふるえた。確認すると防御をしていたにもかかわらず、前田は瀕ひん死し状態に陥おちいっていた。

「先輩」

「……攻撃を受けちまった。それも特大のやつを。一瞬だけ確認したんだ。やつら妙な陣形を組んでやがった」
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「大丈夫です、きっと柱に隠れていれば攻撃は受けませんから」

　離れた柱に隠れている雪ゆき村むらが言った。

「…………」

　前まえ田だは柱の陰に隠れながら首を振った。全身から汗が噴きだした。全身が凍りついたように硬直していた。これが死の恐怖なのだろうか。たかがゲームではなく、これは紛まぎれもなくリアルだった。前田が一週間以上の時間を過ごしたこの世界は本物だったのだ。だからこそ、この世界での死を全身が拒絶している。

「……死ぬのか」

　前田はつぶやいた。このゲームでの死は世界を失うことだ。そうなれば、仲間との再会は果たせない。この世界の住人として心を触れ合わせる資格は消滅する。苦しくも楽しかったあの時間は霧きりのように消えてしまう。ああ、死にたくない……。

「死にません！　サジタリウスさえ倒してゲートを解放すればいいんです」

　雪村が叫ぶように言った。

「……憶おぼえてるか？　ダークナイトの城でゲート解放後にプレイヤーを狩かっただろ。逃げ場を作るのと経験値稼かせぎの意味合いもあった。そういうのって自分に返ってくるよな。たとえこのゲートを解放しても、混乱から離脱するヒットポイントはないよ」

　前田は自じ嘲ちよう気味に笑った。体の震ふるえがどうしても止まらなかった。

「そんなこと言わないでください。サジタリウスを倒して、必ず僕が守りますから」

「そのサジタリウスだって、どんな攻撃をしてくるかわからない。こうなったらさ、雪村だけでも逃げたほうがいい」

「先せん輩ぱい……」

「そして、俺おれが死んだって遙花はるかと繭まゆ子こさんに伝えてほしい」

　死んだ人間が会いに行くことはできない。死んだ時点でこの世界から前田は失われるのだ。死者は仲間と再会する権利などはないからだ。

「生きて会いに行きましょうよ。先輩は遙花さんに必要です。あの人は戦わせては駄だ目めなんです。戦い続ければ自分を見失って昔みたいになります。だから先輩は……」

「俺はもう駄目だ」

　前まえ田だが目を閉じたとき、雪ゆき村むらが叫んだ。

「すべての人間に伝える！　次の移動ターンで一気に攻撃を仕掛ける。サジタリウスは陣形を組んでいるけど恐れることはない。一体でも倒せば陣形は崩くずれる。だから、次のターンで総攻撃だ！」

「……雪村」

「大丈夫です。必ずゲートは解放してみせます。そして、仲間と再会しましょう」

　雪村が親指を立てて笑った。

「柱から出るな。雪村の言葉にプレイヤーが応じるわけがない」

　この街にいる臆おく病びよう者ものの冒険者たちの心はすでに砕くだけているはずだ。

「先せん輩ぱいはそこにいてください。僕は信じます。必ずみんなは一緒に攻撃してくれるはずです」

「雪村、行くな」

　そろそろ移動ターンとなる。

　雪村は剣を構えると、柱の陰から身を躍らせた。同時に城の中で雄お叫たけびが響ひびいた。冒険者たちは雪村の言葉に応こたえたのだろうか。

　前田はぎゅっと剣を握った。こうなったら自分だけ柱の陰で震ふるえているわけにいかなかった。たとえ死んだとしても、仲間を裏切るわけにはいかない。そんな醜みにくい状態で遙花はるかと再会できるわけがない。死ぬのなら勇敢なままで……。

　しかし前田は動けなかった。モバイルを見ると、『バインド魔法がかかっています。行動禁止』との表示があったのだ。

　はっと振り向くと、そこには美み波なみが立っていた。

「前田さん、あなたはゲートを解放した勇者だと偽いつわっているそうですね」

　美波の顔に軽けい蔑べつの色が浮かんでいた。茉ま莉りからそう説明されたのだろう。

「違う、俺おれは本当にゲート解放戦線に参加した」

「失望しました。私は同じ志を持った人間にはできる限りのものを与えてきました。それは実生活でもこの世界でも同じでした。でも、裏切りは決して許しません」

　美波の冷めた表情は、アンバランスに同居する彼女のもうひとつの人格だった。

「味方の裏切り者は、敵よりも先に排除せねばならないものなのです。それは企業論の基本なのですよ……」

「待て、俺は裏切ってなんていない」

「……死んでください」

　美波は杖つえを振り上げた。しかし、そのときすっと前田と美波の間に戦士ユニットが移動してきた。深々と帽子を被かぶったその戦士は美波と対たい峙じする。

「下がって。でなければ殺す」

「戦士が魔法使いに勝てると？」

　次の攻撃ターンで美み波なみはバインドの魔法をかけたが、その戦士はかまわず剣を振り下ろす。ダメージを受けた美波が唖あ然ぜんと後ずさった。

「なんでバインドの魔法が……」

「四し天てん王のうにはバインドの魔法が効かない、のだ」

　その戦士は帽子を取った。

「……ダークナイト」

　前まえ田だは唖然とした。立っていたのは悠ゆ羽う美みだった。
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『ただいま三つのゲートが解放されております。魔王との対決まで残りのゲートはあと一つ。東京をあきらめないでください……』

　前まえ田だは丸まるノの内うち線の東ひがし高こう円えん寺じ駅の構内にいた。メトロの壁かべに設置されたビジョンからはタクティクス東京のＣＭが流れている。サジタリウスゲートは解放されたのだ。しかし、サジタリウスがまだ生きていることを前田は知っていた。

「移動しますよ、人間よ」

　前田の背後に立っているのが、サジタリウスの白しら樺かばだった。白樺はゴスロリのコスチュームを脱ぎ捨て、キャミソールのような薄着になっている。大きな弓はゴルフバッグに入れて担かついでいた。

「……早く」

　タオルにくるんだ剣の先で前田の背中をつついているのがダークナイトの悠ゆ羽う美みだった。悠羽美は秋あき葉は原ばらで買ったらしい、I Love Akibaと書かれただぼだぼのシャツとベースボールキャップを被かぶっている。ふたりとも変装をしているつもりのようだ。

「なあ、いったいなんのつもりなんだよ、馬ば鹿か」

　前田が悠羽美を見ると、彼女は舌打ちをして睨にらみ返してきた。

「人間よ、私たちの言うことを聞いたほうがいいですよ。人間世界のガイド役としてお前を生かしているのだからな」

　白樺が冷たく言った。このふたりはずっとこの調子なのだ。

　サジタリウスの城で悠羽美と再会した前田だったが、彼女は前田に剣を向けて移動を促うながした。その後、ゲートが解放される。それは人間側の勝利だった。

　パニックの中、サジタリウスの白樺は逃亡を図った。城に設定された非常口を目指して移動する。それに気づいた茉ま莉りが機動力を生かして白樺に迫った。しかし、悠羽美が白樺を守り茉莉と交戦する。その隙すきに白樺は逃げ、悠羽美に脅おどされ前田も非常口をくぐった。振り返ると悠羽美も非常口を抜け、扉を閉めたのが見えた。

「走りますよ」

　非常口の外は安全エリアとなっているらしく、前田は訳もわからず白樺たちと走ったのだ。白樺は着ていたコスチュームを脱ぎ捨て薄手のキャミソール姿になった。その後、昭しよう和わ記念公園から脱出し、電車を乗り継いで高円寺にたどり着いたのだった。

　しかし、ふたりはここまで移動してくるまで、まったく理由を話さなかった。ずっと四し天てん王のうとして前田に接しているのだ。

「なんで高たか橋はしがゲートに来たんだよ」

　前まえ田だはホームを歩きながら聞いた。

「……四し天てん王のうの一員として、仲間を助けるのは当然だから、だ」

　悠ゆ羽う美みは平然と答えた。

　改札口を抜けると前田のみ再びマス目移動が始まる。階段を上り外に出ると、すでに外は暗かった。目の前には青梅おうめ街道があり絶え間なく車が走っている。前田のホームタウンの隣となり町まちだが、ほとんど来たことがなかった。

「こっちに。公園に入ります」

　改札口から出たところはすでに公園の敷地内だった。東ひがし高こう円えん寺じの蚕さん糸しの森もり公園だ。

「無む駄だな移動をしないために東高円寺を選んだ、のだ」

　悠羽美はそんなことを言いながら、前田に剣を突きつけ公園に入るよう促うながす。この公園はそれほど広くないものの、池や芝しば生ふなどもあるようだ。すでに深夜なので公園内にはほとんど人ひと気けがなかった。

　三人はのろのろと公園内を移動し、傾斜のついた芝生エリアに入った。

「ここで待ちましょう。人間、あなたも座りなさい」

　白しら樺かばはふうっと息を吐ついて腰を下ろした。前田も仕方なく言われるまま白樺の隣に座った。悠羽美は近くに立ったまま周囲を見ている。

「……とにかく、ゲームは続いてるってことだよな」

　前田は隣の白樺を見つめた。朝からサジタリウスとして戦い、その後逃走を続けたので白樺の疲ひ弊へいはひどかった。全身にじっとりと汗をかいてキャミソールが肌はだに張りついている。

「あまり見ないで、ください」

　白樺は胸を隠す仕草を見せた。

「私、あまり胸がないんです。仮想世界ではちょっと大きめなんですけどね」

　白樺はクスッと笑ったあと、はっとしたように前田を睨にらみつけた。

「人間よ、調子に乗るな」

「……変態」

　悠羽美も剣を突きつけ暴言を吐く。訳がわからない状態だということだけが理解できた。
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「こうして逃げることは、ゲームの設定に入っているのか？」

　前田の問いに、白樺と悠羽美は視線を合わせた。

「私たちはもともと魔物ではなく、魔王から力を授かった人間なのです。四天王のビショップだけは魔物ですが、他ほかの三人は違います。ですから、ゲートが解放されてしまった今、私たちは今後の身の振り方を考える必要があります」

　白樺はあくまでも四天王として受け答えをしている。

「人間に力を貸してくれることもできるのか？」

「……どうでしょうね。魔王の力は強大ですから」

　目の前にはコンクリートで造られた小川が流れており、ミュールを脱いだ悠ゆ羽う美みが足を浸つけている。戦いに敗北した四し天てん王のうはこのような小さな公園に逃げ延びることとなった。前まえ田だは芝しば生ふに横になって空を見上げた。仲間とはぐれついにひとりになってしまった。そして、こんな場所に来てしまった。雪ゆき村むらと繭まゆ子こはどうしているか。遙花はるかはどこにいるのだろうか……。

　そのとき公園にヒールの音が響ひびいた。体を起こすと、薄暗い公園内に人影があった。女性のその影はこちらに向かって歩いてくる。隣となりに座っていた白しら樺かばがすっと立ちあがった。

　そのスレンダーな人影は、布地のワンピースを着ており、白樺と悠羽美を見るとほんの少しだけ笑ってみせた。

「あなたは？」

　彼女はちらりと前田に視線を向けた。

「俺おれは人ひと質じちなんだ。四天王につかまった」

　白樺が黙だまっているので仕方なく前田が答えた。

「……ヘルホース、か？」

　彼女はヘルホース役のストライカー、華か妃ひ実みだった。

「元、ヘルホースですがね」

　敗北した四天王が集まったことになる。もしかしたら、この公園を待ち合わせ場所にしていたのかもしれない。

「着替えや食べ物を持ってきたわ」

　華か妃ひ実みは紙袋を置いたが、悠ゆ羽う美みと白しら樺かばはそっぽを向いている。

「こうして四し天てん王のうで集まりよからぬことを企たくらんでいるな、魔物どもめ」

　前まえ田だは華妃実をじっと見つめた。

「それはゲームの設定よ。あなた、ちょっとのめり込んでるわね」

　華妃実がさらりと言ったので、前田は目を丸くした。

「あれ、あんたはまともなの？　やっぱりおかしいのはこのふたりだった？　よかった、こいつらずっと話が通じなくて」

　前田は安あん堵どした。やっとまともな人間に会えたのだ。前田の横では悠羽美と白樺がむっとしたように睨にらんでいた。

「あなた、前田さんね。あの遙花はるかの……」

　華妃実はそう言うと、前田に手招きした。前田は促うながされるまま華妃実と公園のベンチに腰を掛ける。

「彼女たちはああしてゲームを続行する必要があるの」

　華妃実は、公園の水道で体を洗い始めた悠羽美と白樺を向いて言った。

「簡単に説明するわ。私たち三人は人ひと質じちを取られている。だから、四天王役として全力で戦わざるを得なかった」

「……人質？　犯罪じゃないか」

　たかがゲームでそんなことがあるのかと前田は驚きよう愕がくしたが、華妃実は首を振る。

「犯罪ではないわ。だって、実体のない人質だから」

「実体がないってことは……」

「スフィアワールドのアバターよ。条件はこう。タクティクス東京で魔王サイドが勝利すれば私たちは助かる。しかし、それには完全勝利が必要なの。自分が守るゲートを解放されていたら、魔王は役立たずの部下の四天王を殺してしまう」

　つまり、ゲートを解放されてしまったこの三人は、これから魔王が勝ったとしても、役立たずとして魔王に殺されてしまうのだ。

「ワールドのアバターを魔王に殺されるってことか？」

「ええ。それがルールなの。私たちはアバターを失う可能性がある」

　ゲームの結果いかんによっては、悠羽美たちはスフィアのボディを消失してしまうのだ。もちろん、いったん失えば再生は不可能だ。スフィアワールドにログインすることは不可能となる。

「だから、高たか尾お山さんゲートでは夜間の奇き襲しゆうまで行ってゲートを守ろうとした？」

「そうよ。どうにか少しだけルールを変えることができたの。ちょっとしたバグを使ってね」

　華妃実の所属していたチーム、スカーレットは、バトルにおいてデータを損傷させるバグスキルを利用していた。今回のゲームでもそんなスキルを使ったのだろう。

「あと、もうひとつは、魔王が敗北すれば私たちは助かるの。四し天てん王のうのうち三人は人間の設定だから、魂たましいは救済されるということ」

「つまり、中途半はん端ぱな感じだと駄だ目めだってことか。で、あいつらの態度はなんなんだ？」

「生きている限りゲームを続行する。それも条件なの。だから訳も話せない」

「話せないって、監視されてるのか？」

　前まえ田だは公園を見回したが怪しい人影は存在しない。

「監視なんて簡単だわ。だって、スフィアシステムがあるから」

　前田はどきりとした。東京を覆おおうスフィアが監視している。だからこそ、白しら樺かばと悠ゆ羽う美みは死んだ四天王の華か妃ひ実みを無視していたのだろう。

「なあ、ちょっと怖い話じゃないか？　監視とかアバターを人ひと質じちとか。それって、犯罪じゃないにしてもやっぱりおかしい話だ」

「そう、おかしいの。誰だれがこのような強引なルールを作ったかもわからない。スフィアを利用しての監視なんて、勝手に人間ができるわけがない。だから思ったの。もしかしたら、知能を持ったスフィアがこのゲームを作ったのではないかと」

　前田はその言葉にどきりとした。スフィアが知能を持つという言葉が頭をぐるぐると回る。確かに繭まゆ子こも異変を感じていた。実態の見えないゲーム制作者。スフィア自体が主導権を握っているのならばすべてぴたりと当てはまる。

　スフィアは遙花はるかのデータと一体になり、知能すらも持ち始めたとしたら……。

「……アバターを失うのは避けたいのか」

　前田は華妃実に聞いた。

「ええ、スフィアワールドは必ず再生するから。スフィア最盛期以上に発展し、Ｘゲームも行われる。新たなストライカーも生まれ、崩ほう壊かい後に生き残ったストライカーも戻ってくる」

　華妃実はすっと立ちあがった。

「そのときに、私は行動を選せん択たくできる権利を持っていたい」

「崩壊後に生き残ったストライカーは数少ないけどな。チームも崩壊したし、きっとストライカーの枠組みは再編成される」

「崩壊後もエースストライカーは生き残っていたわ。グロリアは遙花。死んだと思っていたけど生きていた。そしてインペリアルはフィフティスターの唯ゆい川かわマドカ」

　遙花の生存は条件付きだ。インペリアルのマドカはデータの海に墜つい落らくした……。

「私のチーム、スカーレットのエースストライカーであるアンジェリカも生きている。白樺のチームの鳳ほう堂どう館かんもゴールドが生存しているらしいから」

　前田はその事実に驚おどろいた。つまり崩壊後も四大チームのエースは生き残ったのだ。となると、再び各チームによる主導権争いが始まる可能性もあるということだ。

「私は行くわ。ゲームに負けた以上、自分の力で運命を変えられないから」

　華か妃ひ実みはそう言うとベンチを離れていく。

　前まえ田だは華妃実の背中を見送りながら思考した。悠ゆ羽う美みと白しら樺かばが逃走したのは、アバターを守るためなのだ。魔王が勝つにしろ敗北するにしろ、自分の力で選せん択たくしたいのだ。魔王討とう伐ばつには聖なる武器が必要であり、四し天てん王のうはそのキーパーソンだからだ。

　ふと顔を上げると、目の前に白樺が立っていた。彼女はじっと華妃実を見送っている。

「魔王の完全勝利か、敗北か、か」

「私たち四天王は魔王を倒せないのです。ですから、選択肢しは限られます」

　この時点で、白樺は魔王の敗北を望むしかない。

「では、私も行きます。私の旅を続けますから」

　白樺は華妃実の置いていった紙袋を持ち立ちあがった。

「なにかやることがあるなら手伝うよ。脅おどされて仕方なく手伝う感じだけど」

「人間よ、あなたはダークナイトと共にいなさい。彼女は見た目以上にか弱い存在です。ですからあなたの助けが必要でしょう」

　白樺はにこりと笑った。

「私には見えます。あなたは運命の女神に見守られています。信じる道を進めば運命は開けることでしょう。ラッキーカラーは青、ラッキーアイテムは缶コーヒー、明日の降水確率は八十パーセントです」

　白樺は公園から歩き去っていった。しばらくぼんやりと突っ立っていた前田だが、ふと悠羽美の姿が見えないことに気づいた。

　前田が周辺を探すと、悠羽美のＴシャツが木の枝に掛けられているのが見えた。悠羽美も白樺同様に、ダークナイトとして単独で旅を続けようというのだろうか。

「……あ」

　シャツを手に取った前田は横を向いて硬直した。悠羽美が木陰で服を着替えていたのだ。

「…………」

　悠羽美は急いで服を着ると、木に立てかけてあった剣を握って振りかぶった。

「ちょっと待て、悪かった……え？」

　剣を振るおうとした悠羽美だったが、不意に力が抜けたようにその場にへたり込んだ。ダークナイトの長剣がカランと音を立てて公園の石いし畳だたみに転がった。

「……高たか橋はし？」




　　　　＊




『現在、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんゲートでは雨により交戦がストップしております。なお、タクティクス東京は明後日あさつてが最終日となります。東京侵略の期日は迫っています……』

「雨、か。止やまないとどうなるんだ」

　前まえ田だは公園の遊具の横穴の中で、モバイルのタクティクス東京トピックスを見ていた。昨日の夜から降り続いている雨は止む気配がない。

「……当然、魔王軍の勝利」

　弱々しい声は悠ゆ羽う美みのものだった。

「起きてたのか？」

　悠羽美はタオルケットにくるまるようにして膝ひざを抱かかえ目を閉じている。彼女はいきなり昨日の夜に倒れてしまったのだ。四し天てん王のうとしてずっとハードなスケジュールをこなし、その後逃亡生活を送っていたので一気に疲れが出てしまったのだろう。

　驚おどろいた前田は家に戻るように言ったのだが、悠羽美は首を振るだけだった。それも魔王から与えられた条件なのだろうか。前田もマス目移動のルールがあるため、こうしてこの遊具の穴で昨日の夜からふたりで過ごしていた。

「ダークナイトの時給は九百五十円……」

「え、は？　なに言ってんの？」

　悠羽美は目を閉じたままつぶやいていた。寝ぼけているのだろうか。

　前田が悠羽美の顔を覗のぞき込んだが彼女は反応せず、無防備に寝顔をさらしていた。その整った顔は人形のようだった。顔を近づけると、悠羽美の唇くちびるから熱い吐息が漏もれた。

「…………」

　前田は悠羽美の頬ほおに手を添えて「うわあ」と悲鳴を上げた。顔が強きよう烈れつに熱かった。彼女は高熱でずっと意識が朦もう朧ろうとしていたのだ。

「だ、だ、大丈夫かよ。熱で精神が錯さく乱らん状態になってるぞ。もしかして昨日からこんな熱が出てたのか？」

「……平気」

　悠羽美はうっすらと目を開けた。悠羽美の熱をどうにかしたかったが、外は激しい雨なので、こうして狭い横穴の中でじっとしているしか選せん択たく肢しはなかった。

「薬だけ買ってくるよ」

「いいから、ここにいて」

　悠羽美がそう言ったので仕方なくその場に待機した。再びぎこちない空気が流れる。

「Ｘゲームが天候に左右されると違和感があるよな」

　スフィアワールド最盛期には、ストライカーだけでなく一般ユーザー参加型のＸゲームがいくつもあった。しかし、すべて仮想世界の中で行っていたのだ。こうして現実の東京でゲームをしていると妙な気分になる。

「ビジネスモデルからいくと、こうしてユーザー層を広げていくのは当然か」

　閉鎖された空間では爆発的な拡大は望めないのだろう。

「……でも、ストライカーは仮想空間でしか生きられない」

　悠ゆ羽う美みは膝ひざに顔を埋うずめながらつぶやいた。その言葉はちょっとした矛む盾じゆんだった。ストライカーのために作られたＸゲームだが、拡大と共にストライカーの存在意義が薄れていく。

　もともとストライカーはワールドのバグ対策に生みだされた存在だった。バグとはデータの矛盾であり、そんなバグデータは組み合わさりモンスターとなってしまう。その対策として、ストライカープログラムが作られたのだ。女性の身体能力を強化するプログラムだ。新たなプログラム制作はすぐに禁止され、現在はその基本プログラムしか使われていない。

　ワールド草創期、仮想世界を使用するにあたり多数のバグの殲せん滅めつが必要であり、そのために多数のストライカーが生みだされた。そんな初期のストライカーたちの中に遙花はるかはいた。

　その後、遙花はその能力を買われ、バグ対策のエリートチームとして厳重に管理された。スフィアワールドをビジネス利用するには、遙花などの有能なストライカーが必ひつ須すであり、その頃ころの遙花は現実生活で問題を抱かかえ仮想世界にしか居場所がなく、両者の利害は一致していた。

　しかし、バグ対策のエリートチームの末路は悲ひ惨さんだった。バグとの戦闘で死亡した人間はまだよかった。狂ったデータに触れておかしくなった精神状態を現実まで持ち越してしまうこともあったのだ。現在生き残っているストライカーは、華か妃ひ実みが触れたスカーレットのアンジェリカや鳳ほう堂どう館かんのゴールドなど、チームのエースクラスのほんの少数だ。

　アンジェリカはバグに触れるうちに自らのデータにバグを発生させ、ゴールドは狂った精神状態のリミットを振り切ってしまう。しかし両者ともその件が逆にストライカーとしての能力を上げ、戦いの場をバグとの対決からＸゲームへと移行させ現在の地位を手に入れる。

　そして遙花。スフィアワールドで活動していた前まえ田だと遙花が出会ったのもその頃だ。厳重に管理され人間性を失いかけた彼女を知り、助けてやりたいと思ったのだ。囚しゆう人じんのように扱われていた彼女を救ってやりたいと……。

「……ん？」

　横を向くと、悠羽美が前田の肩にもたれかかっていた。意識を失うように眠ってしまったのだ。前田は悠羽美の首にタオルを巻いてやった。汗をかけば少しは熱が下がるだろうか。そして明日は雨が止やむだろうか……。
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『現在、最終ゲートの新しん宿じゆく御ぎよ苑えんにおいて大規模な戦闘が行われています。四し天てん王のうの最後の一人であるビショップはメガ級の魔法を使用し、冒険者たちに多数の死傷者が出た模様です。しかし、冒険者たちも魔法使いを中心に反撃に出て……』

　メトロビジョンでタクティクス東京の現状が報告されていた。

　前田と悠羽美は駅構内のホームに立っていた。土曜日の朝は晴れており、前田と悠羽美は新しん宿じゆく御ぎよ苑えんを目指すことにしたのだ。隣となりで電車を待つ悠ゆ羽う美みは真っ白だった。白いワンピースにつばの丸い白い帽子。華か妃ひ実みが用意した服装は東京の街で浮いていた。

「……魔法使いか。美み波なみと茉ま莉りがゲート解放のために戦ってるんだろうな」

　茉莉は魔法使いの美波を利用して魔王討とう伐ばつを成功させる気なのだ。

『東京が侵略されるまであと二日です。東京の冒険者たちに伝えます。どうか東京をあきらめないでください』

　今日は七月の最終土曜日だった。明日の日曜日の午後九時でタクティクス東京は終わる。そのときに魔王を倒していなければ、東京は侵略されてしまうのだ。

「ビショップを倒して最終ゲートを解放すれば魔王との決戦か」

「……ビショップは倒せない」

　そうつぶやいたのは悠羽美だった。まだ熱っぽく体がふらふらとしている。

「ビショップには究極の魔法、ワープがある、から」

　ホームに電車が入ってきた。前まえ田だと悠羽美は電車に乗り新宿御苑を目指す。

「なあ、お前はどうするつもりだ？　魔王の完全勝利を目指して人間と戦うのか？」

　前田はドアに寄りかかりながら聞いた。

「わからない」

　悠羽美はドアに手を添えてじっと外を見ている。メトロの窓の外は真っ暗だった。

「……でも、私はあの世界での存在を失うわけにはいかないから」

　新しん宿じゆく三さん丁ちよう目め駅でふたりは下車した。階段を上がり前田は新宿の街に出る。なんだかとても久しぶりに戻ってきたような気がした。三つのゲートを解放して回り、再びビショップゲートにたどり着いた。旅はもう終盤だった。

「横を、歩いて」

　悠羽美が熱い息を吐きながら言った。

「カップルみたいな感じでか？」

「あくまで形式的で、手とかを繋つなぐのはなし」

　悠羽美は魔王軍の戦士なのだ。見つかったら殺される可能性があるので、できるだけ不自然なところを見せたくないのだろう。

　メトロの出口から新宿御苑まではすぐだった。ふたりは並んで歩き新宿御苑の敷地内に入る。園内は意外に平静を保っていた。冒険者たちが攻勢を強めているため、入り口付近に人ひと気けがないようだ。

　さらに進み芝しば生ふのエリアに出ると、冒険者たちの姿が確認できるようになった。ダメージを受けた冒険者たちが情報交換をする姿が見える。交戦が続いているようだった。さらに臨時の医療施設らしいテントが設置され、そこでナース姿のアンドロイドが働いている。ヒットポイント回復所らしく、冒険者たちの行列ができていた。

「ゲートが解放されそう」

　悠ゆ羽う美みは日本庭園の方角を見つめている。

『ただいま人間軍が魔王軍の最終防衛エリアまで侵攻しました。ビショップは居城まで退却しております。脱落した方はこちらに移動してください……』

　公園内にアナウンスが流れている。激しい戦闘で、両軍に犠ぎ牲せい者しやが続出している。日本庭園エリアでは、人々が入り乱れて動いている姿が見える。ただし、ここからでは状況がよくわからない。

「人間側の動きがいい。誰だれかが統率している」

　悠羽美は帽子を深く被かぶって戦場に向かって歩いていく。

「でも、そうとう人間も死んでるぞ」

　死んだ冒険者は戦いの邪じや魔まにならないよう、ガイドに誘導されて下がっていく。しかし、それでも近くで戦況を見守っている人間もおり、誰が誰だかわからない状況だった。ただし前まえ田だの目から見て死者は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　死者は、皆一様に戦い続ける冒険者たちに羨せん望ぼうと悔くやしさの混じった視線を向けている。所しよ詮せんゲームではなかったのだ。冒険者たちにとってこのゲームは紛まぎれもなく現実であり、自分の存在する場所だった。そんな彼らはこの世に未練を残す亡ぼう霊れいたちだ。

　人を避よけて芝しば生ふを進むと、攻防戦の最前線を確認することができた。

　それは大乱戦だった。両陣営の戦士たちのパワーシフトが至るところで激突し、弓きゆう兵へいはロングレンジから攻撃して味方をフォローする。騎き兵へいはエリア内を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り敵の陣形を攪かく乱らんしていた。

　池の浮うき島しまにパルテノン神殿のような建物が見える。あそこにビショップが退却していったのだろう。浮島には橋があるのだが、ずらりと弓兵が並んでいる。あれが最終防衛線だ。

　前田が唖あ然ぜんとしていると、ビショップ軍の騎兵が二体こちらに向かって来た。騎兵のアンドロイドは銀色に光るマントを羽織っている。混戦で敵味方が入り乱れて安全な場所は存在しなかった。

　前田は剣を構えて迎撃態勢を取る。ここまで来て死ぬわけにはいかない。騎兵は移動力を駆使して前田の背後を取ろうとする。マス目移動に慣れている前田だったが、あまりの混戦により座標を失いかけてしまう。そのとき、前田を攻撃してきた騎兵は破壊された。

「ぼうっとしないで」

　よろめきながらも騎兵を攻撃したのは悠羽美だった。

「お前、ビショップ軍の味方じゃないのか？」

「味方の概がい念ねんがあるのは、ダークナイトの部下だけ。ビショップ軍は私を敵と認識する」

　もう一体の騎兵は、悠羽美の攻撃力を警戒して逃げていく。しかし、その騎兵は人間サイド騎兵の軍団にのみ込まれるように倒された。

「防衛ラインを突破した。騎き兵へいは突撃せよ。残党は戦士が倒せ！」

　その声は聞き覚えのあるものだった。杖つえを振り上げた魔法使いが、人間たちに指示を送っていた。この統率された動きは、魔法使いを中心にまとまっていたからだった。

「……繭まゆ子こさん」

　新しん宿じゆく御ぎよ苑えんにいた魔法使いは繭子だったのだ。

　突撃を開始した騎兵隊は、橋に陣取る弓きゆう兵へいを蹴け散ちらし、ビショップが退却した城へと進攻する。ゲートの解放も間近だった。

　そして数ターン後、モバイル画面にエオリア、つまりビショップの顔が表示された。

『……人間の力を侮あなどっていたようだ』

　歓声が沸わき起こった。ついに最後のゲートが解放されたのだ。これによって、魔王との最終対決が始まるのだ。

『だが、私は死なぬ。人間どもよ、東京を解放したければ魔王様の居城に来い。そこで貴様らに絶望を味わわせてやる……』

　──ビショップは究極魔法のワープを使いました。

　画面にそうテロップが流れ、ビショップが消えた。ビショップはワープを使って逃げ去ったのだ。これにより、ビショップゲートでの人間の勝利が確定した。

「……四つのゲートが解放された」

　悠ゆ羽う美みは複雑な様子でつぶやいた。

「剣を隠せ。残党狩がりに遭あう可能性がある」

　前まえ田だに言われ、悠羽美は長剣をワンピースのスカートの中に隠した。周囲では残った魔王軍の掃討が始まっていた。人間同士での戦いは起こっていない。人間たちはお互いに協力し魔王を倒す道を選んだのだ。

「魔王の居城が発表された。場所は──有あり明あけのビッグサイト」

　悠羽美が言った。四つのゲートを解放したことで、魔界へのゲートが開いたのだ。あとは、魔界のゲートをくぐって魔王を討とう伐ばつするだけだ。そうしたら、長い旅も終わる……。

　前田はゆっくりと魔法使いに向かって歩いた。前田に気づいた彼女も、長い髪をなびかせながらこちらに向かって来た。

　前田は繭子の顔を見て、涙が出そうになってしまった。長い間会っていなかったような気がして心が緩ゆるんでしまうのがわかった。

「よく戻ってきたな。生きてると思ったぞ」

　繭子は前田の隣となりのマスまで来るとにこりと笑った。

　前田はぐっと歯を食いしばった。この女はずるいと思った。普段はつんけんしているくせに、こんなときだけ笑顔を浮かべて他人の心の中に手を突っ込むのだ。

　棒立ちする前田を、繭子はそっと抱だきしめた。体に回される手を払いのけようとしたが、実際の前まえ田だはされるがままだった。長い時間をかけてやっと戻ってきた感覚があった。

　前田は繭まゆ子こに抱だかれながら聞いた。

「繭子さん、遙花はるかは？」

　顔を上げると、繭子は少しだけ寂しげに視線を落としていた。

「遙花は……とっくに死んだよ」
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　見慣れたはずの街は、何な故ぜかとてもまぶしく見えた。風景など目にすることなく、ただ漠ばく然ぜんと歩いてきた街。今まで何も考えずに時間を過ごしてきた東京だった。ゴミだらけの汚い場所だと思っていたが、別の世界から見るとこれほどに美しい場所だったのだ。

　前田は新しん宿じゆくの街まち中なかに立っていた。頭上には高層ビル群と灰色の空が見える。ここは東京でありながらファンタジーの世界だ。そう考えると、自分の居場所がわからなくなる。現在の自分はマス目というか弱いルールしか持っていない。

　ああ、ここはどこなのだろう……。

「どうした？」

　隣となりに立つ繭子がこちらを向いた。

「東京ってこんな場所だったかなって思って」

　前田の言葉に隣に立つ悠ゆ羽う美みも空を見上げた。敗退した四し天てん王のうのダークナイトも、この東京の街をさまよっていた。

「とにかく行くぞ。今日中に魔王討とう伐ばつを果たさねば東京は終わる」

　日曜日の昼下がりだった。昨日新宿御ぎよ苑えんのゲートを解放し、最終決戦は最終日に持ち越された。あれから三人はそのまま新宿のホテルに泊まり、疲労していた前田と体調が悪かった悠羽美は泥のように眠ってしまったのだ。

「何が起こっているかを知るには、とにかくゲームに勝つことが重要だ」

　繭子には悠羽美の現状も伝えてある。

「繭子さんが、ゲームを続けてるとは思いませんでしたよ」

　彼女も日常生活と並行してマス目移動を続けていたのだ。

「私は数少ない魔法使いだからな。人間の希望同然だ。重要な役職についた者は、それなりの責任が生じるというものだよ。……それに待ってみようとも思った」

「待つって、俺おれたちを？」

「ああ。ただし、ゲームを止やめてふらふらと私の前に顔を出したらぶっ殺したがな」

　三人はメトロへの入り口の階段を下りていく。電車を乗り継ぎ有あり明あけに向かうのだ。あの場所は東京の最終決戦にふさわしく思えた。前田と繭子が改札をくぐってホームに出ると、悠羽美が妙にうろうろとしているのが見えた。

「ちょっと、来て」

　悠ゆ羽う美みが手招きをしたので、前まえ田だは首を傾かしげてから向かった。前田が近づくと、自動販売機の陰からすっと顔を出した者がいた。

「……愛あい理り」

「久しぶり、お兄ちゃん」

　にこりと笑ったのは姪めいっ子の愛理だった。愛理は前田に小さな包みを差しだした。

「えっと、お菓子を作ったから有あり明あけで食べてね」

「知ってるのか？」

　前田は驚おどろきながら包みを受け取った。

「うん、魔王に勝って戻ってきて。そうしたら夏休みは一緒に遊んでください」

「そっか、愛理もお菓子を作れるようになったんだな。料理嫌いだったのにな」

「このお菓子は手伝ってもらったの」

　愛理は恥はずかしそうに笑った。久々に見る姪っ子の笑顔に安あん堵どしてしまう。そんなやりとりをしていると、ホームに電車が入ってきた。

「俺おれ、行かなきゃ」

「がんばってね。東京を守ってね」

「わかった。愛理のために勇者として魔王を倒して戻ってくる」

　前田は愛理を抱だきしめくしゃくしゃと頭を撫なでた。いつもなら嫌いやがるのだが、今日の愛理は前田の胸の中で仕方なさそうに笑っただけだった。

「じゃあな」

　前田たちは電車に乗り込んだ。ドアが閉まるまで愛理はこちらに手を振っていた。電車が走りだし、愛理は少しだけホームを走って前田を見送った。

　そのとき、ホームの端はしでこちらを見つめる人影に気づいた。

「……遙花はるか」

　前田は窓ガラスに張り付いた。ホームに立っていたのは紛まぎれもなく遙花だった。寂しげな遙花だったが、前田と視線が合った一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんでみせた。ホームを抜けてメトロの車窓は暗転した。
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　前田はメトロの車窓を見つめ続けた。彼女は前田たちに声をかけることなく見送った。あの寂しげな表情に胸が痛くなる。彼女はすでにこの世界から失われている……。

「遙花は、ヘルホースゲートで死んだ」

　繭まゆ子こが車窓に手を添えながら言った。遙花を呼んだのは繭子だろう。ホテルの電話などで出発時刻を伝えたのかもしれない。

「ヘルホース撃破の混乱の中、お前たちを助けようとして敵の残党に無防備に背中をさらしてしまったのだ」

　あのときにすでに遙花はるかは死んでいたのだ。そんなことも知らずに前まえ田だはゲームを続けていた。しかし、彼女が死んだと知った今でもゲームを続けているのは何な故ぜなのだろうか。

　ただ、今から電車を降りゲームを離脱して遙花に会いに行く気にはなれなかった。彼女との再会を果たすには、たとえ死んだとしてもゲームをやり遂とげねばならない。でなければ遙花の死が無む駄だになってしまう。

「遙花が愛あい理りを連れてきたんだな」

　死んだ自分が前田たちに会うことはできないと感じて、愛理に頼んだのだろう。

「遙花ちゃん、寂しそうだった」

　悠ゆ羽う美みがつぶやいた。

「ゲームに勝って会いに行くしかないな」

　繭まゆ子こも遙花のためにゲームを続けていたのかもしれない。死んだ遙花を通じて三人の絆きずなが強まったように思えた。彼女はそばにいなくても前田たちに影えい響きようしているのだ。

「……てことは、これって遙花が一緒に作ったのかな」

　前田は手に持った包みを見つめた。

「それはお前がもらったのだから、自分で処理するんだな」

「遙花ちゃんの気持ちを踏みにじらないで」

　繭まゆ子こと悠ゆ羽う美みは前まえ田だのそばからすっと離れていった。







　──有あり明あけ。

　この空虚な空間は魔王との対決にふさわしい。魔王の居城は東京ビッグサイトだった。

　ビッグサイト周辺も戦闘マップとなっているようで、敵味方入り乱れての戦闘が始まっていた。何な故ぜこれほどの冒険者がいるのだろうか。

「魔王を倒したプレイヤーには、Ｘゲームのスポンサーから賞品がでるからな。総額百万以上だとされている」

　繭子が混戦をじっと見つめている。

「だから欲に駆られた人間が群がっているのか。汚ねえな」

　前田は悪態を吐ついた。これほど苦労してゲートを解放したというのに、やつらは苦労せずに利益を上げようとしているのだ。

「でも、なんで城に入らず小こ競ぜり合いを起こしているんだろうな」

　城周辺にはほとんど敵はおらず、プレイヤー同士で戦っている姿がある。何故、協調して魔王を倒そうと考えないのか。

「魔王の居城には結けつ界かいが張られてる。レベルの高いプレイヤーでないと入れない、から」

　悠羽美が説明した。それは最終日だけ参加をする人間へのハンデかもしれない。だから、プレイヤー同士で戦いレベルを上げようとしているのだ。

　前田たちが近づくと、気づいたプレイヤーたちが近寄ってくる。経験値を稼かせぐためこちらを標的にしたようだ。

「陣形を組もう。高たか橋はしは剣を見せないように防御だけしておけ」

　前田を先頭に、三人は縦一列の陣形を組んだ。前田は近づいてくるプレイヤーと正面からぶつかった。前田の攻撃により、一撃でプレイヤーは死んでしまう。周囲から歓声が沸わき起こり、プレイヤーたちは前田から逃げていった。

　やはり今さら参加したプレイヤーは問題にならないほど弱かった。前田の旅は無む駄だではなかったのだ。

「行こう。目指すは魔王だ」

　前田は剣を振り上げ城の中へと向かった。

　ビッグサイトの床には白黒のチェス盤のような模様がついている。

「魔界のゲートを探す必要がある。ゲートをくぐった向こうに魔王がいる」

　周囲を警戒しながら繭子が言う。城の中は薄暗く見通しが悪い。

「人間の勝利条件は魔界のゲートに進入して魔王を倒すことだ」

　繭子の言葉に悠羽美が反応した。魔王を倒せば、悠羽美の仮想世界でのアバターも破壊されずにすむ。だからこそ、四し天てん王のうには逃走できる要素があったのだろう。悠ゆ羽う美みや白しら樺かばが逃げたのは、中途半はん端ぱに聖なる武器を奪うばわれたくなかったからだ。

「魔王を倒すには聖なる武器が必要なんですよね」

「ああ、だからエオリア──ビショップがこの居城にいる。ビショップは四種類の武器を持っているからな。どの職業が倒しても専用の聖なる武器が手に入るというわけだ」

「ビショップを倒して魔界のゲートに突入すれば魔王との対決がある、ということか」

　ただしビショップを倒したとしても、プレイヤー同士で武器の奪い合いになる可能性がある。魔王を倒したプレイヤーだけが英雄となれるからだ。

「つまり、ビショップの居場所と、ゲートの場所が問題となる。まあ、ゲームなのだから、それほどシビアな設定はないだろうがな」

「注意して」

　悠羽美が警告した。暗がりから敵が出現したのだ。真っ黒なマントを羽織っているので気づかなかった。前まえ田だと悠羽美は剣を構えて迎撃の態勢を取る。

　前田たちは敵を倒しながら城を移動する。ビッグサイトの西ホールから侵入し、屋上展示場に出て東展示棟に移動するという長い行程だった。時折、ぐったりとしているプレイヤーたちの姿を見る。戦いながらの長距離移動で精神をすり減らしているのだろう。

　前田たちはプレイヤー同士で協力をしたかったのだが、悠羽美のこともあり断念した。四天王の悠羽美がいるとばれた場合、混乱の元になってしまうからだ。

「最善の策は、レベルの高いプレイヤーで集まり、集団で移動することっすよね」

　前田は自動販売機に寄りかかりながら言った。城は異常に複雑だった。所々に移動禁止エリアが設定されており、一直線に進めないのだ。さらに、奥に進むに従い暗くなっていき、精神的にも疲労する。

「難しいだろう。これが最後のゲームだ。ということは裏切りの可能性が高い。誰だれもが英雄になりたいはずだからな」

　繭まゆ子こもウーロン茶を飲みながら言った。悠羽美は剣を構えて周囲を警戒している。こうして休んでいるときも、敵が闇やみに紛まぎれて忍び寄ってくるのだ。これではゲートを探す前に力尽きてしまう。

「もっと早く来ればよかったですね。こんな感じだと、先に着いたほうが有利かも。ビショップを倒してゲートに突入すればいいだけだし」

「それはどうだろうな」

　繭子は先ほどからずっと考え込んでいる。

　その後、前田たちは移動を続け、ついにゲートを見つけることに成功した。

　しかし、そこには絶望的な光景が広がっていた。




　　　　＊




　──東京ビッグサイト東ホール。

　そこには広大な暗い空間が広がっており、同時に魔王の大軍が存在した。

　魔王軍の戦士たちは幾いく重えにも重なり壁かべを構成している。その両サイドには騎き兵へい集団が控え、背後には弓きゆう兵へいが陣形を構成していた。

　そして、その大軍の後方に青白く光る魔界のゲートが見えた。しかし、魔界のゲートを目指すには、壁が厚すぎる……。

「人間よ東京はあきらめるのだな。所しよ詮せん、魔界の力にはかなわないのだから」

　ホールに声が響ひびいた。それは杖つえを介して拡声されたエオリアの声だった。魔王討とう伐ばつのキーとなるビショップは大軍の中央に立っていた。暗くて全ぜん貌ぼうは把は握あくできないが、魔王サイドの軍勢は少なく見積もって百近く……。

「おかしい。これほどまでに難易度が高いとは……」

　さすがに繭まゆ子こも唖あ然ぜんとしている。

　そして、対する人間サイドの戦力──。

「魔物の戯ざれ言ごとに耳を傾けてはいけません！」

　こちらも魔法使いの声だった。魔王の大軍から距離を置いて陣取っているのは美み波なみを中心とした部隊だった。その数は十数人ほど。その中には茉ま莉りの姿もあった。青白く輝く聖なる槍やりを構え、きらびやかなストライカー用のコスチュームを着ている。

「俺おれらとか散らばっている人影を含めると三十ほどか」

　少なすぎる。ただでさえ迎撃陣形を取っている魔王軍のほうが有利なのだ。前まえ田だたち三人はホールの端はしのほうで身を潜ひそめるようにして待機する。魔王の大軍は陣形を組んだ状態で彫像のように動かず、異様な静けさが漂ただよっていた。

「これだけの戦力じゃ倒せないよな」

「倒す必要はない。防衛ラインを突破しキーパーソンを魔界のゲートまで運べばいいだけだ」

　この場合のキーパーソンとは聖騎士の茉莉のことだ。魔王討伐チケットを持った茉莉を運ぶだけでいいのだ。しかし、それには人間サイドの被害を覚悟しなければならない。

　茉莉の周囲には数体の騎兵がいる。戦いが始まり、防衛ラインに穴が空あいたら騎兵同士で密集して一気に突入しようというのだろう。

「茉莉としては私たちとのパーティを解約して、騎兵同士で新たなパーティ編成をしたいところだな。パーティ同士でないと組めない陣形がほとんどだからだ。しかし、パーティの解約はメンバーが死なないといけない」

「やっぱり俺たちを殺そうと？」

「さあな。人間サイドの戦力ダウンになるし、そのようなことをしたら周囲の士気が下がる。茉ま莉りにとっても難しいところだな」

　前まえ田だと繭まゆ子こが会話する横で、悠ゆ羽う美みは壁かべに寄りかかっている。まだ体調は戻っていない。

「人間サイドの戦略は待機だ。戦力がそろうのを待つしかない」

　繭子は率先して戦力をまとめる気はないようだ。茉莉が魔界のゲートに突入さえすれば、魔王討とう伐ばつにそれほど時間はかからないだろう。そのためのタイムリミットを逆算する必要がある。

　東京侵略のタイムリミットは午後九時だ。それを一秒でも過ぎると人間の敗北となる。そのためには一気に防衛線を突破する戦力が必要だ。各地のゲートを解放した冒険者たちが、この最終対決の場に集つどうのを待つしかない。

　現在の時刻は午後四時を回ったところだった。

　ジリジリと時間が過ぎていくが、思ったほどに人間の戦力は増えない。沈ちん黙もくを守る魔王軍に対し、人間サイドは焦あせりだけを増加させていく。

「人間はこちらに集まってください。皆さんで陣形を組み、総攻撃の準備をします」

　美み波なみが人間たちを集合させている。繭子はそれに参加をする気配はない。

「まだ早い。午後九時がタイムリミットだ。攻撃開始はその一時間前で十分だ。今から戦闘準備をしたら精神的に疲ひ弊へいするぞ」

　繭子は動かず壁にもたれたままだ。現在のところ、ホールに集まってきたのは四十人ほどだ。まだ防衛線を突破する戦力としては心こころ許もとない。

　ホールでは美波の指示のもと陣形が作られていく。戦士たちがパワーシフトを組み、両サイドに騎き兵へい、後方に弓きゆう兵へいといったスタンダードな配置だ。茉莉だけは別部隊として少し離れたところに配置されている。

「もしも総攻撃が始まったら、俺おれたちはどうするんです？」

　前田は繭子に聞いた。

「私たちも参加するしかないだろう。総攻撃というのは一回きりだ。その一度が失敗したら人間の敗北となる」

「俺たちはどうにかビショップを倒して、ゲートに突入したいところっすね」

「新しん宿じゆく御ぎよ苑えんでの戦いでヒットポイントを削けずられているから、ビショップを倒すのはそれほど難しくはないだろうからな」

　指揮官であるビショップを撃破すれば、魔王軍の陣形が崩くずれる可能性がある。そうしたら隙すきを突いて突入できるかもしれない。

「密集して一気に突入します。敵のパワーシフトに穴を空あけて、聖騎士をゲートに運びます」

　中央では美波が陣頭指揮を執っている。

「スタンダードな戦略でいくんだな」

「いや、一点突破は愚ぐ策さくだ。逆に包囲されて殲せん滅めつされる」

　ジリジリと時間だけが経過する。なかなか人間の戦力は増えない。そんなとき、揺さぶりをかけてきたのはビショップだった。

「人間たちに告ぐ。ここで撤てつ退たいするのだ。撤退をすればそれなりの褒ほう賞しようを与えるぞ」

　モバイルに条件が提示された。今すぐに武器を放ほう棄きすればゲーム準クリアとして、賞品が渡されるようだ。ポイントが付与され、カタログから景品を選せん択たくする方式らしい。そんな条件提示に人間たちからどよめきがわき起こった。

「魔物の言葉に惑わされてはいけません。私たちはあくまで完全クリアを目指すのです」

　美み波なみが必死に冒険者たちに呼びかけている。

「基本的に完全クリア者は魔王を倒した人間だけっすよね。このまま茉ま莉りがクリアしたら、あの子にメリットはあるのかな」

　前まえ田だはふと疑問に思った。美波も繭まゆ子こ同様このゲームに何か異変を感じての行動なのか。

「彼女はＸゲームの大口スポンサーの令嬢だ。ここで名前を出すメリットはある。スフィア再生の第一回Ｘゲームだからな。茉莉はＸゲームの広告塔になり、それに協力した美波の知名度も上がるだろう」

　富と名誉。戦争における利益はいつでもシンプルだった。

「降伏しろ。もしも戦いで死亡したら、貴様らはすべてを失うのだぞ」

　ビショップの牽けん制せいは続く。確かにビショップの言葉ももっともだった。魔王を倒すためには大量の犠ぎ牲せい者しやが必要だ。しかし、その大量の犠牲者は何も受け取れない。

　しかし、人間たちに戦いを放棄する者は現れなかった。現状では人間たちは魔王討とう伐ばつにまとまっている。聖せい騎き士しの茉莉の存在も大きかった。聖なる武器を持った彼女の存在は、魔王討伐において現実的であり、同時に華はなを持っている。

　一言も言葉を発しない茉莉だったが存在感を放っていた。青白く光る槍やりを持ち、薄暗い空間の中で濃いめのメイクが映えている。茉莉というカリスマが人間たちを支えているのだ。

　足音が聞こえた。ホールに地じ響ひびきのような音が鳴り響き始めた。それらは、魔王軍のアンドロイドたちが足を踏みならしているのだ。音を立てて人間たちを威い嚇かくしている。

　前田はいつの間にか汗をかいていた。恐怖を感じていることにしばらく経たってから気づく。魔王軍のプレッシャーに体が震ふるえ始めた。

「降伏せよ。貴様らに勝機はないぞ」

　ビショップの声はさらに鋭くなっている。地響きとビショップの威嚇がしばらく続き、ついに人間サイドに降伏する者が現れた。一人が機器の剣を引き抜き、係員に渡してホールから去っていく。魔王の軍門に下ってしまったのだ。

「そうだ。いま降伏するなら褒賞をやるぞ」

「駄だ目めです、降伏してはいけません！」

　美波が叫んだが、その声は地響きにかき消される。さらに数人が陣形を放棄する。人間サイドは戦う前から崩ほう壊かいが始まってしまった。

「まずいだろ、なんとかしないと……」

　前まえ田だが焦あせって言ったとき、すっと動いたユニットがあった。それは聖せい騎き士しの茉ま莉りだった。茉莉は人間軍の陣形の前にひとり出ていく。そしてビショップと対たい峙じするように足を止めた。そのまま茉莉はするっとキラキラ光るマントを脱ぎ捨てた。

　陣形を組んでいる人間たちの視線が集まった。茉莉は布地の小さいビキニのようなコスチュームを着ており、無防備に肌はだをさらしていた。ストライカー用のコスチュームだ。小柄ながらプロポーションのよい体は、青い光に照らされ妙にセクシャルだった。

　そんな茉莉の姿に、陣形を放ほう棄きしかけた人間の動きが止まった。茉莉は無言ながら身を挺ていして人間軍の崩壊を防いだのだった。

「繭まゆ子こさん、俺おれたちも協力したほうが……」

　前田は肌をさらす茉莉を見て複雑な気分になっていた。あれほどに魔王討とう伐ばつが望みなら、かなえてやりたいと考えてしまった。

「まだ早い。私のような魔法使いが出ていけば、戦闘開始が早まってしまう。総攻撃はまだ待ったほうがいい」

　やはり陣形などの準備が早すぎたのだ。戦闘準備を早めたことで、冒険者たちの精神状態にも余裕がなくなっている。

「茉莉のパフォーマンスも一時的なものだ。このままだと交戦が早まる可能性がある」

　まだまだ戦力が足りていない。決戦に参加する人間を待つ必要があった。

「戦闘準備をしてください。魔王との対決をいたします」

　そう言ったのは美み波なみだった。決断をしたというより、プレッシャーに押されてフライングしてしまったかのようだった。

「……待て、まだ早い」

　ついに繭子が杖つえを口に当てながらホールを歩いていった。

「ゲームは理知的に振る舞ったほうがいい。援軍を待ち続け、最大の戦力で突入し聖騎士をゲートに運ぶ。それが最善の戦略だ」

　もうひとりの魔法使いの出現に場がどよめいた。

「今いま頃ごろ出てきて意見ですか？」

　美波が繭子に冷たい視線を向けた。プライベートでも多少は面識があるようだ。前田は仕方なく繭子に続いて歩いていく。悠ゆ羽う美みは暗がりに隠れるように動かない。

「まっとうな意見だと思うがな」

　繭子は杖を握りながら言った。新しん宿じゆく御ぎよ苑えんのゲート解放の中心になったのは繭子であり、そこで共に戦った冒険者もいるようだった。いや、基本的に新宿御苑のゲート解放に参加した冒険者のほうが多いはずだ。サジタリウス攻城戦に参加した戦士の姿はほとんど見かけなかった。茉ま莉りはちらりと繭まゆ子こと前まえ田だを見ただけで口を開かない。こうしている間も、魔王軍の威い圧あつ的な足音は止まらない。

「いつまでもそうしているのなら、こちらから攻めるぞ」

　ビショップの声が響ひびき、魔王軍の騎き兵へいたちが槍やりを構えた。

「突入準備を！」

　それを見た美み波なみが声を上げた。

「相手はこちらを牽けん制せいしているだけだ。騎兵だけの攻撃なら跳はね返せる」

　繭子と美波の意見がはっきりと分かれてしまった。ビショップを中心にまとまっている魔王軍に対し、人間側の意思統一がされていない。

「茉莉、下がれ。騎兵軍団が牽制に来る可能性がある」

　前田は茉莉の元に移動してマントを拾った。肩にマントを掛けてやったとき、茉莉が震ふるえていることに気づいた。

「寒いのか？」

「……怖いの」

　茉莉は小さくつぶやいた。

「茉莉、たかがゲームだ。本物じゃない」

「違う、偽にせ物ものじゃない。私には戦士のぎらぎらとした剣や騎兵の嘶いななく馬が見えるの」

　前田は魔王軍を向いてどきりとした。横並びの戦士たちは鋼鉄の盾たてを構え、後方に位置する弓きゆう兵へいたちは黒光りする矢先を向けている。

「……そんなわけないよ」

　目を擦こすってみると、やはりアンドロイドたちが見えた。精神的に高こう揚ようするあまり幻げん覚かくすら見てしまったのかもしれない。

「現実的にこの戦力では防衛線の突破は難しい。私たちは増援を待つ必要がある」

「そんなことをしていたら、勝機を逸いつしてしまいます」

　ふたりの魔法使いの意見は平行線をたどっている。冒険者たちも思考停止状態に陥おちいり、人間サイドの不安定さを露ろ呈ていすることとなった。

「魔王に屈する人間は居城から出ていくがよい。でなければ皆殺しだ」

　ビショップの鋭い声と響く足音が冷静な思考を失わせる。

「動いた！」

　冒険者たちの間で悲鳴がわき起こった。待機していた魔王軍の騎兵が動きだしたのだ。

「たった一歩しか動いてない。大丈夫だ！」

　前田の叫びは悲鳴にかき消された。

「突入します。パワーシフトで突撃してください！」

　美波の声が響き渡った。総攻撃の合図だった。もう止めることは不可能だ。

「茉ま莉りは後ろに下がれ。戦闘に巻き込まれるぞ」

　前まえ田だは棒立ちの茉莉を引っ張り味方の陣形の邪じや魔まにならないポジションまで下がる。見ると、人間サイドはすでに戦闘陣形を整えていた。魔王軍への恐怖によって図らずも人間たちはひとつにまとまることとなった。

「茉莉さんは、騎き兵へいの精鋭部隊がフォローします」

　美み波なみの指示のもと、数体の騎兵が茉莉を守るように囲む。

「……私は大丈夫」

　茉莉は小さく笑うと、前田の手をすっと離して移動していった。

「前田、こっちにいろ」

　繭まゆ子こが呼ぶので、前田は彼女の元へと戻った。

「俺おれらはどうします」

「一緒に戦うしかないだろ。もう止められやしない」

　繭子はあきらめたように言った。

「なんか戦略の指示を出したほうがいいんじゃないですか？」

「いや、ふたりの魔法使いが別のことを指示するわけにはいかない」

　繭子は美波に部隊の指揮官を譲ゆずったようだ。

「私たちは必ず勝たねばなりません。私たちは魔王の恐怖に負けるわけにはいきません。東京を取り戻すのです！」

　美波の叫びに、人間たちの雄お叫たけびが響ひびいた。この状況の中で、美波は人間たちをまとめることには成功している。

「行くぞ！」

　人間たちは最終決戦を前に勇敢さを見せた。剣を振り上げ力の限り叫んでいる。戦いの場は熱気と叫びで埋め尽くされた。

「突撃！」

　ついに部隊が前進した。二重に組んだパワーシフトを押し上げていく。前田は二列目のパワーシフトの陣形に参加をした。繭子は前田の少し後ろに位置取る。

「足並みをそろえてください。二マスずつです」

　味方の弓きゆう兵へいと歩調を合わせ、人間の部隊はジリジリと前進する。

「迎撃しろ！」

　ビショップの声が響いた。同時に魔王軍の戦士の防ぼう壁へきが前進してきた。戦士の戦力差は二倍以上はある。圧倒的な戦力差に前田は息をのんだ。

「密集して一点突破を目指します。中央の壁かべを破ります。中央側の戦士は攻撃、他ほかは防御。弓兵と私がフォローをします」

　壁の背後にはデルタショットの陣形を組んだ弓兵が控えている。速すみやかに敵を倒すために、ロングショットではなくデルタショットを選せん択たくしたのだ。

　美み波なみが作った突破用の特殊陣形はこうだった。
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　パワーシフトで壁かべを作り、三マスの攻撃範囲を利用するためにデルタショットを壁に食い込ませる。その背後に魔法攻撃ができるよう美波を配置している。

「防御の態勢を取ってください！」

　魔王軍のロングショットの距離に入ったのだ。突撃する前まえ田だたちの頭上に矢が降り注ぐ。

　しかし、パワーシフトを組んでいるためにそれほどのダメージにはならない。魔王軍の弓きゆう兵へいは待機したままロングショットを使い、騎き兵へいは微妙にポジションを変えるだけで攻めるそぶりは見せていない。

「交戦に備えてください！」

　ふたつの壁の距離が縮まる。ついに魔物と人間の決戦が始まるのだ。

　二ターン後についに二つの壁が激突した。それは激しい音を立ててぶつかったかのように感じられた。興奮と恐怖が混じり合い、戦場に悲鳴のような雄お叫たけびが響ひびいた。

　歓声が上がったのは人間サイドだった。たった一ターンで魔王軍の壁に穴が空あいたのだ。美波のバインドが効果を発揮し、戦士とデルタショットの複合攻撃により、一体の魔王軍の戦士が倒れた。

　人間サイドのデルタショットが本格的な戦闘の嚆こう矢しとなった。壁に穴を空けた魔王軍だったが、次のターンで後衛から戦士が補充される。魔王軍は数的優位を利用して強引に攻めてくる。

「まずはガードだ。私たちがバインドをかけるまで攻撃を待て」

　繭まゆ子こも壁の背後に立って魔法を使う。ふたりの魔法使いが協力することで、人間サイドは数的不利を補っている。ビショップは数体の戦士に囲まれ後方待機し戦闘には参加していない。

　しばらくは一進一退の攻防が続く。完全な防ぼう壁へきにより人間サイドに被害は出ていないが、魔王軍の防壁も崩くずれない。

「ヒットポイントが半分以下になった戦士は手を挙げてください。後方待機する戦士がアイテムを使いフォローします」

　美波の的確な指示により、徐々に均きん衡こうが破れていく。人間サイドが持っている魔法使いの二枚のカードが効力を発揮しだしたこともあった。美波と繭子が壁の中心部の戦士にバインドをかけていくため、魔王軍の戦士たちは後衛と前衛の入れ替わりなどが困難になってきたのだ。

　壁かべに空あいた穴には勇敢な戦士が潜もぐり込み、徐々に魔王軍のパワーシフトが崩くずれていく。

「……やった」

　前まえ田だは声を上げた。魔王軍が陣形を維持するために後退を始めたのだ。その動きを見た人間たちから歓声が沸わき起こる。

「攻めろ、魔物を倒せ！」

　怒号がわき上がり人間たちは前進する。

「このままゲートまで押します！」

　人間たちの獰どう猛もうな攻撃に魔王軍は恐れをなしたのだ。前田はちらりと振り返ったが、繭まゆ子この表情は優すぐれなかった。

　魔王軍は後退する際に、等間隔で数体の戦士をそのままの位置に残した。人間たちはそのパワーシフトを崩し、その駒こまを囲むようにして駆除する。数体の戦士たちでは人間たちの猛攻は食い止められない。

「こちらに流れがあります！　人間の勝利は間近です」

　興奮する人間たちをよそに、繭子は美み波なみに声をかけた。

「パワーシフトは崩さないほうがいい。あまり深追いしては駄だ目めだ。あちらの戦力を削けずることに成功したのだから、いったん退ひくべきだ」

「何を言っているのですか？　今こそ攻めるときです」

　美波は繭子の言葉に耳を貸さずに前進を選せん択たくする。確かに人間たちが押しているように見えたが、それでも前田の胸には不安が大きく広がっていた。

　魔王軍の騎き兵へいたちが闇やみに紛まぎれて動くのが見えた。両りよう翼よくに広がるような陣形を取っている。そして、いつの間にか雨のように降っていた矢の攻撃が止やんでいることに気づいた。

「パワーシフトを再編成しろ！　デルタショットで来るぞ！」

　前田は声の限り叫んだ。壁の後方で弓きゆう兵へいたちはいつの間にか陣形変更を始めていた。

「味方の騎兵に指示を出せ。このままだと包囲される」

　繭子が美波に言った。壁の両サイドから走り出てきた騎兵たちがこちらを囲む仕草を見せていた。一点突破に集中するあまり、こちらの軍隊は密集しすぎていた。

「……動けない！」

　前進しすぎていた戦士が悲鳴を上げた。光る杖つえを振り上げるビショップの姿があった。バインド魔法の攻撃距離に入ってしまったのだ。

　戦場に轟ごう音おんが響ひびく。バインドをかけられた戦士が、敵のデルタショットに直撃されて死んでしまったのだ。ついに人間サイドに犠ぎ牲せい者しやが出てしまった。さらに移動ターンで騎兵たちが走る姿を見た。こちらはもう囲まれ始めていた。魔王軍の戦士たちは再びパワーシフトを作り直している。流れが変わる予兆だった。

　人間たちの表情が恐怖に引きつるのを見た。死という現実に熱が冷めていったのだ。そして、冷たい恐怖が浸水してくる。

「突撃です。魔王の恐怖に負けてはいけません。魔王さえ倒せば私たちの勝利です！」

　美み波なみが叫んだ。それはまるで悲鳴のように聞こえた。騎き兵へいが両りよう翼よくから襲おそいかかり、デルタショットの発射で孤立していた人間が撃ち抜かれた。人間サイドは一気に混乱に陥おちいる。

「茉ま莉りさん、突入準備を！」

　美波が茉莉に指示を出した。

「馬ば鹿かな、こんな状態で……」

　魔王軍の防衛線は維持されている。これでは茉莉を突入させることは不可能だ。茉莉も周囲の騎兵に守られながら立ち尽くしている。メイクの下はたぶん顔面蒼そう白はくだ。

　人間たちの悲鳴が聞こえた。魔王軍の戦士たちがパワーシフトを組んで再び前進してきたのだ。こちらはまだ陣形を編成し直せていない。

「……退却します！」

　この段階でついに美波が退避命令を出した。リアルタイムの戦況に、彼女の指示は遅かった。

「パワーシフトを組め。バラバラに逃げるな！」

　前まえ田だが叫んだが、周囲の人間たちは一いつ斉せいに退却を始めた。これは戦略的撤てつ退たいではなく戦いからの逃避だ。戦いに身を捧ささげる覚悟など初めからなかったのだ……。

「……ああ」

　前田は唖あ然ぜんとうめいた。背走した人間たちが騎兵によって攻撃されていく。陣形はあっさりと崩ほう壊かいしてしまった。

「繭まゆ子こさん」

　前田は首を振り繭子を探した。

「集まれ、まだ戦う気力のある人間はここに来い！」

　繭子が杖つえを掲げているのが見えた。杖は真っ白く強い光を放っている。限りあるマジックポイントを使って杖を光らせたのだ。

　それでも人間たちの逃走は止まらなかった。戦場から逃げるべく最大速力で戻っていこうとしたが、機動力のある騎兵に追いつかれ背中から攻撃される。前方を見ると、取り残された人間側の弓きゆう兵へいが戦士たちに殲せん滅めつされるのが見えた。あまりに明確な人間サイドの敗北だった。

　それでも前田は繭子のもとへと向かった。か弱い魔法使いを最後まで守ってやる必要があった。先に死ぬのなら自分でなければならない。それは戦士としてのプライドだった。

「ここで逃げたらもう終わりだ」

　繭子が言うように逃げるには距離がありすぎた。魔王軍は最初からこうして包囲するつもりで人間たちを誘さそい込んだのだ。

「でも、もうどうしたって……」

　周囲には絶望的な光景が広がっていた。人間サイドの戦士は散り散りになり、騎き兵へいは茉ま莉りを守るので精いっぱいだった。逃げ回っている茉莉だが、包囲されるのは時間の問題だった。

「男が簡単にあきらめるんじゃない」

　混乱する戦場で繭まゆ子こはゲート方向を見ていた。いや、視線の先にいたのはビショップだ。

「今を逃せば人間の勝利はない。残党の殲せん滅めつで魔王軍が散開しているからな」

「茉莉に強引にゲートに突入させる？」

　それは無理だった。魔王軍はゲートの前にも壁かべを作っている。

「違う。ビショップを倒すんだ。今ならビショップのガードが空あいている」

「確かに指揮官を殺せば状況を打開できるかも」

「それもあるが、ほしいのはビショップの杖つえだ。魔法使いの私がビショップの杖を持てばこのゲームにおける究極の魔法が使える」

　繭子は光り輝く杖を掲げ続けている。すると、逃げ遅れていた戦士たちが集まり始めた。残り少ない戦力で最後の抵抗をするしかない。

「壁を作って魔王軍のパワーシフトを受け止める。そして私がビショップに遠距離魔法を使えれば、倒せる可能性はある」

　前まえ田だは前方を見た。戦士の大軍がジリジリとこちらに迫ってくるのが見えた。数人であれを受け止めることができるのか……。

「やるしかない。最後まで抵抗して、人間の力を見せてやる！」

　前田は恐怖を打ち消そうと自分に活を入れた。

「人間の強さを見せてやるんだ！」

　前田は数人の戦士と共にパワーシフトを組んだ。たとえ死んでも人間の誇りまで捨てるわけにはいかない。

　──ホールに雷鳴のような音が響ひびく。紅ぐ蓮れんに光る杖を持ったビショップが発した音なのだろうか。前田はビショップの姿を見て体を凍りつかせた。ビショップの体は真っ黒な炎に包まれ、両眼は青白い光を発し金髪はゆらゆらと逆立っている。

　隣となりの男ががたがたと震ふるえていた。彼にも見えているのだ。ビショップの前で陣形を組む戦士たちの剣は禍まが々まがしく光を放っている。あの剣で突かれたら殺される……。

「ど、どういうことだ。まさかこの空間ごとスフィアの……」

　背後の繭子も全身に汗をかいていた。

　前田は前線を見てはっとする。美み波なみが戦場の中央で孤立していた。

「こっちだ、早く！」

　前田が叫んだとき、ビショップが杖を振りかぶったのが見えた。

「ビショップは私が倒します」

　美波は逃走を選せん択たくせずに杖を振り上げた。玉ぎよく砕さい覚悟の攻撃だった。しかし美波の杖は光らない……。

「マジックポイントが尽きたんだ」

　紅ぐ蓮れんの炎が立ち上る。ビショップの攻撃魔法により美み波なみが炎上した。

「行くな、もう駄だ目めだ」

　駆け寄ろうとした前まえ田だは繭まゆ子こに止められる。サジタリウスゲートを解放させた魔法使いはここで力尽きた。炎が消えたときには美波の姿も失われていた。彼女は魔法使いとしての義務を果たし悲鳴すら上げずに死んでいった。

　しかし、彼女の死は人間たちの心をボキリと無残に折ってしまった。

　悲鳴が上がり、前田と陣形を組んでいた戦士たちが逃げだした。闇やみ雲くもに逃走した彼らは騎き兵へいに背後を突かれ倒れていく。さらに孤立した前田と繭子に向かって騎兵隊が襲おそいかかってきた。

　前田は繭子の手を握ったまま突っ立っていた。あまりにリアルなルールに戦闘のイメージまで見えている。最新技術でホログラム映像を出しているのだろうか。これではまるで東京スフィアの仮想空間に入ってしまったかのようだ……。

　騎兵が前田の背後に迫ったとき、人影がその間のマスに割って入った。彼女は長剣を振り上げ騎兵を一撃で撃破した。

「……剣を取って。戦いの放ほう棄きは人間の放棄でもあるわ」

　騎兵を倒したのは悠ゆ羽う美みだった。

「高たか橋はしは魔王を倒さなきゃ、アバターを失うんだろ」

「それだけの理由じゃない。魔王を倒して東京を守る。それがサークルとしての約束だった」

　悠羽美は剣先を向け迫り来る戦士の壁かべに視線をやる。

「遙花はるかちゃんならこんなときでもあきらめない。私は勝って自分を守る」

　前田は昔の遙花を思いだした。東京スフィアが壊滅状態になり、誰だれもが仮想の街を捨てようとしたときも遙花だけはあきらめていなかった。再生を信じて戦い続けたのだ。

「繭子さん、俺おれの後ろに。俺たちで壁を受け止めます」

　前田は繭子を守るように悠羽美と横並びのパワーシフトを作った。

「わかった、信じよう」

　繭子はにこりと笑った。こんな状況でも繭子は平然と微笑ほほえむことができ、前田の焦あせりと恐怖が少しだけ軽減された。

「こい、人間の力を見せてやる！」

　前田は剣を構えて叫んだ。魔王軍との最後の戦いだった。

　前田と悠羽美は降り注ぐ矢を受け止め、迫り来る騎兵を蹴け散ちらした。各地のゲート解放に関かかわりレベルを上げた前田や、ダークナイトとしての悠羽美の攻撃力は高かった。繭子の魔法も絶大な効果を発揮している。

　しかし、魔王の大軍の前には無力だった。騎兵の波状攻撃を受け、徐々に前田たちは防戦一方になる。ビショップは前まえ田だたちから距離を取って動かない。繭まゆ子この魔法を警戒しているようだった。ビショップに迫るべく前進したかったが、騎き兵へいに動きを阻はばまれ、さらに戦士の壁かべがこちらに迫ってくる。チェックメイトの瞬しゆん間かんは目の前に迫っていた。

「……すまない遙花はるか」

　前田は小さくつぶやいた。この敗北は前田たちの作ったサークルの敗北も同然だ。スフィアの崩ほう壊かいのときも、このゲームでも遙花を失い、前田は何もできなかった……。

　前田と悠ゆ羽う美みはパワーシフトを解いて繭子を挟はさむように位置取っていた。防御力の低い繭子はもう持たなかった。残党狩がりを終えた騎兵軍団が前田たちを囲み、さらにとどめを刺すべく戦士の壁が迫りくる。その壁の背後には弓きゆう兵へいが並び、ビショップははるか後方だった。

「ああ……」

　また負けてしまうのか。前田はぐっと唇くちびるを噛かんだ。仲間を失い続けさらに自分自身も死んでしまう。それがこの世界の現実だった。旅の結末は残ざん酷こくなエンディングを迎える……。

　そのとき、騎兵隊が妙な動きを見せた。何かを警戒するように陣形を組み始めたのだ。背後を見て前田は目を見張る。そこには戦士たちの集団が立っていた。

「先せん輩ぱい、サジタリウスゲートで共に戦った戦士たちです」

「雪ゆき村むら！」

　前田は叫んだ。それは雪村を先頭にした戦士の集団だった。その数、二十人以上もおり、さらに続々とホールに入ってくる。雪ゆき村むらが親指を立てて笑ってみせた。

「遅いよ馬ば鹿か」

　前まえ田だは睨にらみつけ言った。雪村は生きていたのだ。

「苦戦しているようですね。でも大丈夫です。先せん輩ぱいも繭まゆ子こさんも、お守りします」

　雪村が剣を掲げると、戦士たちの雄お叫たけびがわき起こった。それは魔王軍が打ち鳴らしていた足音などを消し飛ばすほどだった。

「我ら、爆ばく龍りゆう狂きよう戦せん士し軍の力を魔物どもに見せてやるんだ！」
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　戦士たちの剣は闇やみの中で白く光を放った。

「……爆龍狂戦士軍、だと」

「いや、このさいダサいネーミングは関係ないだろ」

　前田と繭子は顔を見合わせた。

　狂戦士軍はパワーシフトを構成すると前進を始めた。それを迎え撃つために、魔王軍は陣形の再構成を始めた。前田たちへの嵐あらしのような攻撃が凪ないだ。

　パワーシフトを組んだ狂戦士軍は、ばらけていた魔王軍の騎き兵へいと激突する。

「蹴け散ちらせ！」

　雪村の叫びと共に、騎兵が戦士の壁かべに吹き飛ばされた。騎兵はパワーシフトと前田たちとに挟はさみ撃ちされるような状況となり壊滅状態に陥おちいった。狂戦士軍は騎兵の死体を乗り越えさらに前進する。

　魔王軍の戦士たちもがっちりと陣形を組んで迎え撃つ用意をしている。人間と魔物の最終対決の瞬しゆん間かんが迫っていた。前田たち三人は、狂戦士軍の壁まで戻り態勢を立て直す。

「雪村、よく無事だった！」

「先輩こそ。繭子さんも、悠ゆ羽う美みさんも」

　前田と雪村は拳こぶしを合わせた。

「このまま前進して魔王軍を蹴散らします。人間の誇りと力を見せてやるんだ！」

　人間たちの獰どう猛もうな叫びに恐怖は蒸じよう発はつした。あとは勝つのみだった。

「魔法使いの攻撃距離は三マスだ。ビショップのバインドに気をつけろ」

　繭子がちらりと悠羽美を向いた。

「人間として協力する気があるか？」

「うん。私が陣形の中央をやる」

　悠羽美にはバインドが効かないため、ビショップの攻撃範囲に入っても致命的なダメージを受けることがない。

「敵のデルタショットは私のバインドでなんとかする。そして攻撃距離に入ったら、刺し違えてでもビショップを倒す」

　繭子の指示のもと、狂戦士軍の陣形が修正される。インパクトの瞬間が近づく。
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　次のターン、魔王の戦士軍と狂戦士軍が轟ごう音おんを立てて激突した。

「恐れるな、魔物を殺せ！　人間をなめるな！」

　二つの壁かべは激突したまま均きん衡こう状態を保った。

「……ダークナイト、裏切りましたね」

　ビショップが青い瞳ひとみを瞬またたいた。

「私は、人間として、みんなと勝つの」

　悠ゆ羽う美みは白い帽子を取ってみせた。暗がりの中で悠羽美の髪が銀色に輝いて見えた。両眼も真まっ赤かな光を帯び始めている。

　両陣営のパワーシフトは、お互いに犠ぎ牲せい者しやを出さないままターンだけを消費する。戦いは長期化の様相を見せたが、それは人間サイドを消しよう耗もうさせていく。

　最初にパワーシフトに穴を空あけられたのは人間サイドだった。二つあるデルタショットのうち、片方は繭まゆ子こがバインドで機能停止させたのだが、もう片方は止められなかった。すぐにフォローの戦士が入り壁の穴を埋めたが、徐々にバランスが崩くずれ始める。

「退ひくな。ここで退いたら人間は負ける。勝つんだ、俺おれたちは勝つ！」

　前まえ田だは剣を振るって攻撃したが、がっちりと組んだパワーシフトにはダメージを与えられない。

　さらに時間が進み、お互いの陣形にダメージが蓄ちく積せきされ始める。壁が剥はく離りしていくように、お互いの戦士たちが倒れていく。このまま消耗戦になれば、数で勝まさる魔王軍が勝利する。

　そんなとき賭かけに出たのは悠羽美だった。悠羽美の攻撃により正面の戦士が倒された。敵の空いた穴に悠羽美はパワーシフトを崩して強引に突入したのだった。空いた悠羽美のポジションに繭子が進み、ついに攻撃範囲にビショップを入れた。
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　繭まゆ子このマジックポイントはもう残りわずかであり、それを察知した悠ゆ羽う美みの突撃だった。ふたりの魔法使いが杖つえを振り上げた。ビショップと繭子が紅ぐ蓮れんの炎に包まれる──。

「繭子さん！」

　前まえ田だは炎に包まれた繭子を見て悲鳴を上げた。そのリアルな炎は熱をも感じた。安物のホログラムではなくリアリティがある。

「……マジックポイントが尽きた」

　繭子の最後の魔法を受けてもビショップは倒れなかった。繭子は瀕ひん死し状態で唖あ然ぜんと頭上を向いた。

「ビショップを倒してくれ！」

　前田は叫んで剣を振り上げたが壁かべは崩くずれない。悠羽美が前方の戦士を攻撃してビショップを追おうとしたが、その壁も破ることができなかった。パワーシフトを崩してしまった悠羽美のほうがダメージを受けている。ビショップが距離を取って後退していくのが見えた。

　戦士を削けずられた狂きよう戦せん士し軍はパワーシフトを維持するために密集し壁を縮めていた。そんな狂戦士軍に対し、魔王軍は両りよう翼よくに散開する。包囲をするべく動きだしたのだ。包囲されてしまえばそこで勝負は決する。

　前田はさらに攻撃を続け、ついに目の前の戦士を倒すことに成功する。しかし、魔王軍の戦士の壁は二重になっておりビショップを追うことはできなかった。さらに、狂戦士軍の戦士が次々と力尽きていくのが見えた。それでも前田は剣を振り上げ叫んだ。

「あきらめるな！　俺おれたちは勝つ。最後まで戦うんだ！　攻撃しろ！」

　狂戦士軍は前田の声に反応して雄お叫たけびを上げた。その悲鳴のような声は異様なほどにホールに響ひびき渡った。恐怖と絶望をすべて吐きだし、人間サイドは最後の猛もう攻こうを見せた。人間の果敢な特攻と怒号にビショップが足を止めこちらを向いた。

「……人間ごときが」

　振り返ったビショップのその背中に忍び寄るユニットがあった。

「人間を、なめるな」

　ビショップの背後を突いたのは茉ま莉りだ。戦場を逃げ回っていた茉莉は、闇やみに紛まぎれて隙すきを窺うかがっていたのだ。ビショップの注意がこちらに向いた瞬しゆん間かんを狙ねらっていた。それは人間たちが命を削って作った一ターンだった。

「茉莉、いけ！」

　前田の叫びと同時に茉莉は槍やりを振り下ろした。その瞬間、ビショップの体がごうっと音を立てて炎上した。ついにビショップを倒したのだ。ホールにビショップの断だん末まつ魔まが響く。

「ゲートを目指せ！」

　前田が言ったが、指揮官を失った魔王軍は秩序を失わなかった。パワーシフトを解いてゲートの守備と茉莉を包囲する行動に移った。孤立した茉莉はゲートに向かうことができない。

「杖つえだ、杖を選せん択たくしろ。こっちに投げろ！」

　繭まゆ子こが叫ぶ。ビショップ撃破のボーナスのことだ。逃げようとしていた茉ま莉りは、ビショップから杖を奪うばうと繭子へと放り投げた。

「どうする気なんです？」

　魔王軍の戦士たちはゲート守備の配置を終えると、残った戦力で再び陣形を整え迫ってくる。茉莉は戦場の端はしに追いやられ、こちらの戦力は残り少ない。迫り来る魔王軍の戦士は後列で体力を温存していたのだ。もうその攻撃を受け止めるヒットポイントはなかった。

「私はこれでホワイトマジシャンに昇格し究極魔法が使える。私の命と引き替えにな」

　繭子が聖なる杖を機器に接続した。

「究極魔法？」

「ワープだ。それでキーパーソンをゲートに飛ばす」

「でも、魔法の効果範囲は三マス以内でしょ。茉莉に使うにしても……」

　聖せい騎き士しの茉莉には距離があるために魔法をかけることはできない。

「お前が行くんだ。聖なる武器は魔王の心臓を貫つらぬく武器であり、魔界への入場チケットでもある。その聖剣はここにある」

　繭子が見たのは悠ゆ羽う美みだった。

「まさか……」

　前まえ田だは愕がく然ぜんとした。悠羽美を殺して聖剣を奪えというのか。悠羽美は剣を握ったままうつむいていたが、すっと顔を上げた。

「斬きって。そして聖剣で魔王を倒して」

「でも……」

　魔王軍のパワーシフトが迫ってくる。選択する時間はなかった。

「次のターンで決断しろ。そして聖戦士になったと同時に究極魔法を使う。決断はお前に任せるよ」

　繭子はそう言った。悠羽美は膝ひざをついて目を閉じている。前田は剣を構えたまま汗をかいていた。前田がこの世界を現実だと思っていたように、悠羽美にとってもこの一ヶ月は本物だったのだ。それを自分の手で終わらせていいものなのか。そして、前田が魔王討とう伐ばつに失敗すれば悠羽美は仮想世界での存在さえも失ってしまう。他人の運命さえも背負わねばならないこの選択は重すぎる。

　前田は悠羽美を見て首を振った。わかっているのだ。こうすることがお互いの利益になると。しかし、単純に体が動かない。痛みを感じた。もしもと思った。いつか現実の世界でもこのような選択をするときがくるのだろうか。だとしたら自分は今と同じ選択をするのか。仲間を殺して利益を得るという行動を取るのだ。吐き気がした。頭を抱かかえて叫びたかった。このまま狂って選択を放ほう棄きしたい……。

「……勝ってくれればいい。信じてるから」

　顔を上げた悠ゆ羽う美みがほんのわずか微笑ほほえんだ。

　……攻撃ターンが迫る。前まえ田だは悠羽美を前に震ふるえる手で剣を握った。

　攻撃ターン。前田は悠羽美を斬きった。そして、悠羽美はこの世界から存在を消した。前田は魔王を倒すために仲間の犠ぎ牲せいを選せん択たくしたのだ。

「お前は聖戦士に昇格し、私が魔法を使う。そして私の役目はここまでだ」

「繭まゆ子こさん」

「そんな顔するな。これは当然の代だい償しようだ。あとはお前に任せる」

　繭子がにこりと笑った。杖つえが金色の輝きを放ち、繭子もすべてのヒットポイントを失った。

　前田は聖戦士となり、魔法をかけられた体は金色の光に包まれた。血の代償を払うことで前田は魔王への挑戦権を手に入れた。もう逃げることはできない。自分の力で最後まで戦い抜くしかないのだ。

「……先せん輩ぱい行ってください。先輩が勝てば僕たち人間の、そしてサークルの勝利ですから」

　剣を握った雪ゆき村むらは魔王軍と向かい合っている。前田のモバイルには次の移動ターンにおいてマス目から解放されるとの表示があった。究極魔法のワープだった。

　前田は雪村と剣を合わせてからゲートに向かって走った。魔王の軍隊をすり抜け青白く光るゲートの向こうへ。くぐる寸前に振り返ると、残った狂きよう戦せん士し軍と魔王軍が再び激突する光景が見えた。魔王軍はゲートへの侵入を許したことにより、ゲートの守備を捨て全軍で殲せん滅めつ作戦をとったようだ。

　前田は向き直り、ゲートをくぐり抜けて魔界に入った。




　　　　＊




　──魔界。

　前田は魔界の空間の中で唖あ然ぜんと立ち尽くしていた。漆しつ黒こくの闇やみの中、オーロラのような青白い光の帯が渦巻いている。

　ここはどこだ、と思った。これはホログラムなどの偽にせ物ものではない。この空間はリアルだった。宇宙空間のような漆黒の魔界は、前田にとって現実にしか見えない。

　前田はその空間を歩きながら気づいた。前田はこのような世界を見たことがある。非現実的であるが本物のような仮想空間。

　まさか、すでに東京スフィアの仮想世界に入っているというのか……。

「そうです、ここは東京スフィアの仮想ワールドです」

　空間の中に出現したのはエオリアだった。ビショップとして死んだエオリアは暗い空間に浮かびあがっているように見えた。

「そんなわけないだろ。俺おれはログインポイントに入っていない」

　仮想ワールドに入るには、専用の接続装置が必要なのだ。気づかない間に装置を使ったというはずもない。

「ログイン装置は人間の脳にシグナルを送ることで仮想現実を体感させることができます。莫ばく大だいな仮想世界のデータを流し続けるのです。それだけのシステムなのです。つまり、シグナルさえ流せばログイン装置がなくとも……」

「まさか、あのホールから」

　前まえ田だはエオリアの言葉を遮さえぎった。あの決戦の場でも妙な幻げん覚かくが目についていた。あれはホログラムではなく、現実と重なるように存在していたスフィアの仮想世界を見ていたというのか。

「簡単に言うと、半分ほどログインしている感じでしょうか。現実世界に立ちつつ仮想を見ているのです。このゲームは、そのような実験の場であったかもしれません」

「誰だれがそんなことを？　人間を使って実験とか常軌を逸いつしてる」

「もちろん魔王です。人間の心を手に入れた魔王は、さらに欲しました。そして、人間たちの心に手を伸ばしたのです……」

　闇やみの中で赤い炎が立ち上った。それはゆらゆらと揺れて形を構成し始める。前田はぎゅっと剣を握った。聖剣は金色の光を帯びている。

「とにかく魔王を倒せばいいんだよな」

　ここがスフィアワールドであるかはまだわからない。エオリアの言動はゲームの設定のうちである可能性がある。だとしたら前田のやるべきことはひとつだ。

　渦巻く赤い炎は徐々に人型を形成し始めていった。これが魔王なのか……。

「どうぞ魔王の心臓を貫つらぬいてください。早くしないと魔王が力を取り戻してしまいますよ」

　前田の周囲が炎に包まれていく。熱をも感じた。半仮想の空間が魔界の炎によりぐにゃりと歪ゆがみ始めた。しかし、聖剣の聖なる光が前田を魔界の炎から守っている。

　紅ぐ蓮れんの炎から手足が生まれていく。黒煙は体をまとうマントのようになり、渦巻く火炎は長い髪となった。魔王から発せられる熱風に前田の肌はだが焼けた。目の前にいるのが魔王だ。この魔王を倒せばすべては終わる。

　魔王？　これが魔王なのか？　まさか……。

（……遙花はるか）

　前田は熱い息を吐いた。魔界の炎が作った人型は、前田の目にはそう映った。

「タクティクス東京、いえ、スフィアの魔王のイメージです……」

　エオリアの声が聞こえた。

　遙花がスフィアの魔王のイメージだと？　あのとき吸収されたハルカのデータ。スフィアの魔王、つまりスフィアの……。

　やはり、あのときスフィアの仮想世界に吸収されたハルカは、スフィアが再生すると共に知能を与えてしまったのでは？　演算だけをする冷たい機械に、知能と感情を与えることになったのだろうか。

　そして意思を持ったスフィアの選せん択たくは……。

　……拡大。それは生命におけるすべての基礎となる本能だ。そう考えれば、タクティクス東京の不自然な部分もすべてが埋まる。これは人間たちが作り上げたゲームではなく、スフィアの意志で作ったゲームなのだ。スフィアのさらなる拡大と情報収集のために、知能を持ったスフィアは自ら動き始めたのだ。

　いや、それはわからない。これはただのゲーム設定の可能性もある。しかし、それならばなんで遙花はるかが魔王なのだ。頭が混乱して思考が積みかさならない。

　前まえ田だは剣を振り上げた。せめてこのゲームにおいては魔王を倒さねばならないことだけは確かなのだ。たとえエオリアの言葉が真実でも、拡大を始めたスフィアに人間の力を見せてやらねばならない。人間の敗北でゲームを終わらせることだけはできない。

　魔王を斬きれ。魔王を殺して人間の勝利を……。

　しかし、前田は剣を振り上げたまま動けなかった。目の前の魔王が青あお原ばら遙花のデータでないことはわかっている。しかし、ほんの少しでも遙花の情報は混じっているはずだ。霧きりのようにスフィアに吸収されたハルカのデータが存在する。だとしたら、あのとき仮想世界のハルカを救えなかった自分に、魔王を斬る資格などないのではないか。

　たとえイメージだとしても彼女を斬ることなどできなかった。仮想世界に残った彼女は自分が唯ゆい一いつ心を触れ合わせた存在なのだ。前田はうめいた。遙花をイメージした炎は両腕を広げて前田に近づいてくる。魔界の炎で焼き尽くされてしまう。

（こちらに来てください）

　それは魔王の声だった。

　──私と一体となるのです。そして東京の霧となりスフィアの知能となるのです。私とあなたのデータは永遠にひとつとなり、色あせることなく残り続けます。

　前田は炎に包まれた。魔界の炎の高熱に聖剣がぐにゃりと曲がった。炎に包まれながらこれでよかったのだと思った。たとえこのままこの世界で燃え尽き現実に戻れなくとも、スフィアに残したハルカのデータと一緒になれる。自分の望みはこれだったのかもしれない……。

　……前田君。

　声が聞こえた。誰だれだ、誰の声だ。

　その声に前田の意識が覚かく醒せいする。強きよう烈れつな熱を感じた。前田はあまりの高熱に絶叫し、床にばたりと倒れ込んだ。体が燃えている……。

　……東京は渡さない。

　白い光の筋が飛んできた。その光の矢は魔王の体をかすめて床に突き刺さる。魔王を包む炎が風に捲まくられるように揺れた。

　前まえ田だが見たのは弓を構える人間のイメージだった。青白い炎で構成されたような人影が弓を構えて立っていた。魔界のゲートに侵入したそれは何者なのだ……。

　その人影はこちらに近づき、前田に覆おおい被かぶさるように重なり体を燃やす火を消した。しかしそれは実体がなく、まるで霧きりのようだった。そして前田は気づいた。

（……遙花はるか、ちゃん？）

　そのデータは遙花だった。前田は彼女のデータに触れることで理解した。遙花はスフィアの仮想世界からこの魔界にたどり着いたのだ。半仮想の魔界は、現実とも仮想世界とも繋つながっている。

　もしかしたら彼女は、スフィアの仮想世界でずっと前田の座標を追いかけていたのかもしれない。前田と共に旅を続けていた。

　炎上する人影となった魔王が襲おそいかかってきた。そんな魔王に遙花が突っ込んでいく。ふたつの炎が激突し魔界が激しく明滅しはじめた。前田の目の前に遙花が落とした弓が転がった。白しら樺かばの持っていた聖なる弓だ。魔界への入場チケットでもある聖なる弓を持っているのは、白樺を一いつ騎き打ちで倒したからに他ほかならない。白樺は魔王討とう伐ばつを遙花に託した……。

　冒険者としての資格を失った遙花だが、仮想世界にログインすることで再び資格を得たのではないだろうか。現実の東京を歩き魔界に向かうのではなく、仮想世界を歩いて魔界に来た。それはルールの穴だったのかもしれない。人間の世界ではなく、死者の国を歩き、再び魔王に挑んだのだ。

　しかし、誰だれが……。

　誰が遙花にワールドのログインチケットを渡したのだ。ゲームを続行していた繭まゆ子こも、白樺でさえも不可能だ。チケットを渡した人間は遙花に何を求めている……。

　前田のかすむ視界の中、ふたつの炎は激しく入り乱れている。しかし、ストライカーとして初心者の遙花の動きは鈍い。徐々に押されていく。このまま負ければ遙花は東京スフィアにおいてのアバターを失ってしまうのでは？　ゲームルールから外れた方法で魔王と戦っているため、アバターを保護するルールもないはずだ。

　助けなければと思ったが、前田の体は動かなかった。意識が徐々に途切れ始める。タクティクス東京においての前田の死期が迫っていた。

　そのとき、傷つきながらも遙花の動きが少しだけ加速を始めた。

　その動きは仮想世界での昔の遙花の動きだった。ストライカーとして戦っていた時代の動きに似ている。

　もしかして、魔王と戦ううちに昔の自分を取り戻しているのでは？　魔王は仮想世界に取り残された遙花ではないが、失われた遙花のデータが微量に存在するはずだ。それと接触するに従い、現実の遙花のデータも整い、昔の遙花の記憶が戻り始めているとしたら……。

　遙花と魔王の動きはさらに加速していく。魔王と遙花がぶつかった衝しよう撃げきで、炎がのたうつ蛇へびのようになって飛び散る。地じ響ひびきを感じた。魔界が揺らいでいる。バトル初心者である遙花はるかもダメージを受けているが、魔王の紅ぐ蓮れんの炎の勢いも落ちていた。遙花の動きがスムーズになっているのだ。戦いの趨すう勢せいはまったく判断がつかなかった。

　バグ殲せん滅めつに明け暮れていた、あのときの遙花が戻り始めている……。

　……立て。

　前まえ田だは歯を食いしばって体を起こした。そして目の前の聖剣を拾う。

　柄つかを握ると、熱に歪ゆがんでいた聖剣は再び光を取り戻す。

　また同じことを繰り返しては駄だ目めだ。この戦いはせめて自分が責任を持ち、自分の意志で終わらせなければならない。すべての結果は前田自身が受け止めなければ……。

　魔王と遙花の動きは、炎の残像などで目に追えるものではなくなっていたが、それでも前田は魔王の心臓に狙ねらいを定める。

　熱で空間がぐにゃりと歪み意識がぷつんと途切れた。魔王の発する熱により、前田のヒットポイントが尽きた。

　意識が途切れる寸前、前田は剣を投げていた。聖剣は光となって魔王と遙花めがけて飛んでいく。
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『ＧＡＭＥ ＯＶＥＲです』

　──前田は死んだ。




　　　　＊




「僕たちは最後まで人間としての誇りを捨てない」

　雪ゆき村むらは魔王の軍勢を睨にらみつけながら言った。

　残った狂きよう戦せん士し軍の戦士たちは数人だった。数人で背中を合わせるようにして立っている。そして、狂戦士軍を囲むのは未いまだに戦力を残している魔王軍の軍勢だった。

　陣形を再編成した魔王軍は、狂戦士軍の完全包囲に成功していた。パワーシフトで壁かべを作り、四方を囲んでいる。すでに逃げ場はなかった。それでも、狂戦士軍の戦士たちは剣を捨てることはなかった。

　魔王軍は再び動きだした。一いつ斉せいに剣先を上げて残党を殲せん滅めつすべく行進を始めた。もう雪村のヒットポイントも限界だった。防御をしようが一撃すらも持たない。

「たとえ死んでも僕たちの勝ちだ。僕たちは魔王の恐怖に打ち勝ち、仲間との絆きずなを最後まで信じることができた。それは人間たちの勝利に他ほかならない」

　雪村が剣を掲げると、残った戦士たちが雄お叫たけびを上げた。その声にはすでに恐怖などはなかった。恐怖に打ち勝った人間は戦いの中で命を捨てる決断もしている。高こう揚ようした精神状態は戦士たちを一段上のステージに押し上げたのだった。

　魔王軍の戦士たちが包囲を狭せばめてくる。

　雪村は剣を構えた。魔王討とう伐ばつの旅の終わりだった。時刻も午後九時まであと数分だ。

　たとえ死んでも最後に一撃を……。

　あと少しで魔王軍と接触するそのとき、雪村は声の限り叫んで突撃した。狂戦士軍の戦士たちも自ら特攻する。もう陣形など組むことなく突進した。

　剣と剣がぶつかるその寸前、ホールに激しい音が鳴り響ひびいた。

「…………！」

　雪村はその絶叫のような音に耳をふさいだ。それは何者かの断だん末まつ魔まのようで耳が痺しびれ、全身がびりびりと震ふるえた。しばらくその断末魔は続き雪村は膝ひざをついた。

　耳をふさぎ続けていると、いつの間にか絶叫が終わっていた。

「なんだ、今の音は……」

　雪村は唖あ然ぜんとしながらも、はっと剣を構えた。すでに魔王軍は目の前に……。

　しかし、魔王軍はぴくりとも動いていない。ホールにいるすべての魔王の軍勢は動きを止めていた。

　雪村はしばらく放心状態で立ち尽くした。魔王軍はもう動く気配はない。そして、先ほどの断末魔。あれはなんだったのだ？

　雪村はホールを見つめた。すべての魔王の軍勢は停止し、空間がキラキラと優やさしい光で満たされていることに気づいた。この状況はまさか……。

「……勝った？」

　雪ゆき村むらは狂きよう戦せん士し軍の戦士たちと顔を見合わせた。

「勝ったのか？　魔王を倒した？」

　雪村の言葉に、呆ぼう然ぜんとしていた戦士たちも笑みを浮かべた。

「魔王を倒したんだ。人間が勝ったんだ！　僕たちは勝った！」

　これは勝利だった。魔王は敗北し、人間たちは勝利した。人間たちはひとつにまとまり東京への侵略を防いだのだ。

「勝った、勝ったぞ！　万歳、万歳、僕らは東京を守ったんだ！」

　狂戦士軍の戦士たちは剣先を合わせて勝利の雄お叫たけびを上げた。

　雪村は歓喜の渦の中心で涙を流した。苦しくも楽しかった魔王討とう伐ばつの長い旅が、ここでやっと終わった。
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　八月の東京はどこか浮うわついているような気がした。

　それでも街に変化はない。東京を巡る戦いなどなかったかのようだ……。

　前まえ田だはひとり中なか野のサンプラザ前のオープン席でぼんやりとアイスコーヒーを飲んでいた。目の前の街に現実感がないような気がした。ずっと遠い場所で旅をしていたからだろうか。見慣れたはずのホームタウンが妙にキラキラとして見える。

　空を見上げると、夕方の空は少しだけ赤く染まり始めていた。目の前の桜並木を今日も無秩序に車や人が行き交っている。並木の桜がいつの時期に花を散らして緑の葉を茂しげらせたのか思いだせない。前田は街を見ているようで何も見ていなかったのかもしれない。

『タクティクス東京は人間の勝利で終わりました……』

　テーブルに置いた携帯モバイルの画面にはエオリアが映っていた。タクティクス東京のエピローグ動画だった。

　ゲームは人間が勝利し、魔王は敗退し東京から手を引いた。前田が意識を失う寸前に投げた剣は、魔王の体を貫つらぬいたのだ。めまぐるしく交こう錯さくし、熱で歪ゆがんだ空間の中で前田は魔王の体に正確に剣を当てた。

　……本当は違う。

　前田にとってどちらに当たってもよかったのだ。いや、実際は遙花はるかに当たることを望んでいたのかもしれない。

　魔王との戦いにより、もしかしたら遙花はストライカーに戻ってしまうのではと思ったのだ。あの遙花の精神を崩ほう壊かいさせることとなった原因だ。そうしたら彼女は、またスフィアのために戦うことになってしまう可能性がある。だとしたらここでアバターを失ったほうが……。

　前田は自分で解答を出せず、聖剣に選せん択たくを委ゆだねてしまったのだ。

　前田は首を振った。あの剣は魔王を貫いたのだ。現実はそうなった。遙花は生き残り、魔王は死んだ、という結果がすべてだ。しかし、それでも前田の投げた剣は、今でも自分自身の胸に刺さり続けている。

『魔王を倒した勇者からお言葉をいただきます』

　エオリアが言い、画面はひとりの少女を映した。カラフルな衣装で登場したのは、タクティクス東京において最高点を叩たたきだしたプレイヤーだ。

『魔王は死に東京は守られました。しかし、それは私の力ではありません。魔王を倒した勇者は自らを犠ぎ牲せいにした冒険者たちです。そんな勇敢な人々にまずはお礼を言いたいです』

　画面で微笑ほほえんでいるのは不知火しらぬい茉ま莉りだった。

『この世界は変化を続けています。いつかは人間の世界も終しゆう焉えんを迎えることでしょう。しかし、私たち人間は希望と勇気を捨てず明日を勝ち取りました。滅びの日は今日ではなかったのです。私たちは勝利したのです』

　魔王にとどめを刺したのは茉ま莉りだった。前まえ田だの投げた剣は、魔王の心臓ではなく足に刺さった。そして、動きの止まった魔王の心臓を貫つらぬいたのは茉莉の聖なる槍やりだ。前田がゲートを突破し魔王軍が混乱した隙すきを狙ねらって、茉莉も魔界のゲートに突入したのだった。

　前田は魔王の炎に焼かれて死に、遙花はるかは正当なルートで魔界に入らなかったため、魔王討とう伐ばつの名誉は茉莉ひとりに授与されることとなった。

　ただ、それでいいと思った。たとえ死んだにしても、これは紛まぎれもなく前田たちの勝利だ。サークルの仲間たちはお互いを裏切ることなくゲームを終えた。

『東京スフィアは再生し、これからも拡大を続けることでしょう。私はその仮想の街の一部でありたいです……』

　茉莉は綺き麗れいに微笑ほほえんでみせた。このエピローグ映像は好評だった。これにより、茉莉は今後のＸゲームにおいてトップストライカーの地位を確立したこととなる。チェス盤の彼女は少女からクイーンへと昇格プロモーシヨンを果たしたのだ。

　しかし前田の中で解消されない疑問がある。遙花にログインチケットを渡したのは誰だれなのか。白しら樺かばはどういった理由で遙花を利用したのか。知らない関係者からチケットをもらい、仮想世界の中で白樺と接触したという説明だった。白樺は前田が悠ゆ羽う美みと公園で足止めをくらっている時間帯あたりに、一日かけて遙花にストライカーとしての戦い方を教えたらしい。そして、自ら敗退することで聖なる弓を遙花に渡した。

　雪ゆき村むらが言うには、遙花はそのことについて積極的に説明をしてくれなかったらしい。もしかしたらと思う。魔王との戦いでもそうだったが、彼女は昔の記憶が戻り始めているのではないだろうか。しかし、そうだとしてもその真しん偽ぎは不明だ。真実を知っているのは遙花だけだ。

　そして、遙花を利用しようという何者かの意思が存在する可能性は。知能を持って拡大し続けるというスフィアの真偽は。前田たちの知らない何かが東京スフィアで起こっている可能性は。スフィアは本当に知能を持ち拡大を始めたのか……。

『私たちは現実の東京を守りました。次は仮想の東京スフィアです。たとえ仮想であったとしても、私はその東京を……』

「……東京をあきらめない？」

　顔を上げると、そこには遙花が立っていた。

　久しぶりに会う彼女だった。実際にゲームが終わってから会うのは今日が初めてだ。彼女の笑顔は現実の東京でも光を放っている。栗くり色いろのわずかにウエーブのかかった肩の少し下までの髪、薄いリップ、葡ぶ萄どう色いろの瞳ひとみに少しだけ日に焼けた肌はだ……。彼女の情報は複雑に変化しつつも少しも色あせていない。

「おかえり、前田君」

　しばらく見つめ合った後に、遙花はるかははにかんだように笑ってみせた。

「ただいま、遙花ちゃん」

　前まえ田だはモバイルの停止ボタンを押して立ちあがった。今日はゲーム後に初めてサークルのメンバーで集まることになっていた。

　振り向いてみると、悠ゆ羽う美みと雪ゆき村むら、繭まゆ子この姿もあった。前田は四人の姿を見て、やっとホームタウンに帰ってきたような気がした。

「四人でスタバで活動報告をまとめていたの」

「そっか、悪いな、みんなにやらせちゃって。なんか妙に疲れちゃってさ。やっぱり旅の間ずっと戦い続けていたからかな」

　あれから三日ほど、前田は何もやる気が起きずにいた。ゲームが終わってから妙に寝付きが悪かった。何か変な夢を見ているような気がする。ちなみに八月一日は、学校の行事があり、遙花たちは参加したものの前田は家で寝ていた。

「でも、前田君は公園でのんべんだらりとビール飲んで過ごしていたよね」

「よく知ってるね、遙花ちゃん」

「ふふふ、肉体は死んでも、私の心は前田君と共に旅を続けていたの。東京の同じ座標を歩いていたのです」

「東京スフィアの仮想世界を？」

「そう。本当なら見えないはずのデータがその世界で見えたの。仮想の昭しよう和わ記念公園にいると、前田君や雪村君を表現する数字がうっすらと見えた。一緒に旅している気分だった……」

　遙花はそう言い胸に手を当てた。

「……えっと、東ひがし高こう円えん寺じの公園とか、来た？」

　悠羽美は佐さ世せ保ぼバーガーをもそもそと食べている。悠羽美はダークナイトであったことは伏せ、戦士として途中から参加したと遙花に説明したようだ。

「ううん。昭和記念公園のバトルリングを見ていたら、サジタリウス役の女の子に会って、ずっと戦い方を教えてもらっていたの」

「そう」

　悠羽美は安あん堵どしたようにうなずき、ちらっと前田を向きすぐに視線を戻した。

「途中でログアウトして愛あい理りちゃんと見送りに行ったりはしたけどね。そのあとに星の弓使いに昇格して魔界に急いで対決したの」

　遙花は、あのとき戦った魔王のイメージが自分であると気づいていただろうか。前田はそれを聞くことができず、真しん偽ぎは遙花の胸の内にしかない。

「まあまあ、とにかくゲームは成功したんだしよかったよな。なあ雪村」

　前田は咳せき払ばらいをしながら話題を変えた。

「でも、旅の途中でハンディカメラなくしちゃったんで、動画とか作りづらいんですよね。何か別の活動報告にしようかって相談してました」

「雪ゆき村むらが夜の高たか尾おですっころんでなくしたんだよな。あーあ」

「お言葉ですが、僕はこのサークルで生き残った唯ゆい一いつの戦士ですよ。それはハンディカメラなんかよりもよっぽど価値があることです」

　前まえ田だと雪村は顔を見合わせて笑った。

「じゃあ、冒険の打ち上げに行きましょうよ。ビール飲むために、実はアイスコーヒーにはほとんど口を付けてなかったんだ」

　前田は腕を組んで立っている繭まゆ子こに言った。

「私たちは高校生だぞ。飲酒などがばれたら、私の進路にも影えい響きようする」

　繭子は冷たい視線を向けていたが、不意に表情を緩ゆるめた。

「と、まあ今日はいいだろう。特別に私の知り合いの店に連れて行ってやる。ついてこい」

　繭子はそう言い、スタスタと歩いて行く。

「行こう、悠ゆ羽う美みちゃん」

　遙花はるかは悠羽美の手を取り歩きだした。前田も遙花に並ぶようにして続いた。

「じゃあこれがエピローグシーンでいいですかね」

　雪村は携帯の動画モードで四人の姿を映しながら後ろを歩いている。

　前田はふと立ち止まり頭上を見上げた。

「どうしたの？」

　遙花がきょとんとこちらを見ている。

「いや、なんでもないよ」

　前田は再び歩きだした。

　こうして東京の街をのんびりと歩くのも悪くない、と思った。
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あとがき






　九月ですね。

　今年の夏も終わってしまいました。最近の夏の思い出はスタバでパソコン叩たたいている程度なのですが、数年前にさかのぼると、そういえば電でん撃げき大賞の連絡が夏だったような気がします。

　九月となり今年ももう受賞者さんたちに連絡がいっているでしょうか。

　ちなみに僕は第十三回の金賞なのですが、連絡を受けたときは高たか尾お山さんにいました。友達と高尾山のビアガーデンにおり「なんか金賞取っちゃったよ」と、乾杯をしたのを憶おぼえてます。

　そのまま酔よいに任せて「携帯電話の光だけで登山できっかな？」「金賞取ったから行けんじゃね？」と誰だれかが言いだし、夜の高尾山の山頂を目指しました。そして頂上についたとき、全員の携帯の電池が切れ、さらに雨が降りだしました。自分は雨の山頂で夜景を眺ながめ、「金賞を取ったのにこんな感じなの？」とつぶやき、横にいた友人は「金賞取ったのに雨が降るんだね」と暗くら闇やみの中で震ふるえてました。

　夜明けと共に下山したのですが、意外に厳しいルートでさらに雨も強くなり、相模さがみ湖こ方面の出口についたときには全身泥だらけで携帯電話もぶっ壊れてました。しかし、今振り返るとあの状態で無事に下山できたのは、金賞を取ったからだと思うのです。

　金賞でこれほどの力を持つのですから、その上の大賞とか、どれほどのパワーを持つのだろうかと考えてしまいます。

　そもそも、電撃大賞には大賞を始めいくつかの賞があるのですが、その賞によって編集部による待遇の違いとか──

　などと、憶測を込めて書き、あとがきを提出したところ、

「前回のあとがきもそうだったけど、あんたそれ全部想像で噓うそでしょ。私の立場はどうなるの？　敵なの？　電撃文庫に対してどう思ってるの？　ねえ、私が死ねばいいと思ってる？」

　と、担当編集さんから圧迫面接ばりの電話を受けてしまったので仕方なく削さく除じよしました。

　ということで、余ってしまったページを使って、今年の電撃受賞者の皆さん、そして、今年の夏に何かやり遂とげた人、もやもやとした夏を過ごしてしまった方々。また、もっとあとがきで実のあることを書けばいいのに、と思っている読者の方々、僕も本当にその通りだと思います。そんなのも含め、なんていうか皆様のご多幸と電撃文庫のご発展とかを祈き念ねんいたしまして乾杯をしたいと思います。ではページをめくっていただき著者近影にて──




　※　作中にも高尾山が出ておりますが施設などはフィクションであり、秋あき葉は原ばらエリアも設定を変えております。ちなみにあとがきの電話の件くだりも創作です。（担当編集）
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